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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 BEA WebLogic Server™ プラ ッ ト フォームで Java™ 
Messaging Service （JMS） を実装してエンタープラ イズ メ ッセージング システ
ムにアクセスする方法について説明します。

このマニュアルの構成は次のとおりです。

� 第 1 章 「WebLogic JMS の概要」 では、 WebLogic Java Message Service
（JMS） について概説します。

� 第 2 章 「WebLogic JMS の基礎」 では、 WebLogic JMS のコンポーネン トお
よび機能について説明します。

� 第 3 章 「WebLogic JMS の管理」 では、 WebLogic JMS のコンフ ィ グレー
シ ョ ンおよびモニタについて概説します。

� 第 4 章 「WebLogic JMS アプリ ケーシ ョ ンの開発」 では、 WebLogic JMS ア
プリ ケーシ ョ ンを開発する方法について説明します。

� 第 5 章 「WebLogic JMS による ト ランザクシ ョ ンの使い方」 では、 WebLogic 
JMS で ト ランザクシ ョ ンを使用する方法について説明します。

� 第 6 章 「WebLogic JMS アプリ ケーシ ョ ンの移植」 では、 WebLogic JMS ア
プリ ケーシ ョ ンを WebLogic Server の新リ リースへ移植する方法について説
明します。

� 付録 A 「コンフ ィ グレーシ ョ ン チェ ッ ク リ ス ト 」 では、 各種 JMS 機能のモ
ニタ  チェ ッ ク リ ス ト を提供します。

� 付録 B 「JDBC データベース  ユーティ リ テ ィ 」 では、 JDBC データベース  
ユーティ リ テ ィ を使用して、 新しい JDBC ス ト アを生成した り、 また削除し
た りする方法を説明します。
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対象読者

このマニュアルは、 Sun Microsystems の Java 2 Platform, Enterprise Edition
（J2EE） を使用して JMS アプリ ケーシ ョ ンを設計、 開発、 コンフ ィ グレーシ ョ
ン、 および管理するアプリ ケーシ ョ ン開発者を対象と しています。 JMS、 JNDI
（Java Naming and Directory Interface）、 Java プログラ ミ ング言語、 エンタープラ
イズ JavaBeans™ （EJB™）、 および J2EE 仕様の Java Transaction API （JTA） に
読者が精通しているこ と を前提と して書かれています。

e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メ ン ト は、 BEA の Web サイ ト で入手できます。 BEA のホー
ム ページで [製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ ク します。 または、 WebLogic 
Server 製品ドキュ メ ン ト  ページ （http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html） を
直接表示して ください。

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、 Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 章ずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 Web サイ ト で入手できます。 PDF を Adobe 
Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 （または一部分） を書籍の形式で印

刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic Server ドキュ メ ン トのホーム  ペー
ジを開き、 [ ドキュ メ ン トのダウンロード ] をク リ ッ ク して、 印刷するマニュア
ルを選択します。

Adobe Acrobat Reader は Adobe の Web サイ ト （http://www.adobe.co.jp） で無料
で入手できます。
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関連情報

BEA の Web サイ ト では、 WebLogic Server の全マニュアルを提供しています。
JMS の詳細については、 Sun Microsystems Web サイ トの以下の場所にある  JMS 
仕様および Javadoc にアクセスして ください。

http://java.sun.com/products/jms/docs.html

サポート情報

BEA のドキュ メ ン トに関するユーザからのフ ィードバッ クは弊社にと って非常
に重要です。質問や意見などがあれば、電子メールで docsupport-jp@beasys.com 
までお送り ください。 寄せられた意見については、 WebLogic Server のドキュ メ
ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 ご使用のソフ ト ウェアの名前とバージ ョ ン、 およ
びドキュ メン ト のタイ トルと日付をお書き添えください。 本バージ ョ ンの BEA 
WebLogic Server について不明な点がある場合、 または BEA WebLogic Server の
インス トールおよび動作に問題がある場合は、 BEA WebSupport
（www.bea.com） を通じて BEA カスタマ サポート までお問い合わせください。
カスタマ サポートへの連絡方法については、 製品パッケージに同梱されている
カスタマ サポート  カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 ファ ク ス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容
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表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例 :
import java.util.Enumeration;

chmod u+w *

config/examples/applications

.java

config.xml

float

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例 :
String CustomerName;

すべて大文

字のテキス

ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例 :

LPT1

BEA_HOME

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 
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[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。

例 :

java utils.MulticastTest -n name -a address 
[-p portnumber] [-t timeout] [-s send]

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。

例 :

java weblogic.deploy [list|deploy|undeploy|update]
   password {application} {source}

... コマン ド ラ インで以下のいずれかを示す。 

� 引数を複数回繰り返すこ とができる。

� 任意指定の引数が省略されている。

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる。

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。 

表記法 適用
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1 WebLogic JMS の概要

以下の節では、 BEA WebLogic Server の Java Message Service （JMS） について概
説します。

� JMS とは

� Java 仕様の実装

� WebLogic JMS の機能

� WebLogic JMS のアーキテクチャ

� WebLogic JMS の拡張機能

� WebLogic Server 7.0 における  JMS の拡張機能

JMS とは

メ ッセージ指向ミ ドルウェア （Message-Oriented Middleware : MOM） と も呼ば
れるエンタープライズ メ ッセージング システムを使用する と、 複数のアプ リ
ケーシ ョ ンがメ ッセージの交換を通じて通信できます。 メ ッセージとは、 異なる

アプ リ ケーシ ョ ン間の通信を調整するために必要な情報が含まれている要求、 レ

ポー ト 、 またはイベン トのこ とです。 メ ッセージで提供される抽象化の階層によ

り、 送り先システムについての詳細情報をアプリ ケーシ ョ ン コードから切り離
すこ とができます。

Java Message Service （JMS） は、 エンタープラ イズ メ ッセージング システムに
アクセスするための標準の API です。具体的な  JMS の特長は以下のとおりです。

� メ ッセージング システムを共有する  Java アプリ ケーシ ョ ン同士でメ ッセー
ジを交換できます。

� メ ッセージを作成、 送信、 および受信するための標準インタフェースによ り

アプ リ ケーシ ョ ンの開発が容易になり ます。
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1 WebLogic JMS の概要
次の図は、 WebLogic JMS による メ ッセージングの仕組みを示しています。

図 1-1   WebLogic JMS のメ ッセージング

図で示されているよ うに、WebLogic JMS はプロデューサ アプリ ケーシ ョ ンから
メ ッセージを受信し、 受け取ったメ ッセージをコンシューマ  アプリ ケーシ ョ ン
に配信します。

Java 仕様の実装

WebLogic Server は、 以下の Java 仕様に準拠しています。

J2EE 仕様

WebLogic Server 7.0 は、 Sun Microsystems の J2EE 1.3 仕様に準拠しています。 

JMS 仕様

WebLogic Server 7.0 は、 JMS 仕様バージ ョ ン 1.0.2b に完全に準拠しており、 そ
れをプロダクシ ョ ン段階で使用する こ と もできます。
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WebLogic JMS の機能
WebLogic JMS の機能

WebLogic JMS では、 JMS API の完全な実装が提供されます。 具体的な 
WebLogic JMS の機能は以下のとおりです。

� 1 つの統一的なメ ッセージング  API を提供します。

� JMS 仕様バージ ョ ン 1.0.2b に厳密に従っています。

� ク ラスタ化をサポート します。

� さまざまなオペレーティ ング  システムおよびマシン  アーキテクチャにまた
がるアプリ ケーシ ョ ンのメ ッセージングをサポート します。

� WebLogic Administration Console で属性を設定した り、 JMS API を使用して
値をオーバラ イ ド した りするこ とでコンフ ィ グレーシ ョ ンできます。 

� Java Transaction API （JTA） ト ランザクシ ョ ンを使用して、 JMS アプリ ケー
シ ョ ンと他のリ ソース  マネージャ （主にデータベース） 間の相互運用性を可
能にします。 分散ト ランザクシ ョ ンや、 2 フェーズ コ ミ ッ ト  プロ ト コルのサ
ポート も含まれます。 JMS アプリ ケーシ ョ ンは、 WebLogic XA に準拠しな
いメ ッセージ ブローカなど、 JTA を使用する他の Java API との ト ランザク
シ ョ ンに参加するこ と もできます。 

� XML （Extensible Markup Language） を含むメ ッセージをサポート します。

� マルチキャス ト をサポート します。 IP マルチキャス ト  アドレスを使用して、
選択したホス ト のグループにメ ッセージを配信できます。

� メ ッセージの永続ス ト レージと してデータベースまたはファ イルを使用でき

ます。

� エンタープラ イズ JavaBean （EJB）、 JDBC 接続プール、 サーブレ ッ ト 、 RMI 
など、 他の WebLogic Server API や機能と共に使用できます。 
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1 WebLogic JMS の概要
WebLogic JMS のアーキテクチャ

次の図は、 WebLogic JMS のアーキテクチャを示しています。

図 1-2   WebLogic JMS のアーキテクチャ
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WebLogic JMS のアーキテクチャ
主要な構成要素

1-4 ページの 「WebLogic JMS のアーキテクチャ」 の図で示されているよ うに、
WebLogic JMS Server のアーキテクチャは主に以下の要素で構成されています。

� メ ッセージング機能を実装する  WebLogic JMS サーバ

� ク ラ イアン ト  アプ リ ケーシ ョ ン

� サーバ ルッ クアップ機能を提供する  JNDI （Java Naming and Directory 
Interface）

� 永続的な メ ッセージ  データを格納するための永続ス ト レージ （ファ イルまた

はデータベース）

クラスタ化機能

WebLogic JMS のアーキテクチャでは、 ク ラスタ内のあらゆるサーバから送り先
へのク ラスタワイ ドで透過的なアクセスをサポートするこ とで、 複数の JMS 
サーバのク ラスタ化が実装されます。 WebLogic Server は、 ク ラスタ全体への 
JMS の送り先と接続ファ ク ト リの配布をサポートするよ うにな り ました。 ただ
し、 JMS ト ピ ッ クおよびキューが、 ク ラスタ内の個々の WebLogic Server インス
タンスによって管理される点は変わり ません。 

WebLogic JMS のク ラスタ化のコンフ ィグレーシ ョ ンの詳細については、 3-3 
ページの 「WebLogic JMS のク ラスタ化のコンフ ィ グレーシ ョ ン」 を参照して く
ださい。 WebLogic Server のク ラスタ化の詳細については、 『WebLogic Server ク
ラスタ  ユーザーズ ガイ ド』 を参照して ください。

ク ラスタ化のメ リ ッ トは以下のとおりです。

� ク ラスタ内の複数のサーバにわたる送り先のロード  バランシング

� 管理者は、 複数の JMS サーバをコンフ ィグレーシ ョ ンし、 対象を使用し
てそれらを定義済みの WebLogic Server に割り当てる こ とで、 ク ラスタ
内の複数のサーバにわたる送り先のロード  バランシングを確立できます。
各 JMS サーバは、 厳密に 1 つの WebLogic Server にデプロイ され、 複数
の送り先に対する要求を処理します。
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1 WebLogic JMS の概要
注意 : ロード  バランシングは動的ではあ り ません。 コンフ ィグレーシ ョ ン
の段階で、 システム管理者が JMS サーバの対象を指定してロード  バ
ランシングを定義します。

� 管理者は、 ク ラスタ内の単一の分散送り先セッ トのメ ンバーと して、 複

数の物理的な送り先をコンフ ィ グレーシ ョ ンするこ と もできます。 プロ

デューサと コンシューマは、 その分散送り先に対して送受信するこ とが

できます。 ク ラスタ内の 1 台のサーバに障害が発生した場合、 WebLogic 
JMS は送り先セッ ト内の使用可能な物理的送り先メ ンバーすべてに負荷
を分散します。 

分散送り先の詳細については、 『管理者ガイ ド』 の 「分散送り先のコン

フ ィ グレーシ ョ ン」 を参照して ください。

� ク ラスタ内のあらゆるサーバからの、 送り先へのク ラスタワイ ドで透過的な

アクセス

システム管理者は、クラスタ内のあらゆるサーバから送り先へのクラスタワ

イドで透過的なアクセスを確立できます。このようなアクセスを確立するに

は、クラスタ内の各サーバ インスタンスに対してデフォルトの接続ファクト
リを有効化するか、1 つまたは複数の接続ファクトリをコンフィグレーショ
ンしてクラスタ内の 1 つまたは複数のサーバ インスタンスに割り当てます。
これにより、各接続ファクトリを複数の WebLogic Server にデプロイするこ
とが可能になります。 

アプリ ケーシ ョ ンでは、 Java Naming and Directory Interface （JNDI） を使用
して接続ファ ク ト リ をルッ クアップし、 JMS サーバとの通信を確立するため
の接続を作成します。 各 JMS サーバでは、 複数の送り先に対する要求が処
理されます。 JMS サーバで処理されない送り先への要求は、 適切なサーバに
転送されます。 

接続ファ ク ト リの詳細については、 2-1 ページの 「WebLogic JMS の基礎」
を参照して ください。

� スケーラビ リ テ ィ

スケーラビ リ テ ィは以下の機能によって実現します。

� 前述した、 ク ラスタ内の複数のサーバにわたる送り先のロード  バランシ
ング。

� 接続ファ ク ト リ を通じた、 複数の JMS サーバでのアプリ ケーシ ョ ン負荷
の分散。 その結果と して、 個々の JMS サーバでの負荷が削減され、 かつ
接続先を特定のサーバに決めるこ とでセッシ ョ ンの集中が可能とな り ま

す。
1-6 WebLogic JMS プログラマーズ ガイ ド

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/adminguide/jms.html#config_distributed_destinations
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/adminguide/jms.html#config_distributed_destinations


WebLogic JMS の拡張機能
� マルチキャス ト のサポート （オプシ ョ ン）。 JMS サーバで配信しなければ
ならないメ ッセージの数が削減されます。 JMS サーバでは、 サブスク ラ
イブしているアプ リ ケーシ ョ ンの数に関係な く、 マルチキャス ト  IP アド
レス と関連付けられている各ホス ト  グループに対してメ ッセージが 1 コ
ピーだけ転送されます。

� 移行性

「1 回限 りのサービス」 と して、 WebLogic JMS はク ラスタ化された環境に対
して WebLogic Server に実装されている移行フレームワークを活用します。
これによって、 WebLogic JMS は移行の要求に適切に応答し、 JMS サーバを
適切にオンラ イン / オフラインに切り替えるこ とができます。 移行には、 ス
ケジューリ ング済み移行のほかに、 WebLogic Server の障害に応答して発生
する移行が含まれます。 詳細については、 3-7 ページの 「JMS 移行可能対象
のコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。

注意 : 自動フェ イルオーバは、 この リ リースの WebLogic JMS ではサポート さ
れていません。 手動フェ イルオーバの実行の詳細については、 3-12 ペー
ジの 「WebLogic Server の障害からの回復」 を参照して ください。

WebLogic JMS の拡張機能

Sun Microsystems の JMS 仕様による  API に加えて、 WebLogic JMS には 
weblogic.jms.extensions とい うパブリ ッ ク  API が用意されています。 この API に
は、 以下の表で説明される拡張機能のク ラスやメ ソ ッ ドが含まれています。 

拡張機能 詳細情報の参照先

XML メ ッセージを作成する 4-15 ページの 「手順 6a : メ ッセージ オブジェク ト を作
成する  ( メ ッセージ プロデューサ )」 を参照

セッシ ョ ン例外リ スナを定義する 4-50 ページの 「セッシ ョ ン例外 リ スナの定義」 を参照

事前に取得する非同期メ ッセージの、

セッシ ョ ンで許可される最大数を設定

または表示する

4-91 ページの 「マルチキャス トのコンフ ィ グレーシ ョ

ン属性の動的コンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照
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1 WebLogic JMS の概要
この API では、 NO_ACKNOWLEDGE と  MULTICAST_NO_ACKNOWLEDGE の確認応答
モード、 および以下のよ う な例外の送出を含む拡張例外もサポート されていま

す。

� サーバ エラーまたは管理上の介入によってコンシューマの  1 つがサーバに
よって閉じ られたと きにセッシ ョ ン例外 リ スナ （設定されている場合） に例

外を送出します。

� セッシ ョ ンで受信されたが、 まだメ ッセージ  リ スナに配信されていないメ ッ
セージの数がそのセッシ ョ ンの最大メ ッセージ許容数を超えたと きにマルチ
キャス ト  セッシ ョ ンから例外を送出します。

� データ  ス ト リームでシーケンスの欠陥 （シーケンスの異なる受信メ ッセー

ジ） が検出されたと きにマルチキャス ト  コンシューマから例外を送出しま
す。

メ ッセージが最大数に達したと きに適

用するマルチキャス ト  セッシ ョ ンの超

過時のポ リシーを設定または表示する

4-91 ページの 「マルチキャス ト のコンフ ィグレーシ ョ

ン属性の動的コンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照

永続的なキューまたはト ピ ッ クを動的

に作成する

4-53 ページの 「JMSHelper ク ラス  メ ソ ッ ドの使い方」
を参照

WebLogic JMS 7.0 と  6.0 以前の 
JMSMessageID の形式をお互いの形式

に変換する

4-63 ページの 「メ ッセージ ヘッダ フ ィールドの設定」
を参照

メ ッセージの再配信遅延を設定する 4-38 ページの 「メ ッセージの再配信遅延の設定」 を参

照

プロデューサのメ ッセージ配信時間を

設定する

4-41 ページの 「プロデューサに対する配信時間の設

定」 を参照

メ ッセージの配信時間を設定する 4-42 ページの 「メ ッセージに対する配信時間の設定」

を参照

メ ッセージのスケジューリング済み配

信時間を設定する

4-43 ページの 「スケジューリ ング済み配信時間のオー

バーライ ドの設定」 を参照

拡張機能 詳細情報の参照先
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WebLogic Server 7.0 における  JMS の拡張機能
 WebLogic Server 7.0 における JMS の拡張
機能

この リ リースの WebLogic Server では、 JMS の以下の拡張機能が新し く導入され
ています。

高可用性拡張機能

WebLogic JMS は、 ク ラスタ化された環境に対して WebLogic Server のコアに実
装されている移行フレームワークを活用します。 これによって、 WebLogic JMS 
は移行の要求に適切に応答し、 JMS サーバを適切にオンラ イン / オフラインに切
り替えるこ とができます。 移行には、 スケジューリ ング済み移行のほかに、

WebLogic Server の障害に応答して発生する移行が含まれます。

詳細については、 『WebLogic JMS プログラマーズ ガイ ド』 の 「WebLogic JMS
の管理」 を参照して ください。

WebLogic クラスタ内の分散送り先

高い可用性を誇る  WebLogic JMS の実装では、 複数の物理的な送り先を単一の送
り先セッ ト のメ ンバーと してコンフ ィグレーシ ョ ンできるよ うにする こ とで、 1 
台のサーバに障害が発生した場合でもサービスが継続されるよ うにしています。

具体的に言 う と、 管理者は、 ク ラスタ内にある特定の送り先の複数のインスタン

スをコンフ ィ グレーシ ョ ンできます。 ク ラスタ内の 1 つのインスタンスに障害が
発生した場合は、 同じ送り先の他のインスタンスが JMS プロデューサと コン
シューマにサービスを提供できます。 

詳細については、 『WebLogic JMS プログラマーズ ガイ ド』 の 「WebLogic JMS 
アプ リ ケーシ ョ ンの開発」 および 『管理者ガイ ド』 の 「JMS の管理」 を参照し
て ください。
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フロー制御

フロー制御機能を使用する と、 JMS サーバまたは送り先が過負荷になったと き
に、 メ ッセージ プロデューサの処理速度を遅くするこ とができます。 具体的に
言 う と、 JMS サーバまたは送り先が、 指定のバイ ト数またはメ ッセージのし き
い値を超過したと き、 プロデューサにメ ッセージのフローを制限するよ う指示し

ます。

詳細については、 『管理者ガイ ド』 の 「JMS の管理」 を参照して ください。

WebLogic メ ッセージング ブリ ッジ

メ ッセージング  ブリ ッジ （JMS ブ リ ッジと も呼ばれる） は、 2 つの JMS プロバ
イダ間でメ ッセージを転送します。 WebLogic Server メ ッセージング ブリ ッジ機
能によ り、 2 つのメ ッセージング  プロバイダ （WebLogic JMS の個別の実装を含
む） 間でのス ト アおよび転送メ カニズムをコンフ ィグレーシ ョ ンできるよ うにな

り ます。

詳細については、 『管理者ガイ ド』 の 「WebLogic メ ッセージング ブリ ッジの使
い方」 を参照して ください。

メ ッセージ ページング

メ ッセージ ページング機能によ り、 メ ッセージの負荷が指定のし きい値に達し
た と きにメ ッセージを仮想メモ リから永続ス ト レージにスワ ップするこ とで、

メ ッセージ負荷のピーク期間中に仮想メモ リが解放されます。 パフォーマンスの

点から見れば、 この機能は、 今日のエンタープラ イズ アプ リ ケーシ ョ ンが必要
とする大容量のメ ッセージ領域を持つ WebLogic Server の実装には大きな メ リ ッ
ト があ り ます。 

詳細については、 『管理者ガイ ド』 の 「JMS の管理」 を参照して ください。
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2 WebLogic JMS の基礎

以下の節では、 WebLogic JMS コンポーネン ト と機能について説明します。

� メ ッセージング モデル

� WebLogic JMS のク ラス

� ConnectionFactory

� Connection

� Session

� Destination

� 送り先の分散

� MessageProducer と  MessageConsumer

� Message

� ServerSessionPoolFactory

� ServerSessionPool

� ServerSession

� ConnectionConsumer

注意 : この節で説明する  JMS ク ラスの詳細については、 Sun Microsystems の 
Java Web サイ トにある以下の JMS 仕様と  Javadoc を参照して ください。
 http://java.sun.com/products/jms/docs.html
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メ ッセージング モデル

JMS では、 ポイン ト  ツー ポイン ト  (PTP) とパブリ ッシュ / サブスク ライブ 
(Pub/sub) の 2 つのメ ッセージング  モデルがサポート されています。 それらの
メ ッセージング  モデルは非常に似ていますが、 以下の点で異な り ます。

� PTP メ ッセージング  モデルでは、 1 つの宛先に対してメ ッセージが配信され
る。

� Pub/sub メ ッセージング モデルでは、 複数の宛先に対してメ ッセージが配信
される。

各モデルは、 共通の基本ク ラスを拡張したク ラスで実装されます。 たとえば、

PTP ク ラスの javax.jms.Queue と  Pub/sub ク ラスの javax.jms.Topic は両方と
も  javax.jms.Destination を拡張したク ラスです。 

各メ ッセージング モデルについては、 以降の節で詳し く説明します。

注意 : プロデューサおよびコンシューマとい う用語は、 メ ッセージング モデル
に関係な く、 それぞれメ ッセージを送信および受信するアプリ ケーシ ョ

ンを表すために汎用的に使用します。 ただし、 各メ ッセージング  モデル
では、 それぞれに固有のユニークな用語でプロデューサと コンシューマ

を表します。

ポイント  ツー ポイント  メ ッセージング

ポイン ト  ツー ポイン ト  (PTP) メ ッセージング  モデルでは、 アプ リ ケーシ ョ ンが
別の 1 つのアプリ ケーシ ョ ンにメ ッセージを送信できます。PTP メ ッセージング 
アプリ ケーシ ョ ンでは、 名前付きのキューを使用してメ ッセージが送信および受

信されます。 キュー センダ ( プロデューサ ) では、 特定のキューに対してメ ッ
セージが送信されます。 キュー レシーバ ( コンシューマ ) では、 特定のキューか
ら メ ッセージが受信されます。

次の図は、 PTP メ ッセージングの仕組みを示しています。
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メ ッセージング  モデル
図 2-1   ポイント  ツー ポイント  (PTP) メ ッセージング

複数のキュー センダおよびキュー レシーバを  1 つのキューに関連付けるこ とが
できますが、個々のメ ッセージは 1 つのキュー レシーバにしか配信できません。 

複数のキュー レシーバがキューのメ ッセージを リ スンしている場合、 次のメ ッ
セージを受信するキュー レシーバは先着順で決定されます。 リ スンしている
キュー レシーバがない場合は、 キュー レシーバがキューにアタッチされるまで
メ ッセージはキューにとどま り ます。

パブリ ッシュ /サブスクライブ メ ッセージング

パブ リ ッシュ /サブスク ライブ (Pub/sub) メ ッセージング モデルでは、 アプ リ
ケーシ ョ ンが複数のアプリ ケーシ ョ ンにメ ッセージを送信できます。 Pub/sub 
メ ッセージング アプリ ケーシ ョ ンでは、 ト ピ ッ クをサブスク ライブする こ とで
メ ッセージが送信および受信されます。 ト ピ ッ ク  パブリ ッシャ  ( プロデューサ ) 
では、 特定のト ピッ クに対してメ ッセージが送信されます。 ト ピ ッ ク  サブスク
ラ イバ ( コンシューマ ) では、 特定の ト ピッ クから メ ッセージが受信されます。

次の図は、 Pub/sub メ ッセージングの仕組みを示しています。
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2 WebLogic JMS の基礎
図 2-2   パブリ ッシュ /サブスクライブ (Pub/sub) メ ッセージング

PTP メ ッセージング モデルの場合と違って、Pub/sub メ ッセージング モデルでは
複数の ト ピッ ク  サブス ク ライバが同じ メ ッセージを受信できます。 メ ッセージ
は、 すべての ト ピッ ク  サブスク ラ イバが受信するまで維持されます。 

Pub/sub メ ッセージング モデルでは恒久サブスク ライバがサポート されるので、
ト ピ ッ ク  サブスク ライバに名前を割り当て、 ユーザまたはアプリ ケーシ ョ ンと
関連付けるこ とができます。 恒久サブスク ライバの詳細については、 4-57 ページ
の 「恒久サブスク リプシ ョ ンの設定」 を参照して ください。

メ ッセージの永続性

メ ッセージは、 永続メ ッセージまたは非永続メ ッセージと して指定できます。 詳

細については、 JMS 仕様の 「Message Delivery Mode」 の節を参照して ください。

� 永続メ ッセージは必ず 1 回のみ配信されます。 したがって、 メ ッセージが失
われた り、 2 回配信された りするこ とはあ り ません。 永続メ ッセージは、
ファ イルやデータベースに確実に書き込まれるまでは送信されたものとは見

なされません。 WebLogic JMS では、 コンフ ィ グレーシ ョ ン時に各 JMS サー
バに割り当てられた永続バッキング  ス ト ア (ディ スクベースのファ イルまた
は JDBC でアクセス可能なデータベース ) に永続メ ッセージが書き込まれま
す。
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� 非永続メ ッセージは格納されません。 メ ッセージは最低 1 回は配信が保証さ
れますが、 システム障害が発生する と失われる場合があ り ます。 接続を閉じ

るか回復する と、 確認応答されていないすべての非永続メ ッセージが再配信

されます。 非永続メ ッセージは確認応答される と再配信されません。 

WebLogic JMS のクラス

JMS アプリ ケーシ ョ ンを作成するには、javax.jms API を使用します。この API 
では、 JMS への接続やメ ッセージの送受信に必要なク ラス  オブジェ ク ト を作成
できます。 JMS ク ラス  インタフェースは、 共通の親ク ラスのキュー バージ ョ ン
と ト ピ ッ ク  バージ ョ ンを提供するサブク ラス と して作成されます。 

次の表は、 以降の節で詳し く説明する  JMS ク ラスを示しています。 すべての 
JMS ク ラスの詳細については、 javax.jms、

weblogic.jms.ServerSessionPoolFactory、 または 
weblogic.jms.extensions Javadoc を参照して ください。

表 2-1  WebLogic JMS のクラス

JMS クラス 説明

ConnectionFactory 接続のコンフ ィグレーシ ョ ン情報をカプセル化す

る。 接続ファ ク ト リは接続を作成するために使用

する。 接続ファ ク ト リは JNDI を使用してルッ ク
アップする。 

Connection メ ッセージング システムへの開いている通信チャ
ネルを表す。 接続はセッシ ョ ンを作成するために

使用する。

Session 生成および消費される メ ッセージの順序を定義す

る。

Destination 特定のプロバイダのアドレスをカプセル化して、

キューまたは ト ピッ クを識別する。 キューと ト

ピ ッ クでは、 それぞれ PTP メ ッセージング モデル
および Pub/sub メ ッセージング モデルから配信さ
れる メ ッセージが管理される。
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2 WebLogic JMS の基礎
JMS オブジェ ク トのコンフ ィ グレーシ ョ ンについては、 3-1 ページの
「WebLogic JMS の管理」 を参照して ください。 JMS アプリ ケーシ ョ ンを設定す
る手順については、 4-4 ページの 「JMS アプ リ ケーシ ョ ンの設定」 を参照して く
ださい。 

ConnectionFactory

ConnectionFactory オブジェ ク トは、 接続のコンフ ィ グレーシ ョ ン情報をカプ
セル化し、 JMS アプリ ケーシ ョ ンが Connection を作成できるよ うにします。 接
続ファ ク ト リでは同時使用がサポート されており、 複数のスレ ッ ドがオブジェ ク

MessageProducer と 
MessageConsumer

メ ッセージを送信および受信するためのインタ

フェースを提供する。 メ ッセージ  プロデューサで
はキューまたは ト ピッ クにメ ッセージが送信され

る。 メ ッセージ  コンシューマではキューまたは ト
ピッ クから メ ッセージが受信される。 

Message 送信または受信される情報をカプセル化する。

ServerSessionPoolFacto

ry1
メ ッセージ コンシューマのサーバ管理のプールに
関するコンフ ィグレーシ ョ ン情報をカプセル化す

る。 サーバ セッシ ョ ン  プール フ ァ ク ト リはサーバ 
セッシ ョ ン  プールを作成するために使用する。

ServerSessionPool1 メ ッセージを平行処理するために使用できるサー

バ セッシ ョ ンのプールを接続コンシューマに提供
する。

ServerSession1 スレ ッ ド と  JMS セッシ ョ ンを関連付ける。

ConnectionConsumer1 メ ッセージを平行処理するためにサーバ セッシ ョ
ンを取り出すコンシューマを指定する。

1 複数のメ ッセージを平行して処理するためのオプシ ョ ンの JMS インタフェースがサ
ポート されます。

表 2-1  WebLogic JMS のクラス

JMS クラス 説明
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ConnectionFactory
トに同時にアクセスできます。 アプリ ケーシ ョ ンに適合する事前定義の属性で接
続を作成するには、 あらかじめコンフ ィ グレーシ ョ ンされたデフォルトの接続

ファ ク ト リ を使用するか、 システム管理者がコンフ ィグレーシ ョ ンした 1 つまた
は複数の接続ファ ク ト リ を使用します。

デフォルトの接続ファ ク ト リは、 JNDI 名 weblogic.jms.ConnectionFactory 
でルッ クアップできます。 接続ファ ク ト リは、 WebLogic JMS で用意されるデ
フォル トがアプ リ ケーシ ョ ンに適合しない場合にのみ定義する必要があ り ます。 
すべてのデフォル トの接続ファ ク ト リ属性は、 ユーザ定義の接続ファ ク ト リ と同

じデフォルト値に設定されます。 接続ファ ク ト リ属性のデフォルト値の詳細につ
いては、 Administration Console オンラ イン  ヘルプの 「[JMS 接続ファ ク ト リ ]」
を参照して ください。 

デフォルトの接続ファ ク ト リ を使用する場合のも う  1 つの注意点は、 接続ファ ク
ト リがデプロイ される  WebLogic Server インスタンスを限定できない点です。 た
だし、 デフォルトの接続ファ ク ト リは、 サーバご とに有効にした り無効にした り
できます。 デフォル トの接続ファ ク ト リの有効化および無効化の詳細について
は、 Administration Console オンライン ヘルプの 「サーバ --> サービス  --> JMS」
を参照して ください。

デフォルトの接続ファ ク ト リがアプ リ ケーシ ョ ンに適合しない場合、 システム管

理者は 1 つまたは複数の接続ファ ク ト リ を定義およびコンフ ィグレーシ ョ ンし
て、 あらかじめ定義された属性で接続を作成します。 ただし これは、 各接続ファ

ク ト リにユニークな名前が付けられている場合にかぎ り ます。 WebLogic Server 
では起動時にそれらの接続ファ ク ト リが JNDI スペースに追加されます。 アプ リ
ケーシ ョ ンでは、 WebLogic JNDI を使用して接続ファ ク ト リ を取り出します。 
ユーザ定義の接続ファ ク ト リのコンフ ィ グレーシ ョ ンおよびデプロイ メ ン ト につ

いては、 『管理者ガイ ド』 の 「JMS の管理」 を参照して ください。

システム管理者は、 ク ラスタ内のあらゆるサーバから  JMS 送り先へのク ラスタ
ワイ ドで透過的なアクセスを確立できます。 このよ う なアクセスを確立するに
は、 ク ラスタ内の各サーバ インスタンスにデフォル トの接続ファ ク ト リ を使用
するか、 1 つまたは複数の接続ファ ク ト リ をコンフ ィ グレーシ ョ ンしてク ラスタ
内の 1 つまたは複数のサーバ インスタンスに割り当てます。 これによ り、 各接続
ファ ク ト リ を複数の WebLogic Server にデプロイするこ とが可能とな り ます。 
JMS ク ラスタ化の詳細については、 3-3 ページの 「WebLogic JMS のク ラスタ化
のコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。
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注意 : 下位互換性を維持するため、 WebLogic JMS では非推奨の 2 つのデフォ
ルト接続ファ ク ト リ を現在もサポート しています。 該当するファ ク ト リ
の JNDI 名は、 javax.jms.QueueConnectionFactory と   
javax.jms.TopicConnectionFactory です。

非推奨の接続ファ ク ト リから新しいデフォルト またはユーザ定義の接続

ファ ク ト リへの移行については、 6-1 ページの 「WebLogic JMS アプリ
ケーシ ョ ンの移植」 を参照して ください。

ConnectionFactory ク ラスではメ ソ ッ ドは定義されませんが、 そのサブク ラス
では各メ ッセージング  モデルのメ ソ ッ ドが定義されます。 接続ファ ク ト リでは
同時使用がサポート されており、 複数のスレッ ドがオブジェ ク トに同時にアクセ

スできます。

次の表は、 ConnectionFactory のサブク ラスを説明しています。

アプ リ ケーシ ョ ンで ConnectionFactory ク ラスを使用する方法については、
4-1 ページの 「WebLogic JMS アプリ ケーシ ョ ンの開発」 または 
javax.jms.ConnectionFactory Javadoc を参照して ください。

Connection

Connection オブジェ ク トは、 アプ リ ケーシ ョ ン と メ ッセージング  システムの間
の開いている通信チャネルを表し、 メ ッセージを生成および消費するための 
Session を作成するために使用します。 接続では、 アプ リ ケーシ ョ ンと  JMS の
間のメ ッセージングを管理するサーバサイ ド と ク ラ イアン トサイ ドのオブジェ ク

ト が作成されます。 接続では、 ユーザの認証も提供されます。

表 2-2  ConnectionFactory のサブクラス

サブクラス メ ッセージング 
モデル

作成するもの

QueueConnectionFactory PTP JMS PTP プロバイダへの  QueueConnection

TopicConnectionFactory Pub/sub JMS Pub/sub プロバイダへの  
TopicConnection
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Connection
Connection は、 JNDI ルッ クアップを通じて取得する  ConnectionFactory に
よって作成されます。

ユーザの認証や通信の設定に関わる リ ソースのオーバーヘッ ドがあるため、 ほと

んどのアプリ ケーシ ョ ンではすべてのメ ッセージングで 1 つの接続を確立しま
す。 WebLogic Server では、 JMS ト ラ フ ィ ッ クはサーバとのク ライアン ト接続で
他の WebLogic サービス と多重化されます。 JMS のために、 新たな TCP/IP 接続
が作成されるこ とはあ り ません。 サーブレッ トや他のサーバサイ ド  オブジェ ク
ト もまた、 JMS Connection を使用する場合があ り ます。

デフォルトでは、 接続は停止モードで作成されます。 停止状態の接続をいつどの
よ うに開始するのかについては、 4-49 ページの 「接続の開始、 停止、 ク ローズ」

を参照して ください。

接続では同時使用がサポート されており、 複数のスレッ ドがオブジェ ク トに同時

にアクセスできます。

次の表は、 Connection のサブク ラスを説明しています。

アプ リ ケーシ ョ ンで Connection ク ラスを使用する方法については、 4-1 ページ
の 「WebLogic JMS アプリ ケーシ ョ ンの開発」 または javax.jms.Connection 
Javadoc を参照して ください。

表 2-3  Connection のサブクラス

サブクラス . メ ッセージン

グ モデル .
作成するもの

QueueConnection PTP QueueSession。 QueueConnectionFactory で作成
された JMS PTP プロバイダへの接続で構成される。 

TopicConnection Pub/sub TopicSession。 TopicConnectionFactory で作成
された JMS Pub/sub プロバイダへの接続で構成され
る。 
WebLogic JMS プログラマーズ ガイ ド 2-9

http://java.sun.com/j2ee/sdk_1.3/techdocs/api/javax/jms/Connection.html


2 WebLogic JMS の基礎
Session

Session オブジェ ク トでは、 生成および消費される メ ッセージの順序を定義し、
複数のメ ッセージ プロデューサと メ ッセージ コンシューマを作成できます。
メ ッセージの生成と消費に同じスレ ッ ドを使用できます。 アプ リ ケーシ ョ ンで

メ ッセージの生成と消費に別々のスレッ ドが必要な場合は、 そのアプリ ケーシ ョ

ンで機能ごとに個別のセッシ ョ ンを作成する必要があ り ます。 

Session は、 Connection によって作成されます。

注意 : セッシ ョ ンおよびそのメ ッセージのプロデューサと コンシューマには、
一度に 1 つのスレッ ド しかアクセスできません。 それらに複数のスレ ッ
ドが同時にアクセスした場合、 それらの動作は定義されません。

次の表は、 Session のサブク ラスを説明しています。

アプ リ ケーシ ョ ンで Session ク ラスを使用する方法については、 4-1 ページの
「WebLogic JMS アプリ ケーシ ョ ンの開発」、または javax.jms.Session Javadoc 
および weblogic.jms.extensions.WLSession Javadoc を参照して ください。

表 2-4  Session のサブクラス

サブクラス . メ ッセージン

グ モデル
提供するコンテキストの用途

QueueSession PTP JMS PTP プロバイダのメ ッセージを生成および消費
する。 QueueConnection で作成される。

TopicSession Pub/sub JMS Pub/sub プロバイダのメ ッセージを生成および消
費する。 TopicConnection によって作成される。
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Session
非ト ランザクション セッシ ョン

非ト ランザクシ ョ ン  セッシ ョ ンでは、 セッシ ョ ンを作成するアプリ ケーシ ョ ン
で、 次の表で定義されている  5 つの確認応答モードのいずれかが選択されます。

表 2-5  非ト ランザクション セッションで使用する確認応答モード

[ 確認応答モード ] 説明

AUTO_ACKNOWLEDGE 受信側アプリ ケーシ ョ ンのメ ソ ッ ドが処理を終えたと きに、

Session オブジェク トでメ ッセージ受信の確認応答が行われ
る。 

CLIENT_ACKNOWLEDGE Session オブジェク トの動作は、 アプリ ケーシ ョ ンによる確
認応答メ ソ ッ ドの呼び出しに依存する。 メ ソ ッ ドが呼び出さ

れる と、 セッシ ョ ンでは、 前回の確認応答以降に受信された

すべてのメ ッセージに対して確認応答が行われる。 

このモードを使用する と、 アプ リケーシ ョ ンでは 1 回の呼び
出しで複数メ ッセージの受信、 処理、 および確認応答を行う

こ とができ る。 

注意 : Administration Console では、 接続ファ ク ト リ の [確認
応答ポ リシー ] 属性が Previous に設定されているの
に対し、 指定のセッシ ョ ンでのすべての受信メ ッセー

ジを確認応答したい場合、 最後のメ ッセージを使用し

て確認応答メ ソ ッ ド を呼び出す。 [確認応答ポ リシー ] 
属性の詳細については、 『Administration Console オン
ラ イン  ヘルプ』 の 「[JMS 接続ファ ク ト リ ]」 を参照。

DUPS_OK_ACKNOWLEDGE 受信側アプリ ケーシ ョ ンのメ ソ ッ ドが処理を終えたと きに、

Session オブジェク トでメ ッセージ受信の確認応答が行われ
る。 確認応答の重複が許可される。 

このモードでは、 最も効率的に リ ソースが利用される。 

注意 : アプ リケーシ ョ ンで重複メ ッセージを処理できない場

合は、 このモードは使用しない。 重複メ ッセージは、

メ ッセージを配信する最初の試行が失敗した場合に送

信される。
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ト ランザクション セッション

ト ランザクシ ョ ン セッシ ョ ンでは、 一度に 1 つの ト ランザクシ ョ ンしかアク
テ ィブになり ません。 ト ランザクシ ョ ン時に送信または受信されたメ ッセージ
は、 最小の単位と して処理されます。 

NO_ACKNOWLEDGE 確認応答を必要と しない。 NO_ACKNOWLEDGE セッシ ョ ンに送
信されたメ ッセージは、 サーバから即座に削除される。 この

モードで受信されたメ ッセージは回復されないので、 メ ッ

セージを配信する最初の試行が失敗した場合はメ ッセージが

失われた り、 重複メ ッセージが配信されたりする。

このモードは、 セッシ ョ ンの確認応答で提供されるサービス

の質を必要とせず、 それに関連するオーバーヘッ ドを避ける

必要があるアプ リケーシ ョ ンで使用する。 

注意 : アプリ ケーシ ョ ンで、 失われたメ ッセージや重複メ ッ

セージを処理できない場合は、 このモードは使用しな

い。 重複メ ッセージは、 メ ッセージを配信する最初の

試行が失敗した場合に送信される。

MULTICAST_NO_ACKNOWLEDGE 確認応答を必要と しないマルチキャス ト  モード。 

MULTICAST_NO_ACKNOWLEDGE セッシ ョ ンに送信されたメ ッ
セージでは、 前述の NO_ACKNOWLEDGE モード と同じ特性が共
有される。

このモードは、 マルチキャス ト をサポート し、 セッシ ョ ンの

確認応答で提供されるサービスの質を必要と しないアプ リ

ケーシ ョ ンで使用する。 マルチキャス トの詳細については、
4-87 ページの 「マルチキャス トの使い方」 を参照。

注意 : アプリ ケーシ ョ ンで、 失われたメ ッセージや重複メ ッ

セージを処理できない場合は、 このモードは使用しな

い。 重複メ ッセージは、 メ ッセージを配信する最初の

試行が失敗した場合に送信される。

表 2-5  非ト ランザクション セッションで使用する確認応答モード  (続き )

[確認応答モード ] 説明
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ト ランザクシ ョ ン セッシ ョ ンを作成する と、 確認応答モードは無視されます。
アプ リ ケーシ ョ ンで ト ランザクシ ョ ンがコ ミ ッ ト される と、 その ト ランザクシ ョ

ンの間にアプリ ケーシ ョ ンで受信されたすべてのメ ッセージがメ ッセージング  
システムによって確認応答され、 アプ リ ケーシ ョ ンで送信されたメ ッセージは配

信されるべく受け入れられます。 アプ リ ケーシ ョ ンで ト ランザクシ ョ ンがロール

バッ ク される と、 その ト ランザクシ ョ ンの間にアプリ ケーシ ョ ンで受信された

メ ッセージは確認応答されず、 アプ リ ケーシ ョ ンで送信された メ ッセージは破棄

されます。 

JMS は、 Java Transaction API (JTA) を使用する他の Java サービス  (EJB など ) と
の分散ト ランザクシ ョ ンに参加できます。 ト ランザクシ ョ ンはその ト ランザク

シ ョ ンに関連付けられた メ ッセージへのアクセスが制限されているため、 ト ラン

ザクシ ョ ン セッシ ョ ンではこの機能をサポート しません。 JTA の利用の詳細につ
いては、 5-5 ページの 「JTA ユーザ ト ランザクシ ョ ンの使い方」 を参照して くだ
さい。

Destination

Destination オブジェ ク トはキューまたは ト ピッ クにな り、 特定プロバイダの
アドレス構文をカプセル化します。 プロバイダによって構文はさまざまであるた
め、 JMS 仕様では標準のアドレス構文は定義されていません。 

接続ファ ク ト リの場合と同じ よ うに、 管理者が送り先を定義し、 コンフ ィグレー

シ ョ ンする と、 WebLogic Server の起動時にそれが JNDI スペースに追加されま
す。 また、 アプ リ ケーシ ョ ンでは、 それが作成された  JMS 接続の間だけ存在す
る一時的な送り先を作成するこ と もできます。 

注意 : 管理者は、 サーバのク ラスタ内の単一の分散送り先セッ トのメ ンバーと
して、 複数の物理的な送り先をコンフ ィ グレーシ ョ ンするこ と もできま

す。 詳細については、 2-15 ページの 「送り先の分散」 を参照して くださ

い。

ク ライアン トサイ ドでは、 Queue オブジェ ク ト と  Topic オブジェ ク トは、 サーバ
上のオブジェク トへのハンドルと して機能します。 それらのメ ソ ッ ドでは、 それ

らの名前が返されるだけです。 メ ッセージングを目的と してアクセスするには、

それらにアタ ッチする メ ッセージ プロデューサと メ ッセージ  コンシューマを作
成します。 
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送り先では同時使用がサポート されており、 複数のスレッ ドがオブジェ ク トに同
時にアクセスできます。 JMS の Queue と  Topic は、 javax.jms.Destination を
拡張します。 次の表は、 Destination のサブク ラスを説明しています。

注意 : アプリ ケーシ ョ ンでは、 キュー セッシ ョ ンで QueueBrowser オブジェ ク
ト を作成する こ とによ り キューを参照するこ とができます。 このオブ

ジェク ト では、 キュー ブラウザが作成された時点におけるキュー内の
メ ッセージのスナップシ ョ ッ トが生成されます。 アプ リ ケーシ ョ ンでは

キュー内のメ ッセージを表示できますが、 メ ッセージは 「読み込まれた」

とは判断されず、 したがってキューから削除される こ とはあ り ません。 
キューの参照の詳細については、 4-69 ページの 「メ ッセージ ヘッダ 
フ ィールドおよびメ ッセージ  プロパティ  フ ィールドの参照」 を参照して
ください。

アプ リ ケーシ ョ ンで Destination ク ラスを使用する方法については、 4-1 ページ
の 「WebLogic JMS アプ リ ケーシ ョ ンの開発」 または javax.jms.Destination 
Javadoc を参照して ください。

表 2-6  Destination のサブクラス

サブクラス メ ッセージン

グ モデル 
メ ッセージング モデル

Queue PTP JMS PTP プロバイダのメ ッセージ。

TemporaryQueue PTP JMS PTP プロバイダのメ ッセージ。 メ ッセージが作
成された JMS 接続の間だけ存在する。 一時的な
キューはそれを作成したキュー接続によってのみ消

費される。

Topic Pub/sub JMS Pub/sub プロバイダのメ ッセージ。

TemporaryTopic Pub/sub JMS Pub/sub プロバイダのメ ッセージ。 メ ッセージが
作成された JMS 接続の間だけ存在する。 一時的な ト
ピ ッ クはそれを作成した ト ピ ッ ク接続によってのみ

消費される。
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送り先の分散
送り先の分散

管理者は、 WebLogic Server のク ラスタ内の単一の分散送り先セッ トのメ ンバー
と して、 複数の物理的な送り先をコンフ ィグレーシ ョ ンするこ とができます。 適

切に構成する と、 プロデューサと コンシューマがその分散送り先に対して送受信

できるよ うにな り ます。 WebLogic JMS は、 分散送り先内で利用可能な全送り先
メ ンバーにメ ッセージの負荷を分散します。 

� ご使用のアプリ ケーシ ョ ンにおける送り先の分散の詳細については、 4-94 
ページの 「分散送り先の使用」 を参照して ください。

� Administration Console を使用して分散送り先をコンフ ィグレーシ ョ ンする手
順については、 『管理者ガイ ド』 の 「分散送り先のコンフ ィグレーシ ョ ン」

を参照して ください。

MessageProducer と  MessageConsumer

MessageProducer オブジェク ト では、 メ ッセージがキューまたは ト ピッ クに送
信されます。 MessageConsumer オブジェ ク トでは、 メ ッセージがキューまたは
ト ピッ クから受信されます。 メ ッセージ プロデューサと メ ッセージ  コンシュー
マは、 互いに独立して機能します。 メ ッセージ  コンシューマが作成されてメ ッ
セージを待っているかど うかに関係な く、 メ ッセージ  プロデューサではメ ッ
セージが生成および送信されます ( この逆も同じ )。

Session では、 キューおよびト ピッ クにアタ ッチされる  MessageProducer と  
MessageConsumer が作成されます。 
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メ ッセージ センダ オブジェ ク ト と メ ッセージ レシーバ オブジェ ク トは、
MessageProducer ク ラスおよび MessageConsumer ク ラスのサブク ラス と して作
成されます。 次の表は、 MessageProducer と  MessageConsumer のサブク ラスを
説明しています。 

2-3 ページの 「ポイン ト  ツー ポイン ト  (PTP) メ ッセージング」 の図で示されてい
るよ うに、 PTP モデルでは複数のセッシ ョ ンが同じキューから メ ッセージを受信
できます。 ただし、 メ ッセージは、 1 つのキュー レシーバにしか配信できませ
ん。 複数のキュー レシーバがある場合、 次にメ ッセージを受信するキュー レ
シーバは先着順で決ま り ます。

2-4 ページの 「パブ リ ッシュ /サブスク ラ イブ (Pub/sub) メ ッセージング」 の図で
示されているよ うに、 Pub/sub モデルではメ ッセージを複数の ト ピッ ク  サブスク
ライバに配信できます。 ト ピ ッ ク  サブスク ライバは、 4-57 ページの 「恒久サブ
スク リプシ ョ ンの設定」 で説明されているよ うに恒久にも非恒久にもな り ます。

アプ リ ケーシ ョ ンでは、 1 つのト ピッ クのパブリ ッシュ とサブスク ライブに同じ  
JMS 接続を使用できます。 ト ピ ッ ク  メ ッセージはすべてのサブスク ラ イバに配
信されるので、 アプ リ ケーシ ョ ンは自身がパブリ ッシュした メ ッセージを受信す

る可能性があ り ます。 メ ッセージがパブリ ッシュ元のク ライアン ト で受信される

表 2-7  MessageProducer と  MessageConsumer のサブクラス

サブクラス メ ッセージング 
モデル

機能

QueueSender PTP JMS PTP プロバイダのメ ッセージを送信する。

QueueReceiver PTP JMS PTP プロバイダのメ ッセージを受信し、 メ ッ
セージの作成された JMS 接続が閉じるまで存続す
る。

TopicPublisher Pub/sub JMS Pub/sub プロバイダのメ ッセージを送信する。

TopicSubscriber Pub/sub JMS Pub/sub プロバイダのメ ッセージを受信し、
メ ッセージの作成された JMS 接続が閉じるまで存
続する。 メ ッセージの送り先は、 適切な  JNDI イン
タフェースを使用して明示的にバイン ド しなければ

ならない。
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のを防ぐために、 JMS アプリ ケーシ ョ ンでは ト ピッ ク  サブスク ライバに対して  
noLocal 属性を設定できます。 詳細については、 4-12 ページの 「手順 5 :セッ
シ ョ ンと送り先を使用してメ ッセージ  プロデューサと メ ッセージ  コンシューマ
を作成する」 を参照して ください。 

アプ リ ケーシ ョ ンで MessageProducer ク ラス と  MessageConsumer ク ラスを使
用する方法については、 4-4 ページの 「JMS アプリ ケーシ ョ ンの設定」、 または 
javax.jms.MessageProducer Javadoc および javax.jms.MessageConsumer 
Javadoc を参照して ください。

Message

Message オブジェ ク ト では、 アプ リ ケーシ ョ ン間で交換される情報がカプセル
化されます。 この情報は、 標準ヘッダ  フ ィールド、 アプ リ ケーシ ョ ン固有のプロ
パテ ィ、 およびメ ッセージ本文とい う  3 つの要素で構成されます。 以降の節で
は、 これらの構成要素について説明します。

メ ッセージ ヘッダ フ ィールド

すべての JMS メ ッセージには、 デフォル ト で挿入され、 メ ッセージ  コンシュー
マで利用できる標準のヘッダ フ ィールドがあ り ます。 一部のフ ィールドは、
メ ッセージ プロデューサで設定できます。 

メ ッセージ ヘッダ フ ィールドの設定については、 4-62 ページの 「メ ッセージ 
ヘッダ フ ィールドおよびメ ッセージ プロパティ  フ ィールドの設定と参照」 また
は javax.jms.Message Javadoc を参照して ください。
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2 WebLogic JMS の基礎
次の表は、 メ ッセージ  ヘッダのフ ィールドを説明し、 各フ ィールドで値がどの
よ うに定義されるのかを示しています。

表 2-8  メ ッセージ ヘッダ フ ィールド

フ ィールド 説明 どこで定義さ

れるか

JMSCorrelationID WebLogic JMSMessageID ( この表内で後述 )、 アプ リケー
シ ョ ン固有の文字列、 または byte[] 配列のいずれかを指
定する。 JMSCorrelationID はメ ッセージを相互に関連
させるために使用する。

このフ ィールドには 2 つの一般的な用途がある。

最初の用途は、 次のよ う な要求と応答の方式を設定して

メ ッセージを リ ンクする こ と。

1. メ ッセージを送信する と きに、 アプ リケーシ ョ ンでは
そのメ ッセージに割り当てられた JMSMessageID 値を
格納する。 

2. そのメ ッセージを受信したアプ リケーシ ョ ンでは、 送
信側アプ リケーシ ョ ンに送り返す応答メ ッセージの 
JMSCorrelationID フ ィールドに JMSMessageID を
コピーする。

2 番目の用途は、 選択した文字列を  JMSCorrelationID 
フ ィールドに格納し、 一連のメ ッセージをアプ リ ケーシ ョ

ン指定の値で リンクでき るよ うにする こ と。

すべての JMSMessageID は ID: とい うプレフ ィ ッ クスで
始まる。 他のアプ リケーシ ョ ン固有の文字列で 
JMSCorrelationID を使用する場合は、 文字列の先頭に
プレフ ィ クス  ID: が付いてはならない。

アプ リケー

シ ョ ン
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JMSDeliveryMode PERSISTENT または NON_PERSISTENT を指定する。

永続メ ッセージが送信された場合、そのメ ッセージは JMS 
ファ イルまたは JDBC データベースに格納される。
send() 処理は、 メ ッセージの配信を保証できるまで成功
とは判断されない。 永続メ ッセージは少な く と も  1 回は確
実に配信される。

非永続メ ッセージは JMS データベースに格納されない。
このモードでは、 処理のオーバーヘッ ドが最小限に抑えら

れる。 メ ッセージは最低 1 回は配信が保証されるが、 シス
テム障害が発生する と失われる場合がある。 接続を閉じる

か回復する と、 確認応答されていないすべての非永続メ ッ

セージが再配信される。 非永続メ ッセージは確認応答され

る と再配信されない。 

メ ッセージが送信される と きには、 この値は無視される。

メ ッセージが受信される と きには、 送信側のメ ソ ッ ドで指

定された配信モードが格納されている。

send() メ ソ ッ

ド

JMSDeliveryTime メ ッセージをコンシューマに配信できる最も早い絶対時間

を定義する。 このフ ィールドは、 送り先でのメ ッセージの

ソート 、 またはメ ッセージの選択に使用できる。 データ型
変換の目的で、 JMSDeliveryTime は 長整数と して保存さ
れる。

send() メ ソ ッ

ド

JMSDestination メ ッセージが配信される送り先 ( キューまたは ト ピッ ク ) 
を指定する。 このフ ィールドの値は、 メ ッセージの送信時

にアプ リケーシ ョ ンのメ ッセージ  プロデューサで設定さ
れる。 

メ ッセージが送信される と きには、 この値は無視される。

メ ッセージが受信される と き、 その送り先の値は送信時に

割り当てられた値と同じでなければならない。

send() メ ソ ッ

ド

表 2-8  メ ッセージ ヘッダ フ ィールド  (続き )

フ ィールド 説明 どこで定義さ

れるか
WebLogic JMS プログラマーズ ガイ ド 2-19
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JMSExpiration メ ッセージの有効期限 (存続時間値 ) を指定する。

JMSExpiration の値は、 アプ リ ケーシ ョ ンの存続時間と
その時点の GMT の合計と して算出される。 アプ リ ケー
シ ョ ンで存続時間が 0 と して指定される と、
JMSExpiration は 0 に設定され、 メ ッセージは無期限に
なる。 

期限の切れたメ ッセージは、 誤って配信されないよ うにシ

ステムから削除される。

send() メ ソ ッ

ド

JMSMessageID JMS プロバイダによって送信される各メ ッセージをユニー
クに識別する文字列値を格納する。

すべての JMSMessageID は ID: とい うプレフ ィ ッ クスで
始まる。

メ ッセージが送信される と きには、 この値は無視される。

メ ッセージが受信される と きには、 プロバイダの割り当て

た値が格納されている。

send() メ ソ ッ

ド

JMSPriority 優先順位のレベルを指定する。 このフ ィールドはメ ッセー

ジが送信される前に設定される。

JMS では、 0 ～ 9 の 10 段階で優先順位が定義されている  
(0 が最低の優先順位 )。 レベル 0 ～ 4 は通常の範囲に属し、
レベル 5 ～ 9 は至急の範囲に属する。 

メ ッセージが受信される と きには、 メ ッセージを送信する

メ ソ ッ ドで指定された値が格納されている。

送り先キーをコンフ ィグレーシ ョ ンすれば、 優先順位を基

準に送り先をソートする こ とができる。 詳細については、

『管理者ガイ ド』 の 「JMS の管理」 を参照。

send() メ ソ ッ

ド

表 2-8  メ ッセージ ヘッダ フ ィールド  (続き )

フ ィールド 説明 どこで定義さ

れるか
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JMSRedelivered 確認応答がないためメ ッセージが再配信される と きに設定

されるフラグを指定する。 このフラグは受信側アプ リケー

シ ョ ンのみに関係がある。 

フラグが設定されている場合は、 以下のいずれかの理由の

ために、 同じ メ ッセージが以前に配信されている可能性が

ある。

� アプ リケーシ ョ ンでは既にメ ッセージが受信されてい

るが、 確認応答が行われていない。

� セッシ ョ ンの recover() メ ソ ッ ドが呼び出されて、
最後に確認応答されたメ ッセージの後からセッシ ョ ン

が再開された。 recover() メ ソ ッ ドの詳細について
は、 4-35 ページの 「受信メ ッセージの回復」 を参照。

WebLogic JMS

JMSReplyTo 応答メ ッセージが送信されるキューまたは ト ピッ クを指定

する。 このフ ィールドはメ ッセージの送信前に送信側アプ

リケーシ ョ ンで設定される。 

この機能は JMSCorrelationID ヘッダ フ ィールド と共に
使用して要求と応答のメ ッセージを連係させる こ とができ

る。 

JMSReplyTo フ ィールドをただ設定するだけでは応答は保
証されない。 受信側アプ リケーシ ョ ンに応答させるには、

そのよ うに選択する必要がある。

JMSReplyTo は NULL に設定するこ と もでき る。 それは、
受信側アプ リケーシ ョ ンにとって通知イベン トなどの意味

を持つ場合がある。 

アプ リ ケー

シ ョ ン

JMSTimestamp メ ッセージが送信されたと きの時刻を格納する。 タ イムス

タンプは、 アプ リケーシ ョ ンでメ ッセージが送信されたと

きではな く、 WebLogic JMS で配信用にメ ッセージが受け
付けられたと きにメ ッセージに書き込まれる。 

メ ッセージが受信される と きには、 タ イムスタンプが格納

されている。

このフ ィールドには、 Java の ミ リ時間の値が格納される。

WebLogic JMS

表 2-8  メ ッセージ ヘッダ フ ィールド  (続き )

フ ィールド 説明 どこで定義さ

れるか
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メ ッセージ プロパティ  フ ィールド

メ ッセージのプロパテ ィ  フ ィールドには、 送信側アプリ ケーシ ョ ンによって追

加されたヘッダ フ ィールドが格納されます。 プロパティは、 標準的な Java の名
前と値の組み合わせです。 プロパティ名は、 javax.jms.Message Javadoc で定義
されている メ ッセージ  セレク タの構文仕様に準拠していなければな り ません。 有
効な値は、 boolean、 byte、 double、 float、 int、 long、 および String です。

メ ッセージ プロパテ ィ  フ ィールドは、 アプ リ ケーシ ョ ン固有の目的に使用でき

ますが、 それらは基本的にはメ ッセージ  セレク タで使用するために用意されて

います。 メ ッセージ  セレ ク タの詳細については、 4-71 ページの 「メ ッセージの

フ ィルタ処理」 を参照して ください。

メ ッセージ プロパテ ィ  フ ィールドの設定については、 4-62 ページの 「メ ッセー

ジ ヘッダ フ ィールドおよびメ ッセージ  プロパティ  フ ィールドの設定と参照」 ま

たは javax.jms.Message Javadoc を参照して ください。

JMSType 送信側アプ リ ケーシ ョ ンで設定されたメ ッセージ タ イプ
識別子 (String) を示す。

JMS 仕様では、 多様な JMS プロバイダに適応するため、
このフ ィールドに若干の柔軟性を持たせている。 一部の

メ ッセージング システムでは、 アプリ ケーシ ョ ン固有の
メ ッセージ タイプを使用できる。 そのよ う なシステムの
場合、 JMSType フ ィールドは、 格納されている型定義に
アクセスするためのメ ッセージ タ イプ ID を保持するため
に使用できる。

WebLogic JMS では、 このフ ィールドの使用に制限を設け
ていない。 

アプ リケー

シ ョ ン

表 2-8  メ ッセージ ヘッダ フ ィールド  (続き )

フ ィールド 説明 どこで定義さ

れるか
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Message
メ ッセージ本文

メ ッセージ本文は、 プロデューサからコンシューマに配信される内容です。 

次の表は、 JMS で定義されている メ ッセージ  タイプを説明しています。 すべて
のメ ッセージ タイプは、 メ ッセージ ヘッダと メ ッセージ プロパティ  ( メ ッセー
ジ本文はなし ) で構成される  javax.jms.Message を拡張します。

詳細については、 javax.jms.Message Javadoc を参照して ください。 特定のメ ッ

セージ タイプのアクセス メ ソ ッ ドや変換表については、 そのメ ッセージ タイプ
の Javadoc を参照して ください。

表 2-9  JMS メ ッセージ タイプ

タイプ 説明

javax.jms.BytesMessage 未解釈バイ トのス ト リーム。 センダとレシーバによって理解され

なければならない。 このメ ッセージ  タ イプのアクセス  メ ソ ッ ドは、
java.io.DataInputStream および 
java.io.DataOutputStream に基づく ス ト リーム対応の リーダ
と ラ イタ。 

javax.jms.MapMessage 名前が文字列であ り、 値が Java プ リ ミ テ ィブ型である、 複数の名
前と値の組み合わせ。 名前と値の組み合わせは、 名前を指定する

こ とによって順次的にも ランダムにも読み込むこ とができる。

javax.jms.ObjectMessage 1 つのシ リアラ イズ可能な  Java オブジェク ト。 

javax.jms.StreamMessage Java プリ ミ テ ィブ型だけがス ト リームで読み書きされる こ と以外
は、 BytesMessage と同じ。 

javax.jms.TextMessage 1 つの String。 TextMessage では XML コンテンツも格納できる。 

weblogic.jms.extensions.XMLM
essage

XML コンテンツ。 XMLMessage タ イプを使用する と、
TextMessage で送信される  XML コンテンツでは処理しにくいメ ッ
セージのフ ィルタ処理を容易に行う こ とができる。
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ServerSessionPoolFactory

サーバ セッシ ョ ン プールは、 メ ッセージの並行処理を実現する  WebLogic 固有
の JMS 機能です。 サーバ セッシ ョ ン プール ファ ク ト リは、 サーバサイ ドの 
ServerSessionPool を作成するために使用します。 

WebLogic JMS では、 デフォル ト で次のよ う な ServerSessionPoolFactory オ
ブジェ ク トが定義されています。

weblogic.jms.ServerSessionPoolFactory:<name>。 こ こで <name> には、
セッシ ョ ン  プールの作成先になる  JMS サーバの名前を指定します。 WebLogic 
Server ではデフォル トのサーバ セッシ ョ ン プール ファ ク ト リが起動時に JNDI 
スペースに追加され、 アプ リ ケーシ ョ ンでは WebLogic JNDI を使用してサーバ 
セッシ ョ ン  プール ファ ク ト リが取り出されます。

アプ リ ケーシ ョ ンでサーバ セッシ ョ ン プール ファ ク ト リ を使用する方法につい
ては、 4-76 ページの 「サーバ セッシ ョ ン プールの定義」 または 
weblogic.jms.ServerSessionPoolFactory Javadoc を参照して ください。

ServerSessionPool

ServerSessionPool アプ リ ケーシ ョ ン サーバ オブジェク ト では、 メ ッセージを
並行処理するために接続コンシューマで取り出すこ とができるサーバ セッシ ョ

ンのプールが提供されます。

ServerSessionPool は、 JNDI ルッ クアップで取得される  
ServerSessionPoolFactory オブジェ ク トによって作成されます。 

アプリ ケーシ ョ ンでサーバ セッシ ョ ン プールを使用する方法については、 4-76 
ページの 「サーバ セッシ ョ ン  プールの定義」 または 
javax.jms.ServerSessionPool Javadoc を参照して ください。
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ServerSession
ServerSession

ServerSession アプリ ケーシ ョ ン サーバ オブジェク ト では、 メ ッセージを作

成、 送信、 および受信するためのコンテキス トが提供され、 スレ ッ ド と  JMS 
セッシ ョ ンを関連付けるこ とができます。

ServerSession は、 ServerSessionPool オブジェ ク トによって作成されます。

アプ リ ケーシ ョ ンでサーバ セッシ ョ ンを使用する方法については、 4-76 ページ
の 「サーバ セッシ ョ ン プールの定義」 または javax.jms.ServerSession 
Javadoc を参照して ください。

ConnectionConsumer

ConnectionConsumer オブジェ ク ト では、 サーバ セッシ ョ ンを使用して受信

メ ッセージを処理します。 メ ッセージ ト ラフ ィ ッ クが大きい場合は、 スレ ッ ド  
コンテキス トの切り替えを最小限に抑えるために、 接続コンシューマでは複数の

メ ッセージで各サーバ セッシ ョ ンをロードするこ とができます。

ConnectionConsumer は、 Connection オブジェ ク トによって作成されます。

アプ リ ケーシ ョ ンで接続コンシューマを使用する方法については、 4-76 ページ
の 「サーバ セッシ ョ ン プールの定義」 または javax.jms.ConnectionConsumer 
Javadoc を参照して ください。

注意 : 接続コンシューマ リ スナは、 サーバと同じ  JVM で動作します。
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3 WebLogic JMS の管理

Administration Console は、 JMS を含む WebLogic Server の機能を有効化、 コン

フ ィグレーシ ョ ン、 およびモニタするためのインタフェースを備えています。

Administration Console を起動する手順については、 『管理者ガイ ド』 の

「Administration Console の起動と使い方」 を参照して ください。

以下の節では、 WebLogic JMS のコンフ ィグレーシ ョ ンおよびモニタについて概

説します。

� WebLogic JMS のコンフ ィグレーシ ョ ン

� WebLogic JMS のク ラスタ化のコンフ ィ グレーシ ョ ン

� JMS 移行可能対象のコンフ ィグレーシ ョ ン

� WebLogic JMS のチューニング

� WebLogic JMS のモニタ

� WebLogic Server の障害からの回復

WebLogic JMS のコンフ ィグレーション

Administration Console を使用して、 以下のコンフ ィグレーシ ョ ン属性を定義し

ます。

� JMS を有効にします。

� JMS サーバを作成します。

� JMS サーバの値、接続ファ ク ト リ 、送り先 ( キューと ト ピ ッ ク )、分散送り先 
( ク ラスタ内の物理的キューと ト ピ ッ ク  メ ンバーのセッ ト )、 送り先テンプ

レー ト 、 ( 送り先キーを使用した ) 送り先のソート順指定、 永続ス ト レージ、
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3 WebLogic JMS の管理
ページング ス ト ア、 セッシ ョ ン プール、 および接続コンシューマを作成ま

たはカスタマイズします。

� カスタム JMS アプリ ケーシ ョ ンを設定します。

� しきい値と割当を定義します。

� 必要な JMS 機能を有効にします。

� サーバのク ラスタ化

� メ ッセージの同時処理

� 永続的なメ ッセージング

� メ ッセージ ページング

� フロー制御

WebLogic JMS では、 一部のコンフ ィグレーシ ョ ン属性に対して、 デフォル ト値

が用意されていますが、 それ以外のすべての属性に対しては値を指定する必要が

あ り ます。 コンフ ィグレーシ ョ ン属性に対して無効な値を指定した場合や、 デ

フォル ト値が存在しない属性に対して値を指定しなかった場合は、 再起動時に 
JMS が起動されません。 製品には、 JMS のサンプル コンフ ィグレーシ ョ ンが用

意されています。

以前の リ リースから移行する場合、 コンフ ィグレーシ ョ ン情報は自動的に変換さ

れます (6-9 ページの 「既存のアプ リ ケーシ ョ ンの移植」 を参照 )。

注意 : 付録 A 「コンフ ィ グレーシ ョ ン  チェ ッ ク リ ス ト 」 にあるチェ ッ ク リ ス ト

では、 各種 JMS 機能をサポートするための必須属性やオプシ ョ ン属性を

確認できます。
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WebLogic JMS のクラスタ化のコンフ ィグレーシ ョ ン
WebLogic JMS のクラスタ化のコンフ ィグ
レーショ ン

WebLogic Server のク ラスタはよ り強力で、 よ り信頼性のあるアプリ ケーシ ョ ン  
プラ ッ ト フォームを提供するためのサーバ群です。 ク ラスタはそのク ライアン ト

にと って単一のサーバに見えますが、 実際には、 一体で機能するサーバ群です。

ク ラスタは、 単一のサーバを超える下記の 3 つの重要な機能を提供します。

� スケーラビ リ テ ィ  - サーバをク ラスタに動的に追加して能力を増大させるこ

とができます。

� 高可用性 - 複数サーバの冗長性によってアプリ ケーシ ョ ンが障害から保護さ

れます。 ク ラスタ内の複数の物理的送り先 ( キュー ト と ト ピッ ク ) を単一の
分散送り先セッ トのメ ンバーとする冗長性によって、 1 メ ンバーが使用でき
なく なった場合でも他の使用可能なメンバーにメ ッセージの負荷が確実に再

分配されます。

� 移行性 - 移行リ クエス トに適切に応答し、 JMS サーバを正しい順序でオンラ
インまたはオフラインにするこ とができます。 これには、 スケジュールされ

た移行と  WebLogic Server の障害への応答と しての移行の両方が含まれま
す。

注意 : JMS ク ラ イアン トは、 WebLogic Server が異なる ド メ インに存在する場
合でも、 ユニークな  WebLogic Server 名に依存してク ラスタにアクセス

します。 そのため、 JMS ク ラ イアン トがアクセスするすべての 
WebLogic Server にはユニークなサーバ名を付ける必要があ り ます。

WebLogic ク ラスタおよびその機能と利点の詳細については、 『WebLogic Server 
ク ラスタ  ユーザーズ ガイ ド』 の 「ク ラスタのコンフ ィグレーシ ョ ン とアプ リ

ケーシ ョ ンのデプロイ メ ン ト 」 を参照して ください。

JMS クラスタ化の仕組み

ク ラスタ内のあらゆるサーバから  JMS 送り先へのク ラスタワイ ドで透過的なア

クセスを確立するには、 ク ラスタ内の各サーバ インスタンスにデフォル トの接

続ファ ク ト リ を使用するか、 1 つまたは複数の接続ファ ク ト リ をコンフ ィグレー
WebLogic JMS プログラマーズ ガイ ド 3-3

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/cluster/config.html
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/cluster/config.html


3 WebLogic JMS の管理
シ ョ ンしてク ラスタ内の 1 つまたは複数のサーバ インスタンスに割り当てます。 
これによ り、 各接続ファ ク ト リ を複数の WebLogic Server にデプロイするこ とが

可能とな り ます。 ただし、 複数の WebLogic Server に正常にデプロイするには、
ユーザ定義の各接続ファ ク ト リの名前がユニークでなければな り ません。

管理者は、 ク ラスタ内のさまざまな ノード上の複数の JMS サーバにユニークな

名前が付けられているかぎ り 、 それらの JMS サーバをコンフ ィ グレーシ ョ ンし

て JMS 送り先を割り当てるこ とができます。 

アプリ ケーシ ョ ンでは、 Java Naming and Directory Interface (JNDI) を使用して接

続ファ ク ト リ をルッ クアップし、 JMS サーバとの通信を確立するための接続を

作成します。 各 JMS サーバでは、 複数の送り先に対する リ クエス ト が処理され

ます。 JMS サーバで処理されない送り先へのリ クエス トは、 適切な WebLogic 
Server に転送されます。

JMS クラスタ化のネーミング要件

JMS ク ラ イアン トは、 WebLogic Server が異なる ド メ インに存在する場合でも、

ユニークな WebLogic Server 名に依存してク ラスタにアクセスします。 そのため、
JMS ク ラ イアン ト がアクセスするすべての WebLogic Server にはユニークなサー

バ名を付ける必要があ り ます。

以下のユニークなネー ミング要件は、 単一の WebLogic ド メ イン環境またはマル
チド メ イン環境における ク ラスタ環境で機能するよ うに WebLogic JMS をコン
フ ィ グレーシ ョ ンする場合に適用されます。

� ド メ イン内のノードの対象になるすべての JMS 接続ファ ク ト リにはユニー
クな名前を付ける必要がある。

� すべてのド メ イン内のノードの対象になるすべての JMS サーバにはユニー
クな名前を付ける必要がある。 

� 永続的なメ ッセージングが必要な場合は、 すべてのド メ イン内のすべての 
JMS ス ト アにユニークな名前を付ける必要がある。

単一のド メ イン環境およびマルチド メ イン環境における  JMS リ ソースの命名規
則の詳細については、 『管理者ガイ ド』 の 「ド メ インの相互運用性を実現するた

めの JMS リ ソースの命名規則」 を参照して ください。
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クラスタ内での JMS 分散送り先

管理者は、 単一の分散送り先の一部と してク ラスタ内に複数の JMS 送り先をコ

ンフ ィグレーシ ョ ンするこ と もできます。 分散送り先は、 単一の JNDI 名でアク
セスされ、 JMS ク ラ イアン ト からは単一の論理的な送り先に見える一連の

キューまたは ト ピッ クのセッ ト です。 分散送り先のメ ンバーは、 実際にはク ラス

タ内の複数のサーバに分散されており、 各送り先メ ンバーは個々の JMS サーバ
に属しています。 ク ラスタ内のサーバ 1 台に障害が発生した場合は、 分散送り先

の他の使用可能なメ ンバー全体にメ ッセージ負荷が分散されます。 分散送り先の

コンフ ィグレーシ ョ ンの詳細については、 『管理者ガイ ド』 の 「分散送り先のコ

ンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。

クラスタ内での移行可能なサービスとしての JMS

WebLogic JMS は、 ク ラスタ環境用の WebLogic Server コアに実装されている移
行フレームワークを利用します。 これによ り、 WebLogic JMS は、 移行リ クエス

トに適切に応答し、 JMS サーバを正しい順序でオンラ インまたはオフラインに
する こ とができます。 これには、 スケジューリ ングされた移行だけでな く、

WebLogic Server の障害への対応と しての移行も含まれます。 詳細については、
3-7 ページの 「JMS 移行可能対象のコンフ ィ グレーシ ョ ン」 を参照して くださ

い。

JMS クラスタ化のコンフ ィグレーションのガイド
ライン

ク ラスタ環境で WebLogic JMS を使用するには、 次のガイ ド ラ インに従います。

1. 『WebLogic Server ク ラスタ  ユーザーズ ガイ ド』 の 「WebLogic ク ラスタの設
定」 にある説明に従って、 ク ラスタ環境をコンフ ィ グレーシ ョ ンします。

2. Administration Console を使用して JMS 接続ファ ク ト リの対象サーバを識別
します。 接続ファ ク ト リでは、 単一サーバの対象と ク ラスタの対象を識別で

きます。 ク ラスタの対象とは、 ク ラスタ化をサポートするために接続ファ ク

ト リに関連付けられたサーバ インスタンスです。 
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これらの接続ファ ク ト リのコンフ ィグレーシ ョ ン属性の詳細については、

『管理者ガイ ド』 の 「接続ファ ク ト リのコンフ ィ グレーシ ョ ン」 を参照して

ください。

3. 必要に応じて、 Administration Console を使用して JMS サーバの移行可能な
対象サーバを識別します。 JMS サーバでは、 単一サーバの対象と移行可能な

対象を識別できます。 移行可能な対象とは、 ク ラスタ内にあるサーバ インス
タンスのセッ ト で、 1 台のサーバに障害が発生した場合に、 JMS のよ う な 
「1 回限りの」 サービスをホス ト できます。

JMS サーバの移行可能な対象の詳細については、 3-7 ページの 「JMS 移行可
能対象のコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。 JMS サーバのコン
フ ィ グレーシ ョ ン属性の詳細については、 『管理者ガイ ド』 の 「JMS サーバ
のコンフ ィ グレーシ ョ ン」 を参照して ください。

注意 : 同じ送り先を複数の JMS サーバにデプロイするこ とはできません。

また、 1 つの JMS サーバを複数の WebLogic Server にデプロイする こ
と もできません。 

4. 必要に応じて、 単一の分散送り先セッ ト の一部と してク ラスタ内に物理的な 
JMS 送り先をコンフ ィ グレーシ ョ ンするこ とができます。 3-5 ページの 「ク

ラスタ内での JMS 分散送り先」 を参照して ください。

フェイルオーバの場合

WebLogic 7.0 のク ラスタ環境の一部である  WebLogic JMS の実装では、 JMS は、
単一の WebLogic Server に障害が発生した場合、 単一の分散送り先セッ トの一部

と して複数の物理的送り先 ( キューと ト ピ ッ ク ) をコンフ ィグレーシ ョ ンする こ

とで、 サービスを継続します。 さ らに、 移行可能サービスの機能を実装する と、

JMS のよ う な固定された 「1 回限りの」 サービスによって、 ク ラスタ内にある

依存するアプ リ ケーシ ョ ンに対してシングル ポイン ト障害が発生しな くな り ま

す。

ただし、 自動フェイルオーバは現在 WebLogic JMS でサポート されていません。

手動フェイルオーバの実行の詳細については、 3-12 ページの 「WebLogic Server 
の障害からの回復」 を参照して ください。
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JMS 移行可能対象のコンフ ィグレーシ ョ ン
JMS 移行可能対象のコンフ ィグレーシ ョン

WebLogic JMS は 「1 回限りの」 サービスなので、 ク ラスタ内のすべての 
WebLogic Server のインスタンスに対してアクテ ィブとい うわけではあ り ません。

代わりに、 データの一貫性を保持するためにク ラスタ内の単一サーバに 「固定」

されます。 固定されたサービスによ り、 ク ラスタ内にある依存するアプリ ケー

シ ョ ンに対してシングル ポイン ト障害が発生しないよ うに、 移行できる対象リ

ス ト内のあらゆるサーバをコンフ ィグレーシ ョ ンして、 1 回だけサービスを移行
するよ うにできます。 

WebLogic JMS では、 Administration Console の説明にある とおり、 移行フレーム

ワークを活用して、 管理者が JMS サーバに対する移行できる対象を指定できま

す。 いったん適切にコンフ ィ グレーシ ョ ンする と、 JMS サーバとその送り先す

べてを別の WebLogic Server へ移行するこ とができます。 

これによ り、 WebLogic JMS は、 移行リ クエス トに適切に応答し、 JMS サーバを
正しい順序でオンラインまたはオフラインにする こ とができます。 移行には、 ス

ケジューリ ング済み移行のほかに、 ク ラスタ内の WebLogic Server の障害に応答
して発生する移行が含まれます。 

移行できる対象の定義の詳細については、 『WebLogic Server ク ラスタ  ユーザー
ズ ガイ ド』 の 「固定サービスの移行」 を参照して ください。
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JMS 移行の仕組み

WebLogic のク ラスタ環境の一部と して実装する場合、 WebLogic JMS ではサー
バ移行フレームワークが実装され、 これによって JMS サーバがアクティブ化リ

クエス トおよび非アクテ ィブ化リ クエス トに応答できるよ うにな り ます。

JMS サーバ移行のコンフ ィグレーション手順

ク ラスタ環境で JMS サーバを移行可能なサービス とするには、 以下の作業が必

要です。

表 3-1  WebLogic JMS の移行手順

移行状況 起こること

初期化 JMS サーバの初期化には、 あらゆる コンフ ィグレーシ ョ ン

情報またはデプロイ メ ン ト情報の処理、 および適切なオブ

ジェ ク トの作成などの作業が含まれる。 この時点では、 送

り先および JMS リ ソースは利用できない。 さ らに、 永続ス

ト レージの完全性を低下させる可能性があるので、 永続ス

ト レージはオープンされていない。 JMS サーバでは、 初期

化とアクテ ィベーシ ョ ンの間で発生するコンフ ィグレー

シ ョ ンの変更を処理する準備ができている。

アクテ ィベーシ ョ

ン

JMS サーバがアクテ ィブになる と、 永続ス ト レージがオー

プンし、 必要なあらゆる回復が実行され、 ス ト レージの内

容と現在のコンフ ィグレーシ ョ ン との整合性がと られ、 ア

プ リケーシ ョ ンから送り先にアクセスできる よ うになる。

さ らに、 アクテ ィベーシ ョ ンが完了する と、 コンフ ィグ

レーシ ョ ンされたあらゆるサーバ セッシ ョ ン プールの処理

が開始される。

非アクテ ィベー

シ ョ ン

JMS サーバが非アクテ ィブ化される と、 サーバ セッシ ョ ン  
プールの処理がすべて停止され、 すべての送り先が利用不

可とな り、 永続ス ト レージがフラ ッシュおよびク ローズさ

れ、 送り先がパージされ、 JMS サーバのすべてのオブジェ

ク トが削除される。
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JMS 移行可能対象のコンフ ィグレーシ ョ ン
1. 必要に応じて、 『WebLogic Server ク ラスタ  ユーザーズ ガイ ド』 の 「固定サー

ビスの移行」 を読み、 固定サービスのサーバの移行の仕組みを理解します。

2. 永続的な メ ッセージングを使用する  JMS 実装では、 移行可能な対象内にある
すべての候補サーバがス ト アへのアクセスを共有するよ うに、 JMS ス ト アを

コンフ ィグレーシ ョ ンするよ うにして ください。 JMS ス ト アの移行の詳細に

ついては、 3-9 ページの 「永続ス ト レージの移行」 を参照して ください。

3. 『WebLogic Server ク ラスタ  ユーザーズ ガイ ド』 の 「固定サービスの移行可

能対象をコンフ ィ グレーシ ョ ンする」 にある説明に従って、 JMS サーバのホ
ス ト となる こ とができる、 ク ラスタの移行可能な対象サーバをコンフ ィ グ

レーシ ョ ンします。

注意 : 移行された JMS サーバをホス トする移行可能な対象サーバ インスタ
ンス用にユニークな リ スン アドレス値を設定する必要があ り ます。

そ う しないと、 移行は失敗します。

4. 『WebLogic Server ク ラスタ  ユーザーズ ガイ ド』 の 「移行可能対象のサーバ 
インスタンスに JMS をデプロイする」 にある説明に従って、 JMS サーバを
デプロイする移行可能な対象サーバ インスタンスを識別します。

注意 : 移行可能な対象サーバが起動する と、 ク ラスタ内のユーザが選んだ

サーバ上で、 JMS サーバも自動的に起動します。 

5. サーバ メ ンテナンスを実行する前やホス ト  サーバに障害が発生した場合に、
問題のないサーバに JMS サーバとそのすべての送り先を手動で移行できま

す。 詳細については、 『WebLogic Server ク ラスタ  ユーザーズ ガイ ド』 の 「対

象サーバ インスタンスに固定サービスを移行する」 を参照して ください。

注意 : 対象のサーバ インスタンスがすでに JMS サーバとその分散送り先メ

ンバーをホス ト している と きでも、 JMS サーバの分散送り先メ ン

バーは、 ク ラスタ内の別のサーバ インスタンスへ移行できます。 分散
送り先のフェイルオーバの詳細については、 4-110 ページの 「分散送

り先のフェイルオーバ」 を参照して ください。

永続ストレージの移行

Weblogic JMS 永続ス ト レージは、 JMS サーバと と もに移行できません。 した

がって、 JMS サーバを移行した後にほかの物理マシンから永続ス ト レージへの

アクセスを必要とするアプ リ ケーシ ョ ンでは、 次のよ うに代替のソ リ ューシ ョ ン

を実装する必要があ り ます。
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3 WebLogic JMS の管理
� デュアル ポート  SCSI ディ スクまたはス ト レージ エ リ ア ネッ ト ワーク  
(SAN) などのハード ウェア ソ リ ューシ ョ ンを実装して、 他のマシンから  
JMS 永続ス ト レージが利用できるよ うにする。 

� JDBC を使用して JMS JDBC ス ト アにアクセスする。 JMS JDBC ス ト アは別

のサーバ上にある可能性もあ り ます。 その後、 アプ リ ケーシ ョ ンでは、 デー

タベース  ベンダによって提供されるあらゆる高可用性ソ リ ューシ ョ ンまたは

フェイルオーバ ソ リ ューシ ョ ンを利用する こ とができます。

JMS JDBC ス ト アのコンフ ィ グレーシ ョ ンの詳細については、 『管理者ガイ

ド』 の 「ス ト アのコンフ ィ グレーシ ョ ン」 を参照して ください。

移行のフェイルオーバ

WebLogic Server の障害の回復手順については、 『管理者ガイ ド』 の 「JMS の管
理」 を参照して ください。

WebLogic JMS のチューニング

以下の節では、 WebLogic JMS で利用できる管理パフォーマンス  チューニング機
能を実装する こ とによって、 アプ リ ケーシ ョ ンを最大限に活用する方法について

説明します。

� JMS ファ イル ス ト アへの同期書き込みポリ シー - 通常、 同期書き込みを無効
にする と、 ファ イル ス ト アのパフォーマンスは大幅に向上します。 その代わ

り、 オペレーティ ング  システムがク ラ ッシュした り、 ハードウェアの障害が

発生した り した場合には、 送信したメ ッセージが失われた り、 同じ メ ッセー

ジを重複して受信した りする可能性があ り ます。

詳細については、 『管理者ガイ ド』 の 「JMS ファ イル ス ト アの同期書き込み

ポ リシーのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。

� メ ッセージ ページング  - メ ッセージの負荷が指定のしきい値に達した と きに

メ ッセージを メモ リから永続ス ト レージにスワ ップする こ とで、 メ ッセージ

負荷のピーク期間中に貴重な仮想メモ リ を解放できます。 パフォーマンスの

点から見れば、 この機能は、 今日のエンタープラ イズ アプ リ ケーシ ョ ンが必

要とする大容量のメ ッセージ領域を持つ WebLogic Server の実装には大きな

メ リ ッ ト があ り ます。
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WebLogic JMS のモニタ
詳細については、 『管理者ガイ ド』 の 「メ ッセージ ページングのコンフ ィグ
レーシ ョ ン」 を参照して ください。

� メ ッセージ フロー制御の確立 - メ ッセージ フローのオーバーフローと判断

された場合にメ ッセージ  フローを制限する指示を メ ッセージ  プロデューサ

に与えるよ うに、 JMS サーバまたは JMS 送り先 ( キューまたは ト ピッ ク ) 
をコンフ ィグレーシ ョ ンするこ とができます。

詳細については、 『管理者ガイ ド』 の 「メ ッセージのフロー制御の確立」 を

参照して ください。

� 分散送り先のチューニング  - 次の JMS 接続ファ ク ト リ上の属性をコンフ ィグ
レーシ ョ ンして、 分散送り先をチューニングできます。

� ロード  バランシング - WebLogic JMS が分散送り先間でメ ッセージの負

荷を分散するか、 バランスを取るかが定義されます。 

� サーバ アフ ィニティ  - WebLogic Server が分散送り先セッ ト内の物理的送

り先の間でコンシューマまたはプロデューサのロード  バランシングを試
みる場合、 同じ  WebLogic Server で実行されている物理的送り先の間で

ロード  バランシングを最初に行うかど うか定義します。

詳細については、 『管理者ガイ ド』 の 「分散送り先のチューニング」 を参照

して ください。

WebLogic JMS のモニタ

JMS サーバ、 接続、 セッシ ョ ン、 送り先、 恒久サブスク ラ イバ、 メ ッセージ  プ
ロデューサ、 メ ッセージ コンシューマ、サーバ セッシ ョ ン プールなどの JMS オ
ブジェ ク ト に関する統計が提供されます。 Administration Console を使用して 
JMS 統計をモニタできます。 

サーバの実行中は、 JMS 統計は増え続けます。 サーバを再起動する と きにのみ、
統計を リ セッ ト できます。

WebLogic JMS のコンフ ィグレーシ ョ ン とモニタの詳細については、 『管理者ガ

イ ド』 の 「JMS の管理」 を参照して ください。
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3 WebLogic JMS の管理
WebLogic JMS をコンフ ィグレーシ ョ ンしたら、アプ リ ケーシ ョ ンで JMS API を
使用してメ ッセージの送受信ができるよ うにな り ます。 詳細については、 4-1 
ページの 「WebLogic JMS アプリ ケーシ ョ ンの開発」 を参照して ください。

WebLogic Server の障害からの回復

WebLogic Server の障害からの回復手順、 手動フェ イルオーバの実行手順、 およ
びプログラ ミ ングの考慮事項については、 『管理者ガイ ド』 の 「JMS の管理」 を
参照して ください。 
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4 WebLogic JMS アプリケーショ ン
の開発

以下の節では、 WebLogic Server JMS アプリ ケーシ ョ ンを開発する方法について

説明します。

� アプ リ ケーシ ョ ン開発フロー

� 必要なパッケージのインポート

� JMS アプリ ケーシ ョ ンの設定

� メ ッセージの送信

� メ ッセージの受信

� 受信メ ッセージの確認応答

� オブジェ ク ト  リ ソースの解放

� ロールバッ ク、 回復、 または期限切れとなったメ ッセージの管理

� メ ッセージ配信時間の設定

� 接続の管理

� セッシ ョ ンの管理

� 一時的な送り先の使い方

� 恒久サブスク リプシ ョ ンの設定

� メ ッセージ ヘッダ フ ィールドおよびメ ッセージ  プロパティ  フ ィールドの設

定と参照

� メ ッセージのフ ィルタ処理

� サーバ セッシ ョ ン プールの定義

� マルチキャス ト の使い方

� 分散送り先の使用
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4 WebLogic JMS アプリケーシ ョ ンの開発
注意 : この節で説明する  JMS ク ラスの詳細については、 Sun Microsystems の 
Java Web サイ ト  (http://java.sun.com/products/jms/docs.html) にある  JMS 
Javadoc を参照して ください。

アプリケーショ ン開発フロー

WebLogic JMS アプリ ケーシ ョ ンを開発するには、 次の図に示す手順を行う必要

があ り ます。

図 4-1   WebLogic JMS アプリケーション開発フロー - 必要な手順

上の図に示したアプ リ ケーシ ョ ン開発手順の他にも、 設計開発時に以下の手順を

任意に行う こ とができます。

� 接続およびセッシ ョ ン処理の管理

� 送り先の動的作成

� 恒久サブスク リプシ ョ ンの作成

� メ ッセージ ヘッダおよびメ ッセージ  プロパティ  フ ィールドの設定と参照、

メ ッセージのフ ィルタ処理、 およびメ ッセージの並行処理による メ ッセージ

処理の管理

� マルチキャス トの使用
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必要なパッケージのインポー ト
� ト ランザクシ ョ ン内での JMS の使用 (5-1 ページの 「WebLogic JMS による
ト ランザクシ ョ ンの使い方」 を参照 )

以降の節では、 すべてのアプリ ケーシ ョ ン開発手順について説明します (最後の
手順を除く )。 

必要なパッケージのインポート

次の表に、 WebLogic JMS アプリ ケーシ ョ ンで一般に使用されるパッケージを示

します。

表 4-1  WebLogic JMS パッケージ

パッケージ名 説明

javax.jms Sun Microsystems の JMS API。 このパッケージは
常に WebLogic JMS アプ リケーシ ョ ンで使用され
る。 

java.util 日付や時刻機能などのユーテ ィ リ テ ィ  API。

java.io システム入力および出力 API。

javax.naming

weblogic.jndi

サーバおよび送り先ルッ クアップに必要な  JNDI 
パッケージ。

javax.transaction.UserTransaction JTA ユーザ ト ランザクシ ョ ン サポートに必要な  
JTA API。

weblogic.jms.ServerSessionPoolFactory JMS 仕様で定義されているオプシ ョ ンのアプ リ
ケーシ ョ ン  サーバ機能、 サーバ セッシ ョ ン  プー
ルを使用するための WebLogic JMS パブリ ッ ク  
API。 

weblogic.jms.extensions 追加のク ラ ス と メ ソ ッ ド を提供する  WebLogic 固
有の JMS パブ リ ッ ク  API (1-7 ページの
「WebLogic JMS の拡張機能」 を参照 )。
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4 WebLogic JMS アプリケーシ ョ ンの開発
プログラムの最初に、 以下のパッケージ import 文を挿入します。

import javax.jms.*;
import java.util.*;
import java.io.*;
import javax.naming.*;
import javax.transaction.*;

サーバ セッシ ョ ン プール アプリ ケーシ ョ ンを実装する場合は、 次のク ラスをイ

ンポート  リ ス ト に追加します。

import weblogic.jms.ServerSessionPoolFactory;

上の表に示した WebLogic JMS 拡張ク ラスを使用する場合は、 次の文もインポー

ト  リ ス トに追加します。

import weblogic.jms.extensions.*;

JMS アプリケーシ ョンの設定

メ ッセージを送受信するには、 あらかじめ JMS アプリ ケーシ ョ ンを設定してお

く必要があ り ます。 次の図に、 JMS アプリ ケーシ ョ ンの設定に必要な手順を示

します。
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JMS アプリケーシ ョ ンの設定
図 4-2   JMS アプリケーションの設定

以下の節では、 この設定手順について説明します。 また、 ポイン ト  ツー ポイン
ト  (PTP) およびパブリ ッシュ / サブスク ラ イブ (Pub/Sub) アプ リ ケーシ ョ ンの詳

しい例も示します。 これらの例は、
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4 WebLogic JMS アプリケーシ ョ ンの開発
WL_HOME\samples\server\src\examples\jms ディ レ ク ト リ  (WL_HOME は 
WebLogic Platform のインス トール先の最上位ディ レク ト リ ) にある  WebLogic 
Server 付属の examples.jms パッケージからの抜粋です。 

設定手順に進む前に、 WebLogic Server のコンフ ィグレーシ ョ ンを担当するシス

テム管理者が必要な JMS 機能 ( 接続ファ ク ト リ 、 JMS サーバ、 送り先など ) を
コンフ ィグレーシ ョ ンしたこ とを確認して ください。 詳細については、 『管理者

ガイ ド』 の 「JMS の管理」 を参照して ください。

これらの節で説明する  JMS ク ラスおよびメ ソ ッ ドの詳細については、 2-5 ページ
の 「WebLogic JMS のク ラス」、 または javax.jms、
weblogic.jms.ServerSessionPoolFactory、 weblogic.jms.extensions の 
Javadoc を参照して ください。

ト ランザクシ ョ ン アプリ ケーシ ョ ン と  JTA ユーザ ト ランザクシ ョ ンの設定につ

いては、 5-1 ページの 「WebLogic JMS による ト ランザクシ ョ ンの使い方」 を参

照して ください。

手順 1 :JNDI で接続ファク ト リをルックアップする

接続ファ ク ト リ をルッ クアップするには、 あらかじめ接続ファ ク ト リ をコンフ ィ

グレーシ ョ ン情報の一部と して定義しておく必要があ り ます。 WebLogic JMS に
は、 コンフ ィグレーシ ョ ンの一部と して組み込まれているデフォル ト接続ファ ク

ト リが 1 つ用意されています。 WebLogic JMS システム管理者は、 コンフ ィグ

レーシ ョ ン時に接続ファ ク ト リ を追加または更新できます。 接続ファ ク ト リのコ

ンフ ィグレーシ ョ ンと使用可能なデフォル トについては、 『管理者ガイ ド』 の

「JMS の管理」 を参照して ください。 

接続ファ ク ト リ を定義したら、 その接続ファ ク ト リ をルッ クアップするために、

まず NamingManager.InitialContext() メ ソ ッ ドを使用して JNDI コンテキス
ト  (context) を定義します。 サーブレ ッ ト  アプリ ケーシ ョ ン以外のアプリ ケー

シ ョ ンの場合は、 初期コンテキス ト の作成に使用する環境を渡す必要があ り ま

す。 詳細については、 NamingManager.InitialContext() Javadoc を参照して

ください。

コンテキス ト を定義したら、 JNDI で接続ファ ク ト リ をルッ クアップするために、

以下のコマンド  (PTP または Pub/Sub メ ッセージング用 ) のいずれかを実行しま

す。
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JMS アプリケーシ ョ ンの設定
QueueConnectionFactory queueConnectionFactory = 
  (QueueConnectionFactory) context.lookup(CF_name);

TopicConnectionFactory topicConnectionFactory = 
  (TopicConnectionFactory) context.lookup(CF_name);

CF_name 引数には、 コンフ ィグレーシ ョ ン時に定義した接続ファ ク ト リ名を指

定します。

ConnectionFactory ク ラスの詳細については、 2-6 ページの
「ConnectionFactory」、 または javax.jms.ConnectionFactory Javadoc を参照し

て ください。

手順 2 :接続ファク ト リを使用して接続を作成する

キューまたは ト ピッ クにアクセスするための接続を作成するには、 以降の節で説

明する  ConnectionFactory メ ソ ッ ドを使用します。

Connection ク ラスの詳細については、 2-8 ページの 「Connection」、 または 
javax.jms.Connection Javadoc を参照して ください。

キュー接続の作成

QueueConnectionFactory は、 キュー接続を作成するための、 以下の 2 つのメ

ソ ッ ドを提供します。

public QueueConnection createQueueConnection(
) throws JMSException

public QueueConnection createQueueConnection(
  String userName,
  String password
) throws JMSException

最初のメ ソ ッ ドは QueueConnection を作成し、 2 番目のメ ソ ッ ドは指定された

ユーザ ID を使用して QueueConnection を作成します。 どちらのケースでも、

接続は停止モードで作成されます。 メ ッセージを受け付けるには、 4-17 ページ
の 「手順 7 :接続を開始する」 で説明する とおりに接続を開始しなければな り ま

せん。 
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4 WebLogic JMS アプリケーシ ョ ンの開発
QueueConnectionFactory ク ラス  メ ソ ッ ドの詳細については、
javax.jms.QueueConnectionFactory Javadoc を参照して ください。

QueueConnection ク ラスの詳細については、 javax.jms.QueueConnection 
Javadoc を参照して ください。

ト ピック接続の作成

TopicConnectionFactory は、 ト ピッ ク接続を作成するための、 以下の 2 つの
メ ソ ッ ドを提供します。

public TopicConnection createTopicConnection(
) throws JMSException

public TopicConnection createTopicConnection(
  String userName,
  String password
) throws JMSException

最初のメ ソ ッ ドは TopicConnection を作成し、 2 番目のメ ソ ッ ドは指定された

ユーザ ID を使用して TopicConnection を作成します。 どちらのケースでも、

接続は停止モードで作成されます。 メ ッセージを受け付けるには、 4-17 ページ
の 「手順 7 : 接続を開始する」 で説明する とおりに接続を開始しなければな り ま

せん。 

TopicConnectionFactory ク ラス  メ ソ ッ ドの詳細については、
javax.jms.TopicConnectionFactory Javadoc を参照して ください。

TopicConnection ク ラスの詳細については、 javax.jms.TopicConnection 
Javadoc を参照して ください。

手順 3 :接続を使用してセッシ ョンを作成する

キューまたは ト ピッ クにアクセスするために  1 つまたは複数のセッシ ョ ンを作成

するには、 以降の節で説明する  Connection メ ソ ッ ドを使用します。

注意 : セッシ ョ ンおよびそのメ ッセージのプロデューサと コンシューマには、

一度に 1 つのスレッ ド しかアクセスできません。 それらに複数のスレ ッ

ドが同時にアクセスした場合、 それらの動作は定義されません。

Session ク ラスの詳細については、 2-10 ページの 「Session」、 または 
javax.jms.Session Javadoc を参照して ください。
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キュー セッションの作成

QueueConnection ク ラスは、 キュー セッシ ョ ン作成用の次のメ ソ ッ ドを定義し

ます。

public QueueSession createQueueSession(
  boolean transacted,
  int acknowledgeMode
) throws JMSException

このメ ソ ッ ドでは、 セッシ ョ ンを ト ランザクシ ョ ン処理するか (true)、 または
ト ランザクシ ョ ン処理しないか (false) を示す boolean 引数と、 2-11 ページの
表 2-5 「非 ト ランザクシ ョ ン  セッシ ョ ンで使用する確認応答モード」 で説明し

た非 ト ランザクシ ョ ン セッシ ョ ンの確認応答モードを示す整数値を指定する必

要があ り ます。 ト ランザクシ ョ ン セッシ ョ ンの場合、 acknowledgeMode 属性は
無視されます。 この場合、 メ ッセージは commit() メ ソ ッ ドで ト ランザクシ ョ ン

がコ ミ ッ ト されたと きに確認応答されます。

QueueConnection ク ラス メ ソ ッ ドの詳細については、
javax.jms.QueueConnection Javadoc を参照して ください。 QueueSession ク
ラスの詳細については、 javax.jms.QueueSession Javadoc を参照して くださ

い。

ト ピック  セッションの作成

TopicConnection ク ラスは、 ト ピッ ク  セッシ ョ ン作成用の次のメ ソ ッ ドを定義

します。

public TopicSession createTopicSession(
  boolean transacted,
  int acknowledgeMode
) throws JMSException

このメ ソ ッ ドでは、 セッシ ョ ンを ト ランザクシ ョ ン処理するか (true)、 または
ト ランザクシ ョ ン処理しないか (false) を示す boolean 引数と、 2-11 ページの
「非 ト ランザクシ ョ ン  セッシ ョ ンで使用する確認応答モード」 で説明した非 ト ラ

ンザクシ ョ ン セッシ ョ ンの確認応答モードを示す整数値を指定する必要があ り

ます。 ト ランザクシ ョ ン セッシ ョ ンの場合、 acknowledgeMode 属性は無視され
ます。 この場合、 メ ッセージは commit() メ ソ ッ ドで ト ランザクシ ョ ンがコ ミ ッ

ト されたと きに確認応答されます。
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TopicConnection ク ラス  メ ソ ッ ドの詳細については、
javax.jms.TopicConnection Javadoc を参照して ください。 TopicSession ク
ラスの詳細については、 javax.jms.TopicSession Javadoc を参照して くださ

い。

手順 4 :送り先 (キューまたはトピック ) をルック
アップする

送り先をルッ クアップするには、 あらかじめ WebLogic JMS システム管理者に
よって送り先がコンフ ィグレーシ ョ ンされている必要があ り ます。 詳細について

は、 『管理者ガイ ド』 の 「JMS の管理」 を参照して ください。 

送り先のコンフ ィグレーシ ョ ンが済んでいれば、 JNDI コンテキス ト  (context) 
を定義し  (4-6 ページの 「手順 1 :JNDI で接続ファ ク ト リ をルッ クアップする」 で

実行済み )、以下のコマンド  (PTP または Pub/Sub メ ッセージング用 ) のいずれか
を実行するこ とによって、 送り先をルッ クアップできます。

Queue queue = (Queue) context.lookup(Dest_name);

Topic topic = (Topic) context.lookup(Dest_name);

Dest_name 引数には、 コンフ ィ グレーシ ョ ン時に定義された送り先の JNDI 名を
指定します。

JNDI ネームスペースを使用しない場合は、 以下の QueueSession または 
TopicSession メ ソ ッ ドを使用してキューまたは ト ピッ クをそれぞれ参照できま

す。

public Queue createQueue(
  String queueName
) throws JMSException

public Topic createTopic(
  String topicName
) throws JMSException

queueName と  topicName 文字列の構文は、
JMS_Server_Name/Destination_Name ( たとえば、

myjmsserver/mydestination) です。 この構文を使用する ソース  コードを参照

するには、 4-53 ページの 「送り先の動的作成」 の findqueue() の例を参照して

ください。
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注意 : createQueue() メ ソ ッ ド と  createTopic() メ ソ ッ ドでは送り先が動的

には作成されず、 既に存在する送り先への参照が作成されるだけです。 
送り先の動的作成については、 4-53 ページの 「送り先の動的作成」 を参

照して ください。

これらのメ ソ ッ ドの詳細については、 それぞれ javax.jms.QueueSession 
Javadoc と  javax.jms.TopicSession Javadoc を参照して ください。

送り先を定義したら、 以下の Queue メ ソ ッ ドまたは Topic メ ソ ッ ドを使用して

キューまたは ト ピッ クにそれぞれアクセスできます。

public String getQueueName(
) throws JMSException

public String getTopicName(
) throws JMSException

キュー名と ト ピ ッ ク名が印刷可能なフォーマッ ト で返されるよ うにするには、

toString() メ ソ ッ ドを使用します。

Destination ク ラスの詳細については、 2-13 ページの 「Destination」、 または 
javax.jms.Destination Javadoc を参照して ください。

送り先ルックアップ時のサーバ アフ ィニティ

createTopic() および createQueue() メ ソ ッ ドでは、 「./Destination_Name」
構文を使用して、 送り先をルッ クアップする場合のサーバ アフ ィニティ を示す

こ と もできます。 これによ り、 JMS 接続の接続ファ ク ト リ  ホス ト と同じ  JVM 
に、 ローカルにデプロイ された送り先を特定できます。 名前がローカル JVM に
ない場合は、同じ名前が別の JVM にデプロイ されていても例外が送出されます。 

アプ リ ケーシ ョ ンでこの規約を利用する と、 createTopic() メ ソ ッ ドおよび 
createQueue() メ ソ ッ ドを使用する場合にサーバ名をハード コード化せずに済

むので、 コードを変更しな くても別の JVM でコードを再利用できます。
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手順 5 : セッションと送り先を使用してメ ッセージ 
プロデューサと メ ッセージ コンシューマを作成す
る

メ ッセージ プロデューサと メ ッセージ  コンシューマを作成するには、 以降の節

で説明する  Session メ ソ ッ ドに送り先の参照を渡します。

注意 : 各コンシューマはメ ッセージの独自のローカル コピーを受信します。 受

信が済んだら、 ヘッダ フ ィールド値を変更する こ とはできますが、 メ ッ

セージ  プロパティ と メ ッセージ本文は読み込み専用です。 ( この時点で
メ ッセージ プロパテ ィ または本文を変更しよ う とする と、

MessageNotWriteableException が発生します )。 メ ッセージ本文を変

更するには、 対応する メ ッセージ タイプの clearbody() メ ソ ッ ドを実
行して、 既存の内容を消去し、 書き込みパー ミ ッシ ョ ンを有効にします。

MessageProducer ク ラス と  MessageConsumer ク ラスの詳細については、 2-15 
ページの 「MessageProducer と  MessageConsumer」、 または 
javax.jms.MessageProducer Javadoc とja vax.jms.MessageConsumer Javadoc 
をそれぞれ参照して ください。

QueueSender と  QueueReceiver の作成

QueueSession オブジェ ク トは、 キュー センダとキュー レシーバを作成するた

めの、 以下のメ ソ ッ ドを定義します。

public QueueSender createSender(
  Queue queue
) throws JMSException

public QueueReceiver createReceiver(
  Queue queue
) throws JMSException

public QueueReceiver createReceiver(
  Queue queue,
  String messageSelector
) throws JMSException
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作成するキュー センダまたはキュー レシーバに関連付けるキュー オブジェ ク ト
を指定しなければな り ません。 また、 メ ッセージをフ ィルタ処理するためのメ ッ

セージ セレク タを指定できます。 メ ッセージ セレク タの詳細については、 4-71 
ページの 「メ ッセージのフ ィルタ処理」 を参照して ください。 

createSender() メ ソ ッ ドに null 値を渡すと、 匿名プロデューサが作成されま

す。 この場合、 4-23 ページの 「メ ッセージの送信」 で説明するよ うに、 メ ッ

セージの送信時にキュー名を指定しなければな り ません。

キュー センダまたはキュー レシーバの作成が済んだら、 以下の QueueSender メ
ソ ッ ドまたは QueueReceiver メ ソ ッ ドを使用して、 そのキュー センダまたはレ
シーバに関連付けられているキュー名にアクセスできます。

public Queue getQueue(
) throws JMSException

QueueSession ク ラス  メ ソ ッ ドの詳細については、 javax.jms.QueueSession 
Javadoc を参照して ください。 QueueSender ク ラス と  QueueReceiver ク ラスの
詳細については、 javax.jms.QueueSender Javadoc および 
javax.jms.QueueReceiver Javadoc をそれぞれ参照してください。

TopicPublisher と  TopicSubscriber の作成

TopicSession オブジェ ク トは、 ト ピッ ク  パブ リ ッシャ と ト ピ ッ ク  サブスク ラ
イバを作成するための、 以下のメ ソ ッ ドを定義します。

public TopicPublisher createPublisher(
  Topic topic
) throws JMSException

public TopicSubscriber createSubscriber(
  Topic topic
) throws JMSException

public TopicSubscriber createSubscriber(
  Topic topic,
  String messageSelector,
  boolean noLocal
) throws JMSException

注意 : この節で説明する メ ソ ッ ドでは、 非恒久サブスク ラ イバが作成されます。

非恒久 ト ピ ッ ク  サブスク ラ イバは、 アクテ ィブな間だけメ ッセージを受

信します。 恒久サブスク リプシ ョ ンを作成して、 すべてのメ ッセージが

恒久サブスク ライバに届けられるまでメ ッセージを保持できるよ うにす
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るためのメ ソ ッ ドについては、 4-57 ページの 「恒久サブスク リプシ ョ ン

の設定」 を参照して ください。 この場合、 恒久サブスク ライバはサブス

ク ライバがサブスク ラ イブした後にパブ リ ッシュされたメ ッセージのみ

を受信します。

作成するパブ リ ッシャまたはサブスク ライバに関連付ける ト ピッ ク  オブジェ ク
ト を指定しなければな り ません。 また、 メ ッセージをフ ィルタ処理するための

メ ッセージ セレク タ、 および noLocal フラグ ( この節で後述 ) を指定するこ と

もできます。 メ ッセージ セレク タの詳細については、 4-71 ページの 「メ ッセー

ジのフ ィルタ処理」 を参照して ください。 

createPublisher() メ ソ ッ ドに null 値を渡すと、 匿名プロデューサが作成され

ます。 この場合、 4-23 ページの 「メ ッセージの送信」 で説明するよ うに、 メ ッ

セージの送信時に ト ピッ ク名を指定しなければなり ません。

アプ リ ケーシ ョ ンは、 JMS 接続を使用して同じ ト ピッ クに対してパブ リ ッシュ

とサブスク ライブの両方を行う場合があ り ます。 ト ピ ッ ク  メ ッセージはすべて
のサブスク ライバに届けられるので、 アプ リ ケーシ ョ ンは自身がパブリ ッシュし

たこ と を示すメ ッセージを受信する可能性があ り ます。 この動作を防ぐために、

JMS アプ リ ケーシ ョ ンは noLocal フラグを true に設定できます。 

ト ピ ッ ク  パブリ ッシャまたは ト ピッ ク  サブスク ライバの作成が済んだら、 以下
の TopicPublisher メ ソ ッ ド または TopicSubscriber メ ソ ッ ドを使用して、 そ

の ト ピッ ク  パブリ ッシャまたはサブスク ライバに関連付けられている ト ピッ ク

名にアクセスできます。

Topic getTopic(
) throws JMSException

また、 次の TopicSubscriber メ ソ ッ ドを使用する と、 ト ピ ッ ク  サブスク ライバ
に関連付けられる  noLocal 変数の設定値にアクセスできます。

boolean getNoLocal(
) throws JMSException

TopicSession ク ラス  メ ソ ッ ドの詳細については、 javax.jms.TopicSession 
Javadoc を参照して ください。TopicPublisher ク ラス と  TopicSubscriber ク ラ
スの詳細については、 javax.jms.TopicPublisher Javadoc および 
javax.jms.TopicSubscriber Javadoc をそれぞれ参照して ください。
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手順 6a : メ ッセージ オブジェク トを作成する (
メ ッセージ プロデューサ )

注意 : この手順は、 メ ッセージ  プロデューサだけに適用されます。

メ ッセージ オブジェク ト を作成するには、 以下の Session ク ラス メ ソ ッ ドまた
は WLSession ク ラス  メ ソ ッ ドのいずれかを使用します。

� Session メ ソ ッ ド

注意 : これらのメ ソ ッ ドは、 QueueSession サブク ラス と  TopicSession サ
ブク ラスの両方によって継承されます。

public BytesMessage createBytesMessage(
) throws JMSException

public MapMessage createMapMessage(
) throws JMSException

public Message createMessage(
) throws JMSException

public ObjectMessage createObjectMessage(
) throws JMSException

public ObjectMessage createObjectMessage(
  Serializable object
) throws JMSException

public StreamMessage createStreamMessage(
) throws JMSException

public TextMessage createTextMessage(
) throws JMSException

public TextMessage createTextMessage(
  String text
) throws JMSException

� WLSession メ ソ ッ ド

public XMLMessage createXMLMessage(
  String text
) throws JMSException
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Session ク ラス と  WLSession ク ラス  メ ソ ッ ドの詳細については、
javax.jms.Session Javadoc と  weblogic.jms.extensions.WLSession Javadoc 
をそれぞれ参照して ください。 Message ク ラス とそのメ ソ ッ ドの詳細について

は、 2-17 ページの 「Message」、 または javax.jms.Message Javadoc を参照して

ください。

手順 6b :非同期メ ッセージ リスナを登録する ( オ
プション ) ( メ ッセージ コンシューマ )

注意 : この手順は、 メ ッセージ コンシューマだけに適用されます。

メ ッセージを非同期的に受信するには、 次の手順で非同期メ ッセージ リ スナを
登録する必要があ り ます。

1. onMessage() メ ソ ッ ドが組み込まれた javax.jms.MessageListener インタ
フェースを実装します。 

注意 : onMessage() メ ソ ッ ドのインタフェースの例については、 4-17 ペー
ジの 「例 :PTP アプリ ケーシ ョ ンの設定」 を参照して ください。

onMessage() メ ソ ッ ド呼び出し内で close() メ ソ ッ ドを発行する場

合、 システム管理者は接続ファ ク ト リ をコンフ ィグレーシ ョ ンする と

きに [ メ ッセージの短縮を許可 ] チェ ッ クボッ クスをチェ ッ ク しなけ
ればな り ません。 JMS のコンフ ィ グレーシ ョ ンの詳細については、

『管理者ガイ ド』 の 「JMS の管理」 を参照して ください。

2. 次の MessageConsumer メ ソ ッ ドを使用してメ ッセージ  リ スナを設定し、 リ

スナ情報を引数と して渡します。

public void setMessageListener(
  MessageListener listener
) throws JMSException

3. オプシ ョ ンで、 4-50 ページの 「セッシ ョ ン例外リ スナの定義」 で説明するよ

うに、 例外を取得するためのセッシ ョ ンの例外リ スナを実装します。

メ ッセージ リ スナの設定を解除するには、 null 値を指定して 
MessageListener() メ ソ ッ ドを呼び出します。 
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メ ッセージ リ スナを定義したら、 次の MessageConsumer メ ソ ッ ドを呼び出して

その リ スナにアクセスできます。

public MessageListener getMessageListener(
) throws JMSException

注意 : WebLogic JMS は、 同じセッシ ョ ンの複数の onMessage() 呼び出しが同

時に実行されないこ と を保証します。

メ ッセージ コンシューマが管理者またはサーバのダウンによってク ローズされ
た場合、 ConsumerClosedException がセッシ ョ ン例外リ スナに送信されます (
定義されている場合 )。 このよ うに、 必要な場合は新しい メ ッセージ  コンシュー
マを作成できます。 セッシ ョ ン例外リ スナの定義については、 4-50 ページの
「セッシ ョ ン例外リ スナの定義」 を参照して ください。

MessageConsumer ク ラスのメ ソ ッ ドは、 QueueReceiver ク ラスおよび 
TopicSubscriber ク ラスによって継承されます。 MessageConsumer ク ラス  メ
ソ ッ ドの詳細については、 2-15 ページの 「MessageProducer と  
MessageConsumer」、 または javax.jms.MessageConsumer Javadoc を参照して

ください。

手順 7 :接続を開始する

接続を開始するには、 Connection ク ラスの start() メ ソ ッ ドを使用します。 

接続の開始、 停止、 およびク ローズの詳細については、 4-49 ページの 「接続の

開始、 停止、 ク ローズ」、 または javax.jms.Connection Javadoc を参照して く

ださい。

例 :PTP アプリケーションの設定

次の例は、 WL_HOME\samples\server\src\examples\jms\queue ディ レ ク ト リ  
(WL_HOME は WebLogic Platform のインス トール先の最上位ディ レ ク ト リ ) にある  
WebLogic Server 付属の examples.jms.queue.QueueSend の例からの抜粋です。
init() メ ソ ッ ドは、 JMS アプ リ ケーシ ョ ンの QueueSession をどのよ うに設定
して開始するかを示すものです。 次に、 その init() メ ソ ッ ドを示し、 併せて各
設定手順も述べます。 
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必要な変数 (JNDI コンテキス ト など )、 JMS 接続ファ ク ト リ 、 およびキュー静的

変数を定義します。

public final static String JNDI_FACTORY=
"weblogic.jndi.WLInitialContextFactory";

public final static String JMS_FACTORY=
"weblogic.examples.jms.QueueConnectionFactory";

public final static String
 QUEUE="weblogic.examples.jms.exampleQueue";

private QueueConnectionFactory qconFactory;
private QueueConnection qcon;
private QueueSession qsession;
private QueueSender qsender;
private Queue queue;
private TextMessage msg;

JNDI 初期コンテキス ト を次のとおり設定します。

InitialContext ic = getInitialContext(args[0]);
.
.
.

private static InitialContext getInitialContext(
  String url
) throws NamingException
{
    Hashtable env = new Hashtable();
    env.put(Context.INITIAL_CONTEXT_FACTORY, JNDI_FACTORY);
    env.put(Context.PROVIDER_URL, url);
    return new InitialContext(env);
}

注意 : EJB またはサーブレッ トの JNDI 初期コンテキス ト を設定する場合は、

以下のメ ソ ッ ドを使用します。

Context ctx = new InitialContext();

JMS キューにメ ッセージを送信するのに必要なすべてのオブジェ ク ト を作成し

ます。 ctx オブジェ ク トは、 main() メ ソ ッ ドによって渡された JNDI 初期コンテ
キス トです。 

public void init(
  Context ctx,
  String queueName
) throws NamingException, JMSException
{

手順 1 JNDI で接続ファ ク ト リ をルッ クアップします。

  qconFactory = (QueueConnectionFactory) ctx.lookup(JMS_FACTORY);
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手順 2 接続ファ ク ト リ を使用して接続を作成します。

  qcon = qconFactory.createQueueConnection();

手順 3 接続を使用してセッシ ョ ンを作成します。 次のコードでは、 セッシ ョ ンが非 ト ラ

ンザクシ ョ ン と して定義され、 メ ッセージに対する確認応答が自動的に行われる

ものと指定されます。 ト ランザクシ ョ ン セッシ ョ ン と確認応答モードの詳細につ

いては、 2-10 ページの 「Session」 を参照して ください。

  qsession = qcon.createQueueSession(false,
    Session.AUTO_ACKNOWLEDGE);

手順 4 JNDI で送り先 ( キュー ) をルッ クアップします。

  queue = (Queue) ctx.lookup(queueName);

手順 5 セッシ ョ ン と送り先 ( キュー ) を使用してメ ッセージ  プロデューサ ( キュー セン
ダ ) への参照を作成します。

  qsender = qsession.createSender(queue);

手順 6 メ ッセージ オブジェク ト を作成します。

  msg = qsession.createTextMessage();

手順 7 接続を開始します。

  qcon.start();
}

examples.jms.queue.QueueReceive の例の init() メ ソ ッ ドは、 前記の 
QueueSend init() メ ソ ッ ド とほぼ同じですが、 例外が 1 つあ り ます。 手順 5 と
手順 6 は、 それぞれ以下のコードに置き換えられます。

qreceiver = qsession.createReceiver(queue);
qreceiver.setMessageListener(this);

最初の行では、 createSender() メ ソ ッ ドを呼び出してキュー センダへの参照を
作成する代わりに、 アプ リ ケーシ ョ ンは createReceiver() メ ソ ッ ドを呼び出
してキュー レシーバを作成します。

2 番目の行では、 メ ッセージ  コンシューマは非同期メ ッセージ リ スナを登録し

ます。 
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メ ッセージがキュー セッシ ョ ンに届 く と、 そのメ ッセージは 
examples.jms.QueueReceive.onMessage() メ ソ ッ ドに渡されます。 次の 
QueueReceive の例からの引用コードは、 onMessage() インタフェースを示した
ものです。

public void onMessage(Message msg)
{
    try {

String msgText;
if (msg instanceof TextMessage) {

    msgText = ((TextMessage)msg).getText();
} else { // TextMessage ではない場合 ...
  msgText = msg.toString();
}

System.out.println("Message Received:"+ msgText );

if (msgText.equalsIgnoreCase("quit")) {
   synchronized(this) {

   quit = true;
this.notifyAll(); // メイン スレッドに終了するよう通知する

   }
}

   } catch (JMSException jmse) {
     jmse.printStackTrace();
   }
}

onMessage() メ ソ ッ ドは、 キュー レシーバを通して受信したメ ッセージを処理

します。 このメ ソ ッ ドは、 メ ッセージが  TextMessage であるかど うかを検証し、
そ う である場合は、 そのメ ッセージのテキス ト を出力します。 onMessage() が
別のタイプのメ ッセージを受信した場合、 そのメ ッセージの toString() メ ソ ッ
ドを使用してメ ッセージの内容を表示します。 

注意 : 受信したメ ッセージのタイプが、 メ ッセージ  ハンド ラ  メ ソ ッ ドが予期し
たタイプであるかど うかを検証するよ うにして ください。 

この例で使用した JMS ク ラスの詳細については、 2-5 ページの 「WebLogic JMS 
のク ラス」、 または javax.jms Javadoc を参照して ください。
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例 :Pub/Sub アプリケーショ ンの設定

次の例は、 WL_HOME\samples\server\src\examples\jms\topic ディ レ ク ト リ  
(WL_HOME は WebLogic Platform のインス トール先の最上位ディ レ ク ト リ ) にある  
WebLogic Server 付属の examples.jms.topic.TopicSend の例からの抜粋です。
init() メ ソ ッ ドは、 JMS アプ リ ケーシ ョ ンの ト ピッ ク  セッシ ョ ンをどのよ うに

設定して開始するかを示すものです。 次に、 その init() メ ソ ッ ドを示し、 併せ
て各設定手順も述べます。

必要な変数 (JNDI コンテキス ト など )、 JMS 接続ファ ク ト リ 、 およびト ピッ ク静

的変数を定義します。

public final static String JNDI_FACTORY=
"weblogic.jndi.WLInitialContextFactory";

public final static String JMS_FACTORY=
"weblogic.examples.jms.TopicConnectionFactory";

public final static String
TOPIC="weblogic.examples.jms.exampleTopic";

protected TopicConnectionFactory tconFactory;
protected TopicConnection tcon;
protected TopicSession tsession;
protected TopicPublisher tpublisher;
protected Topic topic;
protected TextMessage msg;

JNDI 初期コンテキス ト を次のとおり設定します。

InitialContext ic = getInitialContext(args[0]);
.
.
.

private static InitialContext getInitialContext(
  String url
) throws NamingException
{
    Hashtable env = new Hashtable();
    env.put(Context.INITIAL_CONTEXT_FACTORY, JNDI_FACTORY);
    env.put(Context.PROVIDER_URL, url);
    return new InitialContext(env);
}

注意 : サーブレッ トの JNDI 初期コンテキス ト を設定する場合は、 以下のメ

ソ ッ ドを使用します。

Context ctx = new InitialContext();
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JMS キューにメ ッセージを送信するのに必要なすべてのオブジェ ク ト を作成し

ます。 ctx オブジェ ク トは、 main() メ ソ ッ ドによって渡された JNDI 初期コンテ
キス トです。 

public void init(
  Context ctx,
  String topicName
) throws NamingException, JMSException
{

手順 1 JNDI を使用して接続ファ ク ト リ をルッ クアップします。

    tconFactory = 
      (TopicConnectionFactory) ctx.lookup(JMS_FACTORY);

手順 2 接続ファ ク ト リ を使用して接続を作成します。

    tcon = tconFactory.createTopicConnection();

手順 3 接続を使用してセッシ ョ ンを作成します。 次のコードでは、 セッシ ョ ンが非 ト ラ

ンザクシ ョ ン と して定義され、 メ ッセージに対する確認応答が自動的に行われる

ものと指定されます。 セッシ ョ ン  ト ランザクシ ョ ン と確認応答モードの設定につ

いては、 2-10 ページの 「Session」 を参照して ください。

    tsession = tcon.createTopicSession(false,
      Session.AUTO_ACKNOWLEDGE);

手順 4 JNDI を使用して送り先 ( ト ピ ッ ク ) をルッ クアップします。

    topic = (Topic) ctx.lookup(topicName);

手順 5 セッシ ョ ン と送り先 ( ト ピ ッ ク ) を使用してメ ッセージ プロデューサ ( ト ピ ッ ク  
パブリ ッシャ ) への参照を作成します。

    tpublisher = tsession.createPublisher(topic);

手順 6 メ ッセージ オブジェ ク ト を作成します。

    msg = tsession.createTextMessage();

手順 7 接続を開始します。

    tcon.start();
  }
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examples.jms.topic.TopicReceive の例の init() メ ソ ッ ドは、 前記の 
TopicSend init() メ ソ ッ ド とほぼ同じですが、 例外が 1 つあ り ます。 手順 5 と
手順 6 は、 それぞれ以下のコードに置き換えられます。

tsubscriber = tsession.createSubscriber(topic);
tsubscriber.setMessageListener(this);

最初の行では、 createPublisher() メ ソ ッ ドを呼び出して ト ピッ ク  パブリ ッ

シャへの参照を作成する代わりに、 アプ リ ケーシ ョ ンは createSubscriber() 
メ ソ ッ ドを呼び出して ト ピッ ク  サブスク ラ イバを作成します。 

2 番目の行では、 メ ッセージ  コンシューマは非同期メ ッセージ リ スナを登録し

ます。 

メ ッセージが ト ピッ ク  セッシ ョ ンに届く と、 そのメ ッセージは 
examples.jms.TopicSubscribe.onMessage() メ ソ ッ ドに渡されます。 
TopicReceive の onMessage() インタフェースは、 QueueReceive onMessage() 
インタフェース  (4-17 ページの 「例 :PTP アプリ ケーシ ョ ンの設定」 を参照 ) と同
じです。

この例で使用した JMS ク ラスの詳細については、 2-5 ページの 「WebLogic JMS 
のク ラス」、 または javax.jms Javadoc を参照して ください。 

メ ッセージの送信

4-4 ページの 「JMS アプリ ケーシ ョ ンの設定」 で説明したとおり  JMS アプリ

ケーシ ョ ンを設定したら、 メ ッセージを送信する こ とができます。 メ ッセージを

送信するには、 次の手順を実行する必要があ り ます。

1. メ ッセージ オブジェク ト を作成する。

2. メ ッセージを定義する。

3. メ ッセージを送り先に送信する。 

メ ッセージを送信するための JMS ク ラス と メ ッセージ タイプの詳細について
は、 javax.jms.Message Javadoc を参照して ください。 メ ッセージの受信につい
ては、 4-31 ページの 「メ ッセージの受信」 を参照して ください。
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手順 1 : メ ッセージ オブジェク トを作成する

この手順は、 4-15 ページの 「手順 6a : メ ッセージ オブジェク ト を作成する  (
メ ッセージ プロデューサ )」 で説明したよ う に、 ク ラ イアン ト設定手順の一部と

して既に実行されています。

手順 2 : メ ッセージを定義する

この手順は、 4-15 ページの 「手順 6a : メ ッセージ オブジェク ト を作成する  (
メ ッセージ プロデューサ )」 で説明したよ う に、 アプ リ ケーシ ョ ンの設定時に実

行されている場合もあ り ます。 この手順が実行済みであるかど うかは、 メ ッセー

ジ オブジェ ク ト を作成するために呼び出されたメ ソ ッ ドによって決ま り ます。

たとえば、 TextMessage タイプと  ObjectMessage タイプの場合は、 メ ッセージ  オ
ブジェ ク ト を作成する と きにオプシ ョ ンでメ ッセージを定義するこ とができま

す。 

既に値が指定されており、 それを変更した く ない場合は、 そのまま手順 3 に進み
ます。

値が指定されていないか、 または既存の値を変更する場合は、 適切な set メ
ソ ッ ドを使用して値を定義できます。 たとえば、 TextMessage のテキス ト を定

義する メ ソ ッ ドは次のとおりです。

public void setText(
  String string
) throws JMSException

注意 : メ ッセージは null と して定義するこ とができます。

それ以後は、 次のメ ソ ッ ドを使用してメ ッセージを消去できます。

public void clearBody(
) throws JMSException

メ ッセージを定義するためのメ ソ ッ ドの詳細については、 javax.jms.Session 
Javadoc を参照して ください。
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手順 3 : メ ッセージを送り先に送信する

メ ッセージを送り先に送信するには、メ ッセージ プロデューサ — キュー センダ 
(PTP) または ト ピッ ク  パブリ ッシャ  (Pub/Sub) — と以下の節で説明する メ ソ ッ ド

を使用します。 Destination オブジェ ク ト と  MessageProducer オブジェク トは、
4-4 ページの 「JMS アプリ ケーシ ョ ンの設定」 で説明したとおり、 アプ リ ケー

シ ョ ンの設定時に作成されています。

注意 : 同じ ト ピッ クに対して複数の ト ピッ ク  サブスク ライバが定義されている

場合、 各サブスク ライバはメ ッセージの独自のローカル コピーを受信し

ます。 受信が済んだら、 ヘッダ フ ィールド値を変更する こ とはできます

が、 メ ッセージ  プロパティ と メ ッセージ本文は読み込み専用です。 メ ッ

セージ本文を変更するには、対応する メ ッセージ タイプの clearbody() 
メ ソ ッ ドを実行して、 既存の内容を消去し、 書き込みパー ミ ッシ ョ ンを

有効にします。

MessageProducer ク ラスの詳細については、 2-15 ページの 「MessageProducer 
と  MessageConsumer」、 または javax.jms.MessageProducer Javadoc を参照し

て ください。

キュー センダを使用してメ ッセージを送信する

メ ッセージを送信するには、 以下の QueueSender メ ソ ッ ドを使用します。

public void send(
  Message message
) throws JMSException

public void send(
  Message message,
  int deliveryMode,
  int priority,
  long timeToLive
) throws JMSException

public void send(
  Queue queue,
  Message message
) throws JMSException

public void send(
  Queue queue,
  Message message,
  int deliveryMode,
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  int priority,
  long timeToLive
) throws JMSException

まず、 メ ッセージを定義する必要があ り ます。 また、 キュー名 (匿名メ ッセージ 
プロデューサ用 )、 配信モード  (DeliveryMode.PERSISTENT または 
DeliveryMode.NON_PERSISTENT)、優先度 (0-9)、および存続時間 ( ミ リ秒単位 ) 
も指定する必要があ り ます。 指定しない場合、 配信モード、 優先度、 および存続

時間の各属性は以下のいずれかに設定されます。

� プロデューサに対して定義された接続ファ ク ト リ または送り先オーバーライ

ド  コンフ ィグレーシ ョ ン属性 ( 『管理者ガイ ド』 の 「JMS の管理」 を参照 ) 

� メ ッセージ プロデューサの set メ ソ ッ ドによって指定された値 (4-28 ページ
の 「メ ッセージ プロデューサ属性の設定」 を参照 )

注意 : WebLogic JMS には、 以下のよ う な独自の属性も用意されています。 詳

細については、 4-28 ページの 「メ ッセージ プロデューサ属性の設定」 を

参照して ください。

� TimeToDeliver (生成時間 )。 送信されたメ ッセージが、 対象送り先

で表示可能になるまでの遅延を表します。 

� RedeliveryLimit。 回復またはロールバッ クの後に、 メ ッセージが

再配信される回数を示します。

配信モードを PERSISTENT と して定義した場合、 『管理者ガイ ド』 の 「JMS の管
理」 で説明してあるよ うに、 送り先のバッキング  ス ト アをコンフ ィ グレーシ ョ

ンする必要があ り ます。 

注意 : バッキング  ス ト アがコンフ ィ グレーシ ョ ンされていない場合、 配信モー

ドは NON_PERSISTENT に変更され、 メ ッセージは永続ス ト レージに書き

込まれません。

キュー センダが匿名プロデューサである場合 (つま り、 キューが作成されたと き

にその名前が null に設定された場合 )、 キュー名を指定して  (最後の 2 つのメ

ソ ッ ドのいずれかを使用する ) メ ッセージの配信先を指示する必要があ り ます。 
匿名プロデューサの定義の詳細については、 4-12 ページの 「QueueSender と  
QueueReceiver の作成」 を参照して ください。

た とえば、 次のコードは、 永続的メ ッセージを優先度 4、 存続時間 1 時間で送信
します。
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QueueSender.send(message, DeliveryMode.PERSISTENT, 4, 3600000);

QueueSender ク ラス  メ ソ ッ ドの詳細については、 javax.jms.QueueSender 
Javadoc を参照して ください。

TopicPublisher を使用してメ ッセージを送信する

メ ッセージを送信するには、 以下の TopicPublisher メ ソ ッ ドを使用します。

public void publish(
  Message message
) throws JMSException

public void publish(
  Message message,
  int deliveryMode,
  int priority,
  long timeToLive
) throws JMSException

public void publish(
  Topic topic,
  Message message
) throws JMSException

public void publish(
  Topic topic,
  Message message,
  int deliveryMode,
  int priority,
  long timeToLive
) throws JMSException

メ ッセージを指定する必要があ り ます。 また、 ト ピ ッ ク名、 配信モード  
(DeliveryMode.PERSISTENT または DeliveryMode.NON_PERSISTENT)、 優先度 
(0-9)、 および存続時間 ( ミ リ秒単位 ) も指定する必要があ り ます。 指定しない場

合、 配信モード、 優先度、 および存続時間の各属性は以下のいずれかに設定され

ます。

� プロデューサに対して定義された接続ファ ク ト リ または送り先オーバーラ イ

ド  コンフ ィグレーシ ョ ン属性 ( 『管理者ガイ ド』 の 「JMS の管理」 を参照 )

� メ ッセージ プロデューサの set メ ソ ッ ドによって指定された値 (4-28 ページ
の 「メ ッセージ プロデューサ属性の設定」 を参照 )

注意 : WebLogic JMS には、 以下のよ う な独自の属性も用意されています。 詳

細については、 4-28 ページの 「メ ッセージ  プロデューサ属性の設定」 を
参照して ください。
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� TimeToDeliver (生成時間 )。 送信されたメ ッセージが、 対象送り先

で表示可能になるまでの遅延を表します。 

� RedeliveryLimit。 回復またはロールバッ クの後に、 メ ッセージが

再配信される回数を示します。

配信モードを PERSISTENT と して定義した場合、 『管理者ガイ ド』 の 「JMS の管
理」 で説明してあるよ うにバッキング  ス ト アをコンフ ィ グレーシ ョ ンする必要

があ り ます。

注意 : バッキング  ス ト アがコンフ ィ グレーシ ョ ンされていない場合、 配信モー

ドは NON_PERSISTENT に変更され、 メ ッセージは保存されません。

ト ピ ッ ク  パブリ ッシャが匿名プロデューサである場合 ( つま り、 ト ピ ッ クが作成
されたと きにその名前が null に設定された場合 )、 ト ピ ッ ク名を指定して  ( 最後
の 2 つのメ ソ ッ ドのいずれかを使用する ) メ ッセージの配信先を指示する必要が

あ り ます。 匿名プロデューサの定義の詳細については、 4-13 ページの
「TopicPublisher と  TopicSubscriber の作成」 を参照して ください。

た とえば、 次のコードは、 永続的メ ッセージを優先度 4、 存続時間 1 時間で送信
します。

TopicPublisher.publish(message, DeliveryMode.PERSISTENT,
  4,3600000);

TopicPublisher ク ラス メ ソ ッ ドの詳細については、
javax.jms.TopicPublisher Javadoc を参照して ください。

メ ッセージ プロデューサ属性の設定

前節で説明したよ うに、 メ ッセージを送信する と きには、 配信モード、 優先度、

および存続時間をオプシ ョ ンで指定できます。 指定しない場合、 これらの属性は

接続ファ ク ト リのコンフ ィ グレーシ ョ ン属性に設定されます。 詳細については、

『管理者ガイ ド』 の 「JMS の管理」 を参照して ください

また、 メ ッセージ  プロデューサの set メ ソ ッ ドを使用して、 配信モード、 優先

度、 存続時間、 配信時間、 再配信遅延 ( タイムアウ ト )、 再配信制限の値を動的
に設定するこ と も可能です。 次の表に、 メ ッセージ プロデューサの set メ ソ ッ ド
と  get メ ソ ッ ドを、 動的コンフ ィ グレーシ ョ ン可能な属性ご とに示します。 
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メ ッセージの送信
注意 : 配信モード、 優先度、 存続時間、 配信時間、 再配信遅延 ( タイムアウ ト
)、 再配信制限の各属性値は、 [ 配信モードのオーバライ ド ]、 [優先順位
オーバラ イ ド ]、 [生存時間のオーバライ ド ]、 [配信時間のオーバライ ド

]、 [ 再配信遅延のオーバライ ド ]、 および [ 再配信の制限 ] の各コンフ ィ

グレーシ ョ ン属性を使用して、 送り先によってオーバーライ ドできます。

詳細については、 Administration Console オンライン ヘルプを参照して く

ださい。

注意 : JMS では、 メ ッセージ ID と タ イムスタンプ情報を無効にするための 
MessageProducer メ ソ ッ ドを定義するこ と もできます。 ただし、 これら

のメ ソ ッ ドは WebLogic JMS では無視されます。 

MessageProducer ク ラス メ ソ ッ ドの詳細については、 Sun の 
javax.jms.MessageProducer Javadoc または 
weblogic.jms.extensions.WLMessageProducer Javadoc を参照して ください。

表 4-2  メ ッセージ プロデューサの set メソッ ドおよび get メソッ ド

属性 set メソッ ド get メソッ ド

配信モード public void setDeliveryMode(
  int deliveryMode

) throws JMSException

public int getDeliveryMode(
) throws JMSException

優先度 public void setPriority(
  int defaultPriority
) throws JMSException

public int getPriority(
) throws JMSException

存続時間 public void setTimeToLive(
  long timeToLive

) throws JMSException

public long getTimeToLive(
) throws JMSException

配信時間 public void setTimeToDeliver(
  long timeToDeliver
) throws JMSException

public long getTimeToDeliver(
) throws JMSException

再配信の制限 public void setRedeliveryLimit(
  int redeliveryLimit
) throws JMSException

public int getredeliveryLimit(
) throws JMSException
WebLogic JMS プログラマーズ ガイ ド 4-29

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/ConsoleHelp/index.html
http://java.sun.com/j2ee/sdk_1.3/techdocs/api/javax/jms/MessageProducer.html
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/javadocs/weblogic/jms/extensions/package-summary.html


4 WebLogic JMS アプリケーシ ョ ンの開発
例 : PTP アプリケーション内でのメ ッセージの送信

次の例は、 WL_HOME\samples\server\src\examples\jms\queue ディ レク ト リ  
(WL_HOME は WebLogic Platform のインス トール先の最上位ディ レク ト リ ) にある  
WebLogic Server 付属の examples.jms.queue.QueueSend の例からの抜粋です。
この例では、 TextMessage を作成し、 メ ッセージのテキス ト を設定してキュー

に送信するために必要なコードを示してあ り ます。

msg = qsession.createTextMessage();
.
.
.

public void send(
  String message
) throws JMSException
{
  msg.setText(message);
  qsender.send(msg);
}

QueueSender ク ラス と メ ソ ッ ドの詳細については、 javax.jms.QueueSender 
Javadoc を参照して ください。

例 : Pub/sub アプリケーション内でのメ ッセージの
送信

次の例は、 WL_HOME\samples\server\src\examples\jms\topic ディ レク ト リ  
(WL_HOME は WebLogic Platform のインス トール先の最上位ディ レク ト リ ) にある  
WebLogic Server 付属の examples.jms.topic.TopicSend の例からの抜粋です。
この例では、 TextMessage を作成し、 メ ッセージのテキス ト を設定して ト ピッ

クに送信するために必要なコードを示してあ り ます。

msg = tsession.createTextMessage();
.
.
.

public void send(
  String message
) throws JMSException
{
  msg.setText(message);
  tpublisher.publish(msg);
}
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メ ッセージの受信
TopicPublisher ク ラス と メ ソ ッ ドの詳細については、
javax.jms.TopicPublisher Javadoc を参照して ください。 

メ ッセージの受信

4-4 ページの 「JMS アプリ ケーシ ョ ンの設定」 で説明したとおり  JMS アプリ

ケーシ ョ ンを設定したら、 メ ッセージを受信する こ とができます。

メ ッセージを受信するには、 以下の節で説明する とおり レシーバ オブジェク ト
を作成し、 メ ッセージを同期受信するか非同期受信するかを指定する必要があ り

ます。

メ ッセージを受信する順序は、 以下の要素によって設定できます。 

� コンフ ィグレーシ ョ ン時に定義される メ ッセージ配信属性 ( 配信モード と

ソー ト条件 ) ( 『管理者ガイ ド』 の 「JMS の管理」 を参照 )、 または send() 
メ ソ ッ ドの一部と して定義される メ ッセージ配信属性 (4-23 ページの 「メ ッ

セージの送信」 を参照 )

� 送り先キーを使用して設定される送り先ソー ト順序 ( 『管理者ガイ ド』 の
「JMS の管理」 を参照 )

受信が済んだら、 ヘッダ フ ィールド値を変更するこ とはできますが、 メ ッセー

ジ プロパテ ィ と メ ッセージ本文は読み込み専用です。 メ ッセージ本文を変更す

るには、 対応する メ ッセージ タイプの clearbody() メ ソ ッ ドを実行して、 既存

の内容を消去し、 書き込みパー ミ ッシ ョ ンを有効にします。

メ ッセージを受信するための JMS ク ラス と メ ッセージ タイプの詳細について
は、 javax.jms.Message Javadoc を参照して ください。 メ ッセージの送信につい
ては、 4-23 ページの 「メ ッセージの送信」 を参照して ください。

メ ッセージの非同期受信

この手順については、 アプ リ ケーシ ョ ンの設定手順の中で説明されています。 詳
細については、 4-16 ページの 「手順 6b :非同期メ ッセージ リ スナを登録する  (
オプシ ョ ン ) ( メ ッセージ コンシューマ )」 を参照して ください。
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JMS 接続ファ ク ト リのコンフ ィグレーシ ョ ン時に [最大メ ッセージ数 ] 属性を設
定する と、 非同期セッシ ョ ンの間に存在し、 メ ッセージ  リ スナにまだ渡されて
いないメ ッセージの最大数を指定できます。

非同期メ ッセージ パイプライン
メ ッセージの生成が、それらを消費できる非同期メ ッセージ リ スナ ( コンシュー

マ ) よ り も速い場合、 バッチ内でまだ消費されていない複数のメ ッセージが、 使

用可能な非同期メ ッセージ リ スナが存在する別のセッシ ョ ンに送信されます。 こ

のよ うにして別のセッシ ョ ンに送信される メ ッセージのこ と を、 メ ッセージ パ

イプラインと呼んだり、 JMS ベンダによってはメ ッセージ  バッ ク ログ と呼んだ

り します。 パイプラ イン ( またはバッ ク ログ ) のサイズは、 非同期コンシューマ

に蓄積されながら、 まだメ ッセージ リ スナに渡されていないメ ッセージの数で

決ま り ます。

メ ッセージ パイプラインのコンフ ィグレーショ ン
ク ラ イアン ト のパイプラインの最大サイズを指定するには、 ク ラ イアン ト の接続

ファ ク ト リの [ 最大メ ッセージ数 ] 属性をコンフ ィグレーシ ョ ンします。 パイプ

ラインの最大サイズは、 「メ ッセージ リ スナに渡されていない状態で、 1 つの非

同期コンシューマに蓄積できる メ ッセージの最大数」 と定義されます。 デフォル

ト設定は 10 です。 

JMS 接続ファ ク ト リのコンフ ィグレーシ ョ ンの詳細については、 『管理者ガイ

ド』 の 「JMS の管理」 を参照して ください。 

パイプライン化されたメ ッセージの動作

コンフ ィグレーシ ョ ンした メ ッセージ パイプラインは以下のよ うに動作します。

� 統計 — JMS モニタ統計によ り、 メ ッセージ パイプラ イン内のバッ ク ログ  
メ ッセージが、 コ ミ ッ ト または確認応答されるまでは ( キューおよび恒久サ

ブスク ライバに対して ) 保留中と報告される。

� パフォーマンス  — [最大メ ッセージ数 ] パイプライン サイズを増やすと、 ス

ループッ トの高いアプリ ケーシ ョ ンのパフォーマンスが向上する可能性があ

る。 ただし、 パイプラインを大き くする と、 非同期コンシューマのリ スナが

呼び出されるまでにク ライアン ト  JVM に蓄積される保留中のパイプライン 
メ ッセージが増えるため、 ク ライアン ト のメモ リ使用量が増加します。
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メ ッセージの受信
� ソー ト  — 非同期コンシューマのパイプライン内のメ ッセージは、 コン

シューマ送り先にコンフ ィグレーシ ョ ンされたソート順ではソー ト されず、

JMS サーバから送信された順序のまま蓄積される。 たとえば、 送り先で優先

度によるソート がコンフ ィグレーシ ョ ンされていても、 優先度の高いメ ッ

セージが、 すでに非同期コンシューマのパイプラインに送信されている優先

度の低いメ ッセージよ り優先されるこ とはあ り ません。

注意 : 接続ファ ク ト リで設定する  [ 最大メ ッセージ数 ] パイプライン サイズは、
JMS サーバおよび送り先で設定する  [最大メ ッセージ数 ] 割り当て設定

とは無関係です。

パイプラ イン化されたメ ッセージが、 ネッ ト ワーク転送上の 1 つのメ ッ

セージに集約されるこ とがあ り ます。 メ ッセージが大きすぎる と、 集約

後に書き込まれるデータのサイズが転送の最大値を超え、 予期しない動

作が生じるおそれがあ り ます。 たとえば、 t3 プロ ト コルにおける最大

メ ッセージ サイズは、 デフォル ト では 10,000,000 バイ トに設定され、

サーバ上の MaxT3MessageSize 属性でコンフ ィグレーシ ョ ン可能です。 
この場合、 2MB のメ ッセージが 10 個パイプライン化される と  t3 での最
大値を超えてしまいます。

メ ッセージの同期受信

メ ッセージを同期的に受信するには、 以下の MessageConsumer メ ソ ッ ドを使用
します。

public Message receive(
) throws JMSException

public Message receive(
  long timeout
) throws JMSException

public Message receiveNoWait(
) throws JMSException

どのケースでも、 アプ リ ケーシ ョ ンは次に生成される メ ッセージを受信します。

receive() メ ソ ッ ドを引数なしで呼び出した場合、 その呼び出しはメ ッセージ

が生成されるか、 またはアプリ ケーシ ョ ンが閉じ られるまで無期限にブロッ ク さ

れます。 代わりに、 タイムアウ ト値を渡して メ ッセージの待ち時間を指定するこ

と もできます。 値 0 を指定して receive() メ ソ ッ ドを呼び出した場合、 その呼
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び出しは無期限にブロッ ク されます。 receiveNoWait() メ ソ ッ ドは、 次のメ ッ

セージが存在する場合はそれを受信し、 それ以外の場合は null を返します。 こ

の場合、 呼び出しはブロ ッ ク されません。

MessageConsumer ク ラスのメ ソ ッ ドは、 QueueReceiver ク ラスおよび 
TopicSubscriber ク ラスによって継承されます。 MessageConsumer ク ラス  メ
ソ ッ ドの詳細については、 javax.jms.MessageConsumer Javadoc を参照して く

ださい。

例 : PTP アプリケーション内でのメ ッセージの同期受信

次の例は、 WL_HOME\samples\server\src\examples\jms\queue ディ レク ト リ  
(WL_HOME は WebLogic Platform のインス トール先の最上位ディ レク ト リ ) にある  
WebLogic Server 付属の examples.jms.queue.QueueReceive の例からの抜粋で
す。 メ ッセージ リ スナを設定するのではな く、 各メ ッセージに対して 
qreceiver.receive() を呼び出します。 次に例を示します。

qreceiver = qsession.createReceiver(queue);
qreceiver.receive();

最初の行では、 キューに対するキュー レシーバが作成されます。 2 番目の行で
は、 receive() メ ソ ッ ドが実行されます。 receive() メ ソ ッ ドは、 ブロ ッ ク し

て メ ッセージを待ちます。 

例 : Pub/sub アプリケーション内でのメ ッセージの同期受信

次の例は、 WL_HOME\samples\server\src\examples\jms\topic ディ レク ト リ  
(WL_HOME は WebLogic Platform のインス トール先の最上位ディ レク ト リ ) にある  
WebLogic Server 付属の examples.jms.topic.TopicReceive の例からの抜粋で
す。 メ ッセージ リ スナを設定するのではな く、 各メ ッセージに対して 
tsubscriber.receive() を呼び出します。 

次に例を示します。

tsubscriber = tsession.createSubscriber(topic);
Message msg = tsubscriber.receive();
msg.acknowledge();
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受信メ ッセージの確認応答
最初の行では、 ト ピッ クに対する ト ピッ ク  サブスク ラ イバが作成されます。 2 番
目の行では、 receive() メ ソ ッ ドが実行されます。 receive() メ ソ ッ ドは、 ブ

ロ ッ ク して メ ッセージを待ちます。 

受信メ ッセージの回復

注意 : この節は、 2-11 ページの表 2-5 「非 ト ランザクシ ョ ン セッシ ョ ンで使用

する確認応答モード」 で説明したよ うに、 確認応答モードが 
CLIENT_ACKNOWLEDGE に設定されている非 ト ランザクシ ョ ン セッシ ョ ン

だけに適用されます。 同期受信される  AUTO_ACKNOWLEDGE メ ッ
セージは確認応答済みのため回復しないこ とがあ り ます。

アプ リ ケーシ ョ ンは、 次のメ ソ ッ ドを使用して、 JMS にメ ッセージの再配信 (未
確認 ) を要求できます。

public void recover(
) throws JMSException

recover() メ ソ ッ ドは、 次の手順を実行します。

� セッシ ョ ンのメ ッセージ配信を停止する。

� 確認応答されていない ( ただし配信されている可能性のある ) すべてのメ ッ

セージに再配信のタグを付ける。

� そのセッシ ョ ンの確認応答されていない最初のメ ッセージから メ ッセージの

送信を再開する。

キュー内のメ ッセージは、 必ずし も元の配信順序と同じ順序で、 または同じ

キュー コンシューマに再配信される とは限り ません。 

受信メ ッセージの確認応答

注意 : この節は、 2-11 ページの表 2-5 「非 ト ランザクシ ョ ン セッシ ョ ンで使用

する確認応答モード」 で説明したよ うに、 確認応答モードが 
CLIENT_ACKNOWLEDGE に設定されている非 ト ランザクシ ョ ン セッシ ョ ン

だけに適用されます。
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受信したメ ッセージの確認応答を行うには、 次の Message メ ソ ッ ドを使用しま

す。

public void acknowledge(
) throws JMSException

acknowledge() メ ソ ッ ドは、 接続ファ ク ト リの [ 確認応答ポリ シー ] 属性のコン
フ ィ グレーシ ョ ンによって以下のよ うに動作が異な り ます。

� デフォル ト  ポ リ シーの [All] が指定されている場合、 メ ッセージの確認応答

を呼び出すと、 セッシ ョ ンで受信してまだ確認応答されていないすべての

メ ッセージが確認応答される。

� [Previous] を指定した場合、 メ ッセージの確認応答を呼び出すと、 まだ確認

応答されていないメ ッセージのうち、 指定したメ ッセージ以前のメ ッセージ

のみが確認応答される。 確認応答が行われないメ ッセージは、 ク ライアン ト

に再配信できます。

このメ ソ ッ ドは、 確認応答モードが CLIENT_ACKNOWLEDGE に設定されている非

ト ランザクシ ョ ン セッシ ョ ンに対してだけ有効です。 それ以外の場合、 このメ

ソ ッ ドは無視されます。

オブジェク ト  リソースの解放

JMS アプ リ ケーシ ョ ンに代わって作成した接続、 セッシ ョ ン、 メ ッセージ  プロ
デューサ / コンシューマ、 接続コンシューマ、 またはキュー ブラウザを使い終え
たら、 それらを明示的にク ローズして リ ソースを解放する必要があ り ます。

JMS オブジェ ク ト を ク ローズするには、 close() メ ソ ッ ドを次のとおり入力し

ます。

public void close(
) throws JMSException

オブジェ ク ト をク ローズする と きには、 以下の処理が行われます。

� メ ソ ッ ド呼び出しが完了するか、 未処理の同期レシーバの onMessage() 呼
び出しが完了するまで、 その呼び出しがブロッ ク される。

� 関連付けられているすべてのサブオブジェク ト も ク ローズされます。 たとえ

ば、 セッシ ョ ンをク ローズする と、 関連付けられているすべてのメ ッセージ 
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プロデューサおよびコンシューマも ク ローズされます。 接続をク ローズする

と、 関連付けられているすべてのセッシ ョ ンも ク ローズされます。 

各オブジェ ク ト の close() メ ソ ッ ドの影響については、 適切な javax.jms 
Javadoc を参照して ください。 また、 接続またはセッシ ョ ンの close() メ ソ ッ ド
の詳細については、 4-49 ページの 「接続の開始、 停止、 ク ローズ」、 または 4-52 
ページの 「セッシ ョ ンのク ローズ」 をそれぞれ参照してください。

次の例は、 WL_HOME\samples\server\src\examples\jms\queue ディ レ ク ト リ  
(WL_HOME は WebLogic Platform のインス トール先の最上位ディ レ ク ト リ ) にある  
WebLogic Server 付属の examples.jms.queue.QueueSend の例からの抜粋です。
この例を見れば、 メ ッセージ  コンシューマ、 セッシ ョ ン、 および接続オブジェ

ク ト をどのよ うにク ローズするかが分かり ます。

public void close(
) throws JMSException
{
  qreceiver.close();
  qsession.close();
  qcon.close();
}

この QueueSend の例では、 main() の最後に close() メ ソ ッ ドが呼び出され、オ

ブジェ ク ト のク ローズと リ ソースの解放が行われます。 

ロールバック、 回復、 または期限切れと

なったメ ッセージの管理

以下の節では、 ロールバッ クまたは回復したメ ッセージを管理する以下の方法に

ついて説明します。

� メ ッセージの再配信遅延の設定 

� メ ッセージの再配信制限の設定

� パッシブなメ ッセージの有効期限ポ リ シー
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メ ッセージの再配信遅延の設定

一時的または外部的な要因でアプリ ケーシ ョ ンがメ ッセージを正し く処理できな

い場合に、 メ ッセージの再配信を遅延させる こ とができます。 これによって、 ア

プ リ ケーシ ョ ンは、 現時点では処理できない 「有害な」 メ ッセージを一時的に受

信できないよ うにするこ とができます。 メ ッセージがロールバッ クまたは回復さ

れる場合、 再配信遅延は、 メ ッセージが止められてから再配信が試行されるまで

の間隔です。 

JMS でメ ッセージをすぐに再配信する と、 エラーの原因が解決されず、 アプ リ

ケーシ ョ ンはメ ッセージを処理できないままの場合があ り ます。 ただし、 アプ リ

ケーシ ョ ンが再配信遅延用にコンフ ィ グレーシ ョ ンされている場合、 メ ッセージ

がロールバッ クまたは回復される と、 メ ッセージは再配信の遅延が過ぎるまで止

められます。 メ ッセージは、 遅延の期間を過ぎた時点で再配信できるよ うにな り

ます。

セッシ ョ ンによって消費された結果、 ロールバッ クまたは回復したすべてのメ ッ

セージは、 ロールバッ クまたは回復時にそのセッシ ョ ンの再配信遅延を受信しま

す。 単一のユーザ ト ランザクシ ョ ンの一部と して複数のセッシ ョ ンで消費され

たメ ッセージは、 個々のメ ッセージを消費したセッシ ョ ンの機能と して異なる再

配信遅延を受信します。 意識的か、 または失敗の結果、 ク ラ イアン トによる確認

応答またはコ ミ ッ ト されていないメ ッセージには、 再配信遅延が割り当てられま

せん。

再配信遅延の設定

セッシ ョ ンは、 作成時に接続ファ ク ト リから再配信遅延を継承します。 接続ファ

ク ト リの RedeliveryDelay 属性は、 Administration Console でコンフ ィグレー
シ ョ ンします。 詳細については、 Administration Console オンライン ヘルプの
「[JMS 接続ファ ク ト リ ]」 を参照して ください。

セッシ ョ ンを作成するアプリ ケーシ ョ ンは、 javax.jms.Session インタフェー
スに対する  WebLogic 固有の拡張を使用して接続ファ ク ト リ設定をオーバーライ

ドできます。 セッシ ョ ン属性は動的なので、 いつでも変更できます。 セッシ ョ ン

の再配信遅延を変更する と、変更後にそのセッシ ョ ンで消費およびロールバッ ク  
( または回復 ) されるすべてのメ ッセージに影響します。
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セッシ ョ ンに対して再配信遅延を設定する メ ソ ッ ドは、 javax.jms.Session イ
ンタフェースの拡張である  weblogic.jms.extensions.WLSession インタ
フェースを介して提供されます。 セッシ ョ ンの再配信遅延を定義するには、 以下

のメ ソ ッ ドを使用します。

public void setRedeliveryDelay(
  long redeliveryDelay
) throws JMSException;

public long getRedeliveryDelay(
) throws JMSException;

WLSession ク ラスの詳細については、 weblogic.jms.extensions.WLSession 
Javadoc を参照して ください。

送り先での再配信遅延のオーバーライド

再配信遅延がセッシ ョ ンで設定されているかど うかに関係な く、 メ ッセージが

ロールバッ クまたは回復される送り先で再配信遅延の設定をオーバーライ ドでき

ます。 メ ッセージの再配信に割り当てられた再配信遅延のオーバーライ ドは、

メ ッセージがロールバッ クまたは回復される と きに有効にな り ます。

送り先の RedeliveryDelayOverride 属性は、 Administration Console でコン
フ ィグレーシ ョ ンします。 詳細については、 Administration Console オンライン 
ヘルプの 「[JMS 送り先 ]」 を参照して ください。

メ ッセージの再配信制限の設定

WebLogic JMS によるアプ リ ケーシ ョ ンへのメ ッセージ再配信の試行回数に対し

て制限を設ける こ とができます。 WebLogic JMS が送り先へのメ ッセージ再配信

を指定した回数だけ試みて失敗する と、 メ ッセージの送り先に関連付けられたエ

ラー送り先にメ ッセージを リダイレク トできます。 再配信の制限がコンフ ィ グ

レーシ ョ ンされているにもかかわらずエラー送り先がコンフ ィグレーシ ョ ンされ

ていない場合、 再配信の上限に達する と永続メ ッセージや非永続メ ッセージは削

除されます。
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メ ッセージ プロデューサの set メ ソ ッ ドを使用して、 再配信制限の値を動的に設

定するこ と もできます。 詳細については、 4-28 ページの 「メ ッセージ プロ

デューサ属性の設定」 を参照して ください。 

メ ッセージの再配信制限のコンフ ィグレーション

送り先によるコンシューマへのメ ッセージ再配信の試行が指定した再配信制限に

達する と、 送り先はメ ッセージを配信不能にします。 RedeliveryLimit 属性は、
送り先で設定され、 Administration Console でコンフ ィグレーシ ョ ンできます。 こ
の設定によって、 メ ッセージ  プロデューサで設定した再配信制限がオーバライ

ド されます。 詳細については、 Administration Console オンラ イン  ヘルプの
「[JMS 送り先 ]」 を参照して ください。

配信されなかったメ ッセージに対するエラー送り先のコン

フ ィグレーション

配信されなかったメ ッセージのエラー送り先をコンフ ィグレーシ ョ ンする と、

メ ッセージが配信不能になったと きに、 指定したエラー送り先にリ ダイレ ク ト さ

れます。 エラー送り先は、 キューでも ト ピ ッ クでもかまいませんが、 定義した送

り先と同じ  JMS サーバでコンフ ィグレーシ ョ ンする必要があ り ます。 エラー送
り先がコンフ ィ グレーシ ョ ンされていない場合、 配信できないメ ッセージは削除

されます。

送り先の ErrorDestination 属性は、 Administration Console でコンフ ィ グレー
シ ョ ンします。 詳細については、 Administration Console オンライン ヘルプの
「[JMS 送り先 ]」 を参照して ください。

メ ッセージの再配信試行が既に指定した制限に達しているものの、 エラー送り先

も最大割り当てに達している場合、 メ ッセージは配信不能にな り、 削除されま

す。 永続的メ ッセージは格納され、 サーバを再起動する と元の送り先 (エラー送
り先ではない ) に再表示される一方で、 非永続的メ ッセージは削除されます。 い

ずれの場合も、 ログ メ ッセージが生成されます。 ログ ファ イルへの書き込みが
滞るのを防ぐために、 エラーが解決されるまで、 ログ メ ッセージは、 エラー送
り先ご とに 5 分おきに 1 回だけ生成されます。
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パッシブなメ ッセージの有効期限ポリシー

WebLogic JMS には、パッシブなメッセージの有効期限ポリシーしかありませ
ん。つまり、期限切れのメッセージが積極的に検索されたりシステムから削除さ

れたりすることはありません。期限切れのメ ッセージは、 以下の場合にのみシス

テムから削除されます。

� メ ッセージが消費されそ うになったと き

� JMS サーバが再起動されたと き

期限切れのメ ッセージは積極的には検索されないため、 システムに蓄積されてシ

ステム リ ソースを過度に消費するおそれがある点に注意して ください。

メ ッセージ配信時間の設定

アプ リ ケーシ ョ ンへのメ ッセージ配信を、 将来の指定した時間にスケジューリ ン

グできます。 メ ッセージ配信は、 短期間 (秒や分など ) でも長期間 (数時間単位
でバッチ処理する場合など ) でもかまいません。 その配信時間になって配信され

るまでメ ッセージは表示されないため、 将来の特定の時間に作業をスケジューリ

ングできます。 

メ ッセージが送信されるのは 1 回だけで、 繰 り返し送信されるこ とはあ り ませ

ん。 メ ッセージが繰 り返し送信されるよ うにするには、 受信したスケジューリ ン

グ済みのメ ッセージを元の送信先に戻す必要があ り ます。 1 度のみとい うセマン

ティ クスを保証するため、 受信、 送信、 およびこれらに関連する作業は同じ ト ラ

ンザクシ ョ ンのも とで行われます。

プロデューサに対する配信時間の設定

個々のプロデューサに対する配信時間の設定および取得のサポートは、

javax.jms.MessageProducer インタフェースの拡張である  
weblogic.jms.extensions.WLMessageProducer インタフェースを介して提供

されます。 個々のプロデューサに対して配信時間を定義するには、 以下のメ ソ ッ

ドを使用します。 
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public void setTimeToDeliver(
  long timeToDeliver
) throws JMSException;

public long getTimeToDeliver(
) throws JMSException;

WLMessageProducer ク ラスの詳細については、
weblogic.jms.extensions.WLMessageProducer Javadoc を参照して ください。

メ ッセージに対する配信時間の設定

DeliveryTime は、 メ ッセージを配信できる最も早い絶対時間を定義する  JMS 
メ ッセージ ヘッダです。 つま り、 メ ッセージはメ ッセージング  システムによっ
て保持され、 その時間になるまでどのコンシューマにも配信されません。 

DeliveryTime は、 JMS ヘッダ フ ィールド と して送り先でのメ ッセージのソー

ト 、 またはメ ッセージの選択に使用できます。 データ型変換の目的で、 配信時間

は長整数と して保存されます。

注意 : メ ッセージで配信時間の値を設定しても、 DeliveryTime フ ィールドに

影響はあ り ません。 その理由は、 メ ッセージが送信またはパブリ ッシュ

される と きに JMS が常にプロデューサの値でその値をオーバーライ ドす

るからです。 こ こで説明されている メ ッセージ配信時間メ ソ ッ ドは、 プ

ロデューサを通じて設定される他の JMS メ ッセージ フ ィールド  ( 配信
モード、 優先順位、 配信時間、 存続時間、 再配信遅延、 および再配信制

限フ ィールドなど ) と類似しています。 具体的に言 う と、 それらのフ ィー

ルドの設定は WebLogic JMS などの JMS プロバイダ用に予約されていま
す。 

個々のメ ッセージに対する配信時間の設定および取得のサポートは、

javax.jms.Message インタフェースの拡張である  
weblogic.jms.extensions.WLMessage インタフェースを介して提供されます。

メ ッセージの配信時間を定義するには、 以下のメ ソ ッ ドを使用します。

public void setJMSDeliveryTime(
  long deliveryTime
) throws JMSException;

public long getJMSDeliveryTime(
) throws JMSException;
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WLMessage ク ラスの詳細については、 weblogic.jms.extensions.WLMessage 
Javadoc を参照して ください。

配信時間のオーバーライド

作成されたプロデューサは、 接続の作成に使用する接続ファ ク ト リ  ( プロデュー
サもそこに含まれます ) から  TimeToDeliver 属性 ( ミ リ秒 ) を継承します。配信
時間がプロデューサで設定されているかど う かに関係なく、 メ ッセージが送信ま

たはパブリ ッシュされる送り先で配信時間の設定をオーバーラ イ ドできます。 管

理者は、 相対形式またはスケジューリ ング済み文字列形式のいずれかで送り先に

対する  TimeToDeliverOverride 属性を設定できます。

存続時間の値との関係

指定した存続時間の値 (JMSExpiration) が指定した配信時間と同じかそれよ り

少ない場合、 メ ッセージの配信は成功します。 ただし、 メ ッセージは通知されず

に期限切れにな り ます。

相対配信時間のオーバーライドの設定

相対 TimeToDeliverOverride は、 整数で指定した文字列で、 Administration 
Console でコンフ ィ グレーシ ョ ン可能です。 詳細については、 Administration 
Console オンライン ヘルプの 「[JMS 送り先 ]」 を参照して ください。

スケジューリング済み配信時間のオーバーライドの設定

スケジューリ ング済み TimeToDeliverOverride は 
weblogic.jms.extensions.schedule ク ラスを使用して指定できます。 このク

ラスは、 スケジュールを取得し、 指定されたメ ッセージ配信時間を返すメ ソ ッ ド

を提供します。

表 4-3  配信時間のスケジュールの例

例 説明

0 0 0,30 * * * * 次の最も近い 30 分
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cron に似た文字列がスケジュールの定義に使用されます。 書式は、 次の BNF 構
文で定義されます。

schedule := millisecond second minute hour dayOfMonth month
            dayOfWeek

second フ ィールドを指定するための BNF 構文は次のとおりです。

second      := * | secondList
secondList  := secondItem [, secondList]
secondItem  := secondValue | secondRange
SecondRange := secondValue - secondValue

ミ リ秒、 分、 時、 日、 月、 曜日に対する同様の BNF 文を 2 番目の構文から取得
できます。 各フ ィールドの値は、 以下の範囲の正の整数で指定します。 

milliSecondValue := 0-999
milliSecondValue := 0-999
secondValue      := 0-59
minuteValue      := 0-59
hourValue        := 0-23
dayOfMonthValue  := 1-31
monthValue       := 1-12
dayOfWeekValue   := 1-7

注意 : これらの値は、 monthValue を除いて、 java.util.Calendar ク ラスで使
用するのと同じ範囲です。 monthValue の java.util.Calendar の範囲
は、 1-12 ではな く  0-11 です。

* * 0,30 4-5 * * * 午前 4 時から午前 5 時までの 30 分の任意の最初の分

* * * 9-16 * * * 午前 9 時と午後 5 時の間 (9:00.00 A.M. ～ 4:59.59 P.M.)

* * * * 8-14 * 2 その月の第 2 火曜日

* * * 13-16 * * 0 日曜日の午後 1 時と午後 5 時の間

* * * * * 31 * その月の最後の日

* * * * 15 4 1 次に日曜日になる  4 月 15 日

0 0 0 1 * * 2-6;0 0 0 2 * * 1,7 平日の午前 1 時および週末の午前 2 時

表 4-3  配信時間のスケジュールの例 (続き )

例 説明
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この構文を使用する と、 2 つの時間の間のすべての時間を示す値の範囲で各
フ ィールドを表すこ とができます。 たとえば、 dayOfWeek フ ィールドの 2-6 は、
月曜から金曜まで (双方の曜日を含む ) を示します。 また、 カンマ区切りの リ ス

ト で各フ ィールドを指定するこ と もできます。 たとえば、 分フ ィールドの 
0,15,30,45 は、 1 時間内の 15 分おきの値を示します。 さ らに、 個々の値と値の

範囲の組み合わせで各フ ィールドを定義するこ と もできます。 たとえば、 時

フ ィールドの 9-17,0 は、 午前 9 時と午後 5 時の間と深夜 12 時を示します。

補足のセマンティ ク スは以下のとおりです。

� セ ミ コロン (;) で区切って複数のスケジュールが指定されている場合、 次の

スケジュール時間は、 最も早い値を返すスケジュールを基に決定されます。

この使い方と しては、 曜日を基に変更されるスケジュールを指定する場合な

どがあ り ます (下記の最後の例を参照して ください )。

� dayOfWeek の値 1 は日曜日です。

� 値 * は、 そのフ ィールドのあらゆる時間を示します。 たとえば、 月フ ィール

ドの * は、 毎月とい う意味です。 時フ ィールドの * は、 毎時とい う意味で

す。 

� 値 l、 つま り  last (大文字と小文字の区別はあ り ません ) は、 そのフ ィール
ドで使用できる値で最も大きな値を示します。 

� 日に対して月の最大値を超える値を指定する と、 その月の最大値が指定され

ます。 たとえば、 う る う年の 2 月に対して 31 を指定した場合、 スケジュー

ラは、 29 と見なしてスケジューリ ングします。 これは、 月フ ィールドを 31 
に設定する と、 その月の最後の日になる とい う こ とです。 

� ミ リ秒が指定される場合、 1 秒内で最も近い 50 番目の値に丸められます。 値
は 0、 19、 39、 59、 ...、 979、 および 999 です。 したがって、 0 ～ 40 は 0 ～ 
39 に丸められ、 50 ～ 999 は 39 ～ 999 に丸められます。

注意 : このク ラスの静的メ ソ ッ ドのいずれか 1 つに対する メ ソ ッ ド  パラ メータ

と して Calendar が指定されない場合、 使用されるカレンダーは、 デフォ

ル ト の java.util.TimeZone およびデフォル トの java.util.Locale が
ある  java.util.GregorianCalendar です。 
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JMS スケジュール インタフェース

weblogic.jms.extensions.schedule ク ラスには、 反復時間式に一致する次の
スケジュール時間を返すメ ソ ッ ドがあ り ます。 この式は、

TimeToDeliverOverride と同じ構文を使用します。 ミ リ秒で返される時間は、

相対でも絶対でもかまいません。

WLSession ク ラスの詳細については、 weblogic.jms.extensions.Schedule 
Javadoc を参照して ください。

次のメ ソ ッ ドを使用する と、 指定した時間の後の次のスケジュール時間を定義で

きます。

public static Calendar nextScheduledTime(
    String schedule,
    Calendar calendar
  ) throws ParseException {

次のメ ソ ッ ドを使用する と、 現在の時間の後の次のスケジュール時間を定義でき

ます。

public static Calendar nextScheduledTime(
    String schedule,
  ) throws ParseException {

次のメ ソ ッ ドを使用する と、 指定した時間の後の次のスケジュール時間を絶対 ミ

リ秒で定義できます。

public static long nextScheduledTimeInMillis(
    String schedule,
    long timeInMillis
  ) throws ParseException

次のメ ソ ッ ドを使用する と、 指定した時間の後の次のスケジュール時間を相対 ミ

リ秒で定義できます。

public static long nextScheduledTimeInMillisRelative(
    String schedule,
    long timeInMillis
  ) throws ParseException {

次のメ ソ ッ ドを使用する と、 現在の時間の後の次のスケジュール時間を相対 ミ リ

秒で定義できます。

public static long nextScheduledTimeInMillisRelative(
    String schedule
  ) throws ParseException {
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接続の管理

以下の節では、 接続を管理する方法について説明します。

� 接続例外リ スナの定義

� 接続メ タデータへのアクセス

� 接続の開始、 停止、 ク ローズ

接続例外リスナの定義

例外リ スナは、 接続に問題が発生する とアプ リ ケーシ ョ ンに非同期的に通知しま

す。 このメカニズムは、 通知されない限り接続がメ ッセージの消費を待ち続ける

場合に役立ちます。 

注意 : 例外リ スナの目的は、 接続によって送出されたすべての例外をモニタす

るこ とではなく、 本来なら配信されない例外を配信するこ とです。

接続に対する例外リ スナを定義するには、 次の  Connection メ ソ ッ ドを使用しま

す。

public void setExceptionListener(
  ExceptionListener listener
) throws JMSException

接続に対する  ExceptionListener オブジェク ト を指定しなければな り ません。

JMS プロバイダは、 接続の問題を発見する と、 次の ExceptionListener メ ソ ッ
ドを使用して例外リ スナ (定義されている場合 ) に通知します。

public void onException(
  JMSException exception
)

JMS プロバイダは、 このメ ソ ッ ドを呼び出すと きに、 問題を説明する例外を指

定します。

接続に対する例外リ スナにアクセスするには、 次の Connection メ ソ ッ ドを使用
します。 
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public ExceptionListener getExceptionListener(
) throws JMSException

接続メタデータへのアクセス

特定の接続に関連付けられている メ タデータにアクセスするには、 次の 
Connection メ ソ ッ ドを使用します。

public ConnectionMetaData getMetaData(
) throws JMSException

このメ ソ ッ ドは、 JMS メ タデータへのアクセスに使用する  
ConnectionMetaData オブジェ ク ト を返します。 次の表に、 JMS メ タデータの
タイプと、 それらにアクセスするために使用できる  get メ ソ ッ ドを示します。

JMS メタデータ get メソッ ド

バージ ョ ン public String getJMSVersion(
) throws JMSException

メジャー バージ ョ ン public int getJMSMajorVersion(
) throws JMSException

マイナー バージ ョ ン public int getJMSMinorVersion(
) throws JMSException

プロバイダ名 public String getJMSProviderName(
) throws JMSException

プロバイダ バージ ョ ン public String getProviderVersion(
) throws JMSException

プロバイダ メジャー 
バージ ョ ン

public int getProviderMajorVersion(
) throws JMSException

プロバイダ マイナー 
バージ ョ ン

public int getProviderMinorVersion(
) throws JMSException

JMSX プロパティ名 public Enumeration getJMSXPropertyNames(
) throws JMSException
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ConnectionMetaData ク ラスの詳細については、
javax.jms.ConnectionMetaData Javadoc を参照して ください。

接続の開始、 停止、 クローズ

メ ッセージの流れを制御するために、以下の start() メ ソ ッ ド と  stop() メ ソ ッ
ドをそれぞれ使用して、 接続を一時的に開始および停止できます。

start() メ ソ ッ ド と  stop() メ ソ ッ ドの詳細は以下のとおりです。

public void start(
) throws JMSException

public void stop(
) throws JMSException

新し く作成された接続は停止しています。 －接続が開始されるまで、 メ ッセージ

は受信されません。 一般に、 他の JMS オブジェ ク トは、 4-4 ページの 「JMS アプ
リ ケーシ ョ ンの設定」 で説明する とおり、 接続が開始する前から メ ッセージを処

理するよ う設定されます。 メ ッセージは、 停止している接続上に作成するこ とは

できますが、 停止している接続に届けるこ とはできません。

接続が開始されていれば、 stop() メ ソ ッ ドを使用して接続を停止できます。 こ

のメ ソ ッ ドは、 次の手順を実行します。

� すべてのメ ッセージの配信を中断する。 接続が再開されるか、 そのメ ッセー

ジに関連付けられている存続時間に達するまで、 メ ッセージの受信を待って

いるアプリ ケーシ ョ ンは何も返しません。

� 現在メ ッセージを処理しているすべてのメ ッセージ  リ スナが完了するまで待

機する。

一般に、 JMS プロバイダは接続を作成する と きに大量のリ ソースを割り当てま

す。 接続が使用されな くなったら、 その接続をク ローズして リ ソースを解放する

必要があ り ます。 接続をク ローズするには、 次のメ ソ ッ ドを使用します。

public void close(
) throws JMSException

このメ ソ ッ ドは、 次の手順を実行して系統的にシャ ッ ト ダウンを行います。
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� 保留中のすべてのメ ッセージの受信を終了させる。 アプ リ ケーシ ョ ンは、 ク

ローズ時にメ ッセージを受信できない場合はメ ッセージまたは null を返す場
合があ り ます。

� 現在メ ッセージを処理しているすべてのメ ッセージ リ スナが完了するまで待
機する。

� 処理中の ト ランザクシ ョ ンを、 その ト ランザクシ ョ ン セッシ ョ ン上でロール

バッ クする  ( こ う した ト ランザクシ ョ ンが外部 JTA ユーザ ト ランザクシ ョ

ンの一部である場合を除 く )。 JTA ユーザ ト ランザクシ ョ ンの詳細について

は、 5-5 ページの 「JTA ユーザ ト ランザクシ ョ ンの使い方」 を参照して くだ

さい。

� ク ラ イアン ト が確認応答を行う セッシ ョ ンの確認応答は強制しない。 確認応

答を強制しないこ とによ り、 キューおよび信頼性の高い処理が要求される恒

久サブスク リプシ ョ ン用のメ ッセージが失われなく な り ます。

接続をク ローズする と、 関連付けられているすべてのオブジェ ク ト がク ローズさ

れます。 受信メ ッセージの acknowledge() メ ソ ッ ドを除いて、 接続で作成また
は受信されたメ ッセージ オブジェク トは引き続き使用できます。 閉じた接続を

ク ローズしても影響はあ り ません。 

注意 : ク ローズされた接続のセッシ ョ ンから受信したメ ッセージを確認応答し

よ う とする と、 IllegalStateException が送出されます。

セッシ ョンの管理

以下の節では、 セッシ ョ ンを管理する方法について説明します。

� セッシ ョ ン例外リ スナの定義

� セッシ ョ ンのク ローズ

セッション例外リスナの定義

例外リ スナは、 セッシ ョ ンに問題が発生する と、 ク ラ イアン ト に非同期的に通知

します。 これは、 通知されない限りセッシ ョ ンがメ ッセージの消費を待ち続ける
場合に役立ちます。 
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注意 : 例外リ スナの目的は、 セッシ ョ ンによって送出されたすべての例外をモ
ニタするこ とではな く、 本来なら通知されない例外を通知するこ とです。

セッシ ョ ンに対する例外リ スナを定義するには、 次の WLSession メ ソ ッ ドを使
用します。

public void setExceptionListener(
  ExceptionListener listener
) throws JMSException

セッシ ョ ンに対する  ExceptionListener オブジェ ク ト を指定しなければな り ま

せん。

JMS プロバイダは、 セッシ ョ ンの問題を発見する と、 次の ExceptionListener 
メ ソ ッ ドを使用して例外リ スナ ( 定義されている場合 ) に通知します。

public void onException(
  JMSException exception
)

JMS プロバイダは、 このメ ソ ッ ドを呼び出すと きに、 問題を説明する例外を指

定します。

セッシ ョ ンに対する例外リ スナにアクセスするには、 次の WLSession メ ソ ッ ド
を使用します。 

public ExceptionListener getExceptionListener(
) throws JMSException

注意 : 1 つのセッシ ョ ンに対して 1 つのスレッ ド しか存在しないので、 例外リ

スナと メ ッセージ リ スナ (非同期メ ッセージ配信用に使用される ) を同
時に実行するこ とはできません。 そのため、 問題が発生したと きにメ ッ

セージ リ スナが実行されている場合、 そのメ ッセージ  リ スナが実行を完
了するまで例外リ スナはブロ ッ ク されます。 メ ッセージ リ スナの詳細に
ついては、 4-31 ページの 「メ ッセージの非同期受信」 を参照して くださ

い。
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セッションのクローズ

接続と同じよ うに、 JMS プロバイダはセッシ ョ ンを作成する と きに大量の リ

ソースを割り当てます。 セッシ ョ ンが使用されなく なったら、 そのセッシ ョ ンを

ク ローズして リ ソースを解放するこ とをお勧めします。 セッシ ョ ンをク ローズす

るには、 次の Session メ ソ ッ ドを使用します。

public void close(
) throws JMSException

注意 : close() メ ソ ッ ドは、 セッシ ョ ン  スレッ ド とは別個のスレッ ドから呼び
出すこ とができる唯一の Session メ ソ ッ ドです。

このメ ソ ッ ドは、 次の手順を実行して系統的にシャ ッ ト ダウンを行います。

� 保留中のすべてのメ ッセージの受信を終了させる。 アプ リ ケーシ ョ ンは、 ク

ローズ時にメ ッセージを受信できない場合はメ ッセージまたは null を返す場
合があ り ます。

� 現在メ ッセージを処理しているすべてのメ ッセージ リ スナが完了するまで待
機する。

� 処理中の ト ランザクシ ョ ンをロール バッ クする  ( こ う した ト ランザクシ ョ ン

が外部 JTA ユーザ ト ランザクシ ョ ンの一部である場合を除 く )。 JTA ユーザ 
ト ランザクシ ョ ンの詳細については、 5-5 ページの 「JTA ユーザ ト ランザク
シ ョ ンの使い方」 を参照して ください。

� ク ラ イアン ト が確認応答を行う セッシ ョ ンの確認応答は強制しない。 これに

よ り、 キューおよび信頼性の高い処理が要求される恒久サブスク リプシ ョ ン

用のメ ッセージが失われなく な り ます。

セッシ ョ ンをク ローズする と、 関連付けられているすべてのプロデューサと コン

シューマも ク ローズされます。

注意 : onMessage() メ ソ ッ ド呼び出し内で close() メ ソ ッ ドを発行する場合、

システム管理者は接続ファ ク ト リ をコンフ ィグレーシ ョ ンする と きに [
メ ッセージの短縮を許可 ] チェ ッ ク  ボッ クスを選択しなければなり ませ

ん。 詳細については、Administration Console オンラ イン  ヘルプの 「[JMS 
接続ファ ク ト リ ]」 を参照して ください。 
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送り先の動的作成

以下のいずれかを使用して、 送り先を動的に作成できます。

� weblogic.jms.extensions.JMSHelper ク ラス  メ ソ ッ ド

� 一時的な送り先

送り先の動的作成に関する手順については、 以降の節で説明します。

JMSHelper クラス メソッ ドの使い方

以下の各 JMSHelper メ ソ ッ ドを使用してキューまたは ト ピッ クを作成する非同

期 リ クエス ト を動的に送信できます。

static public void createPermanentQueueAsync(
  Context ctx,
  String jmsServerName,
  String queueName,
  String jndiName
) throws JMSException

static public void createPermanentTopicAsync(
  Context ctx,
  String jmsServerName,
  String topicName,
  String jndiName
) throws JMSException

JNDI 初期コンテキス ト 、 送り先に関連付けられる  JMS サーバの名前、 送り先 (
キューまたは ト ピッ ク ) の名前、 および JNDI ネームスペース内で送り先をルッ

クアップする場合に使用する名前を指定する必要があ り ます。

各メ ソ ッ ドによって、 以下のものが更新されます。

� 動的に作成された送り先を含む、 指定されたド メ インに関連付けられている

コンフ ィグレーシ ョ ン ファ イル

� 送り先を公開する  JNDI ネームスペース
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注意 : いずれのメ ソ ッ ド呼び出し も、 例外を送出せずに失敗する場合があ り ま

す。 また、 例外が送出されても、 それが必ずし も メ ソ ッ ド呼び出しの失

敗を示している とは限り ません。 

JMS サーバでの送り先の作成と  JNDI ネームスペースへの情報の伝播には、 時間

がかかる場合があ り ます。 複数のサーバを使用している環境では、 伝播の遅延が
増大します。 JNDI ルッ クアップを実行するよ り も、 createQueue() メ ソ ッ ドま
たは createTopic() メ ソ ッ ドを使用して、 それぞれキューまたは ト ピッ クの存

在をテス トするこ とをお勧めします。 この方法によって、 伝播固有の遅延を、 あ

る程度回避できます。 

たとえば、 次に示す findQueue() メ ソ ッ ドは、 動的に作成されたキューにアク

セスしよ う と しますが、 アクセスに失敗する と再試行まで、 指定された間隔ス

リープします。 無限ループを回避するために、 再試行の最大回数が設定されてい

ます。

private static Queue findQueue (
  QueueSession queueSession,
  String jmsServerName,
  String queueName,
  int retryCount,
  long retryInterval
) throws JMSException
{
   String wlsQueueName = jmsServerName + "/" + queueName;
   String command = "QueueSession.createQueue(" + 

wlsQueueName + ")";
   long startTimeMillis = System.currentTimeMillis();
   for (int i=retryCount; i>=0; i--) {

try {
  System.out.println("Trying " + command);
  Queue queue = queueSession.createQueue(wlsQueueName);
  System.out.println(command + "succeeded after " +
  (retryCount - i + 1) + " tries in " +
  (System.currentTimeMillis() - startTimeMillis) +
  " millis.");
  return queue;
} catch (JMSException je) {
  if (retryCount == 0) throw je;
}
try {
  System.out.println(command + “> failed, pausing “ +
  retryInterval + " millis.");
  Thread.sleep(retryInterval);
} catch (InterruptedException ignore) {}

   }
   throw new JMSException("out of retries");
}
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この場合、 JMSHelper ク ラス  メ ソ ッ ドの後に findQueue() メ ソ ッ ドを呼び出す
こ とで、 動的に作成されたキューを使用可能にな り しだい、 取り出すこ とができ

ます。 次に例を示します。

JMSHelper.createPermanentQueueAsync(ctx, domain, jmsServerName,
  queueName, jndiName);
Queue queue = findQueue(qsess, jmsServerName, queueName,
  retry_count, retry_interval);

JMSHelper ク ラスの詳細については、 weblogic.jms.extensions.JMSHelper 
Javadoc を参照して ください。

一時的な送り先の使い方

一時的な送り先を使用する こ とで、 サーバ定義の送り先のコンフ ィ グレーシ ョ ン

と作成に伴 う システム管理のオーバーヘッ ドを発生させずに、 必要に応じてアプ

リ ケーシ ョ ンで送り先を作成できます。 

WebLogic JMS サーバでは、 JMSReplyTo ヘッダ フ ィールドを使用して、 アプ リ

ケーシ ョ ンに応答を返すこ とができます。 アプ リ ケーシ ョ ンでは、 オプシ ョ ン と

して、 メ ッセージの JMSReplyTo ヘッダ フ ィールドをその一時的な送り先に設

定するこ とで、 使用している一時的な送り先を別のアプリ ケーシ ョ ンに対して公

開できます。

一時的な送り先は、 4-56 ページの 「一時的な送り先の削除」 にある説明のとお

りに delete() メ ソ ッ ドを使用して削除されない限り、 現在の接続が継続してい

る間だけ存在します。

サーバが再起動される と、 メ ッセージは使用できなく なるので、 すべての 
PERSISTENT メ ッセージは自動的に NON_PERSISTENT メ ッセージにな り ます。 そ

のため、 一時的な送り先は、 再起動によるデータの消失が許されないビジネス  
ロジッ クには適していません。 

注意 : 一時的な送り先 ( キューまたは ト ピッ ク ) を作成する前に、
Administration Console を使用して、一時的な送り先を使用する  JMS サー
バをコンフ ィ グレーシ ョ ンする必要があ り ます。 そのためには、 JMS 
サーバの Temporary Template 属性を使用して、 同じ ド メ イン内でコン

フ ィグレーシ ョ ンされる  JMS テンプレー ト を選択します。 JMS サーバの
コンフ ィグレーシ ョ ンの詳細については、 Administration Console オンラ
イン ヘルプの 「[JMS サーバ ]」 を参照して ください。
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以降の節では、 一時的なキュー (PTP) または一時的な ト ピッ ク  (Pub/Sub) の作成
方法について説明します。

一時的なキューの作成

次の QueueSession メ ソ ッ ドを使用して、 一時的なキューを作成できます。

public TemporaryQueue createTemporaryQueue(
) throws JMSException

たとえば、 現在の接続が継続している間だけ存在する  TemporaryQueue への参
照を作成するには、 次のメ ソ ッ ド呼び出しを使用します。

QueueSender = Session.createTemporaryQueue();

一時的なトピックの作成

次の TopicSession メ ソ ッ ドを使用して、 一時的な ト ピッ クを作成できます。

public TemporaryTopic createTemporaryTopic(
) throws JMSException

たとえば、 現在の接続が継続している間だけ存在する一時的な ト ピッ クへの参照

を作成するには、 次のメ ソ ッ ド呼び出しを使用します。

TopicPublisher = Session.createTemporaryTopic();

一時的な送り先の削除

一時的な送り先の使用が終了したら、 次の TemporaryQueue メ ソ ッ ドまたは 
TemporaryTopic メ ソ ッ ドを使用して送り先を削除し、 関連リ ソースを解放でき

ます。

public void delete(
) throws JMSException
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恒久サブスクリプシ ョ ンの設定

WebLogic JMS では、 恒久サブスク リプシ ョ ンおよび非恒久サブスク リプシ ョ ン

がサポート されています。

恒久サブスク リプシ ョ ンの場合、 WebLogic JMS では、 メ ッセージはサブスク ラ

イバに配信されるか、 または期限切れになるまで永続ファ イルまたはデータベー

スに格納されます。 この場合、 メ ッセージの配信時にサブスク ライバがアクティ

ブな状態でなく てもかまいません。 サブスク ライバを表す Java オブジェ ク トが
存在していれば、 サブスク ラ イバはアクティブである とみなされます。 恒久サブ
スク リプシ ョ ンは、 Pub/Sub メ ッセージングのみでサポート されています。

注意 : 恒久サブスク リプシ ョ ンは、 分散ト ピッ クに対しては作成できません。

ただし、 分散ト ピッ クのメ ンバーに対して恒久サブスク リプシ ョ ンを作

成するこ とはできます。 こ うする と、 他の ト ピッ ク  メ ンバーは、 恒久サ
ブスク リプシ ョ ンを持つメンバーにメ ッセージを転送します。 分散ト

ピッ クの使い方の詳細については、 4-94 ページの 「分散送り先の使用」

を参照して ください。

非恒久サブスク リプシ ョ ンの場合、 WebLogic JMS では、 メ ッセージはアクテ ィ

ブ セッシ ョ ンを持つアプリ ケーシ ョ ンにのみ配信されます。 アプ リ ケーシ ョ ン

が リ スンしていない間にト ピッ クへ送信されたメ ッセージは、 二度とそのアプリ

ケーシ ョ ンに配信されません。 つま り、 非恒久サブスク リプシ ョ ンは、 そのサブ

スク ライバ オブジェク ト が存在している間だけ存続します。 デフォル ト では、

サブスク ライバは非恒久です。

以降の節で説明する内容は、 次のとおりです。

� 永続ス ト アの定義

� ク ラ イアン ト  ID の定義

� 恒久サブスク リプシ ョ ン用のサブスク ラ イバの作成 

� 恒久サブスク リプシ ョ ンの削除 

� 恒久サブスク リプシ ョ ンの変更

� 恒久サブスク リプシ ョ ンの管理
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永続ストアの定義

メ ッセージがサブスク ライバに配信されるまで、 またはメ ッセージの期限が切れ

るまで格納しておくには、 永続ファ イル ス ト アまたは永続データベース  ス ト ア

をコンフ ィ グレーシ ョ ンして  JMS サーバに割り当てる必要があ り ます。 

� [ ス ト ア ] ノードを使用して、 JMS ファ イル ス ト アまたは JMS JDBC バッキ

ング ス ト アを作成する。

� [JMS サーバ | コンフ ィ グレーシ ョ ン |一般 ] タブの [ ス ト ア ] フ ィールドのド

ロップダウン リ ス ト で、 コンフ ィ グレーシ ョ ンしたス ト アを選択して JMS 
サーバに割り当てる。

注意 : 2 つの JMS サーバで同じバッキング  ス ト アを使用するこ とはできま

せん。

JMS ス ト アのコンフ ィ グレーシ ョ ンの詳細については、 『管理者ガイ ド』 の

「JMS の管理」 を参照して ください。

クライアント  ID の定義

恒久サブスク リプシ ョ ンをサポートするには、 接続に対してク ラ イアン ト  ID を
定義する必要があ り ます。 

注意 : JMS ク ラ イアン ト  ID は、WebLogic セキュ リ テ ィ  レルムでのユーザ認証
で使用される  WebLogic Server ユーザ名とは必ずし も一致しません。

JMS アプ リ ケーシ ョ ンに適合していれば、 JMS ク ラ イアン ト  ID を  
WebLogic Server ユーザ名に設定する こ とは当然可能です。

ク ライアン ト  ID は、 以下の 2 つの方法で設定できます。 

� 1 つ目の方法は、 ク ライアン ト  ID を使用する接続ファ ク ト リ をコンフ ィグ

レーシ ョ ンする方法です。 WebLogic JMS では、 この方法は各ク ライアン ト  
ID のコンフ ィ グレーシ ョ ン時に別々の接続ファ ク ト リの定義を追加するこ と

にな り ます。 アプ リ ケーシ ョ ンでは、 JNDI でそれ自身の ト ピッ ク接続ファ

ク ト リがルッ クアップされ、 それを使用して自身のク ライアン ト  ID を含む
接続が作成されます。 ク ラ イアン ト  ID を使用する接続ファ ク ト リのコンフ ィ
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グレーシ ョ ンの詳細については、 Administration Console オンライン ヘルプ
の 「[JMS 接続ファ ク ト リ ]」 を参照して ください。

� も う  1 つのよ り望ましい方法は、 接続を作成してから、 アプ リ ケーシ ョ ンで

次の Connection メ ソ ッ ドを呼び出して、 接続にク ライアン ト  ID を設定する

方法です。

public void setClientID(
  String clientID
) throws JMSException

ユニークなク ライアン ト  ID を指定する必要があ り ます。 この代替方法を使

用する場合は、 デフォル ト の接続ファ ク ト リ を使用する と  ( アプリ ケーシ ョ

ンに適合している場合 )、 コンフ ィ グレーシ ョ ン情報を変更する必要があ り

ません。 ただし、 恒久サブスク リプシ ョ ンに対応しているアプ リ ケーシ ョ ン

の場合は、 ト ピ ッ ク接続を作成したらすぐに setClientID() を呼び出すよ

うにする必要があ り ます。 デフォル トの接続ファ ク ト リについては、 『管理者

ガイ ド』 の 「JMS の管理」 を参照して ください。 

ク ラ イアン ト  ID が接続に対して既に定義されている場合は、

IllegalStateException が送出されます。 指定したク ライアン ト  ID が別の
接続に対して既に定義されている場合は、 InvalidClientIDException が送
出されます。

注意 : setClientID() メ ソ ッ ドを使用してク ラ イアン ト  ID を指定する場合

には、 重複したク ライアン ト  ID が例外の送出なしに指定されてしま

う危険性があ り ます。 たとえば、 2 つの異なる接続に対して、 同じ値

を持つク ライアン ト  ID が同時に設定される と、 競合状態のまま、 同

じ値が両方の接続に割り当てられる場合があ り ます。 このよ う な重複

の危険性を回避するには、 コンフ ィグレーシ ョ ン時にク ライアン ト  
ID を指定します。

ク ライアン ト  ID を表示し、 ク ラ イアン ト  ID が既に定義されているかど う か

をテス トするには、 次の Connection メ ソ ッ ドを使用します。

public String getClientID(
) throws JMSException

注意 : 恒久サブスク リプシ ョ ンのサポートは、 Pub/Sub メ ッセージング モデル
固有の機能なので、 ク ライアン ト  ID はト ピッ ク接続でしか使用できませ

ん。 キュー接続にも ク ラ イアン ト  ID があ り ますが、 JMS では使用され

ません。 
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恒久サブスク リプシ ョ ンは、 一時的な ト ピッ クに対しては作成しないで

ください。 一時的な ト ピッ クは、 現在の接続が継続している間だけ存在

するよ うに設計されているからです。

恒久サブスクリプション用のサブスクライバの作成

以下の TopicSession メ ソ ッ ドを使用して、恒久サブスク リプシ ョ ン用のサブス

ク ライバを作成できます。

public TopicSubscriber createDurableSubscriber(
  Topic topic,
  String name
) throws JMSException

public TopicSubscriber createDurableSubscriber(
  Topic topic,
  String name,
  String messageSelector,
  boolean noLocal
) throws JMSException

サブスク ラ イバを作成する ト ピッ クの名前と恒久サブスク リプシ ョ ンの名前を指

定する必要があ り ます。 また、 メ ッセージをフ ィルタ処理するためのメ ッセージ  
セレク タ、 および noLocal フラグ ( この節で後述 ) を指定するこ と もできます。 
メ ッセージ セレク タの詳細については、 4-71 ページの 「メ ッセージのフ ィルタ

処理」 を参照して ください。 messageSelector を指定しない場合、 デフォル ト

ではすべてのメ ッセージが検索されます。 

アプリ ケーシ ョ ンでは、 JMS 接続を使用して同じ ト ピッ クに対してパブリ ッ

シュ とサブスク ライブの両方を行う こ とができます。 ト ピ ッ ク  メ ッセージはす
べてのサブスク ライバに配信されるので、 アプ リ ケーシ ョ ンは自身がパブリ ッ

シュした メ ッセージを受信する可能性があ り ます。 これを防ぐために、 JMS ア
プ リ ケーシ ョ ンは noLocal フラグを  true に設定できます。 noLocal 値は、 デ
フォル ト では false になっています。

恒久サブスク リプシ ョ ン名は、 ク ライアン ト  ID ご とにユニークである必要があ

り ます。 接続に対するク ラ イアン ト  ID の定義については、 4-58 ページの 「ク ラ

イアン ト  ID の定義」 を参照して ください。
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特定の恒久サブスク リプシ ョ ン用のサブスク ライバをいつでも定義できるのは、
1 つのセッシ ョ ンだけです。 複数のサブスク ライバが恒久サブスク リプシ ョ ンに

アクセスできますが、 同時にはアクセスできません。 恒久サブスク リプシ ョ ンは

ファ イルまたはデータベースに格納されます。 

恒久サブスクリプションの削除

恒久サブスク リプシ ョ ンを削除するには、 次の TopicSession メ ソ ッ ドを使用し

ます。

public void unsubscribe(
  String name
) throws JMSException

削除する恒久サブスク リプシ ョ ンの名前を指定する必要があ リ ます。 

以下の条件のいずれかに当てはまる場合は、 恒久サブスク リプシ ョ ンを削除でき

ません。

� TopicSubscriber がセッシ ョ ンでまだアクテ ィブな場合 

� 恒久サブスク リプシ ョ ンで受信した メ ッセージが ト ランザクシ ョ ンの一部で

あるか、 またはセッシ ョ ンでまだ確認応答されていない場合

注意 : Administration Console を使用して恒久サブスク リプシ ョ ンを削除するこ

と もできます。 恒久サブスク リプシ ョ ンの管理の詳細については、 4-62 
ページの 「恒久サブスク リプシ ョ ンの管理」 を参照して ください。

恒久サブスクリプションの変更

恒久サブスク リプシ ョ ンを変更するには、 以下の手順を実行します。

1. 4-61 ページの 「恒久サブスク リプシ ョ ンの削除」 にある説明に従って、 恒久

サブスク リプシ ョ ンを削除します。

この手順は省略可能です。 この手順が明示的に実行されない場合は、 次の手

順で恒久サブスク リプシ ョ ンが再作成される と きに暗黙的に削除が行われま

す。
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2. 4-60 ページの 「恒久サブスク リプシ ョ ン用のサブスク ラ イバの作成」 で説明

されている メ ソ ッ ドを使用して、 同じ名前の恒久サブスク リプシ ョ ンを再作

成します。 ただし、 ト ピ ッ ク名、 メ ッセージ  セレ クタ、 noLocal のいずれか
には異なる値を指定します。

新しい値に基づいて、 恒久サブスク リプシ ョ ンが再作成されます。

注意 : 恒久サブスク リプシ ョ ンを再作成する場合には、 重複した名前を持つ恒

久サブスク リプシ ョ ンを作成しないよ う注意してください。 た とえば、

使用できない JMS サーバから恒久サブスク リプシ ョ ンを削除し よ う とす

る と、 削除は失敗します。 続いて、 別の JMS サーバで同じ名前の恒久サ

ブスク リプシ ョ ンを作成する と、 最初の JMS サーバが使用可能になった
と きに予期しない結果が生じる こ とがあ り ます。 元の恒久サブスク リプ

シ ョ ンが削除されていないため、 最初の JMS サーバが再び使用可能にな
る と、 重複した名前の 2 つの恒久サブスク リプシ ョ ンが存在するこ とに

な り ます。 

恒久サブスクリプションの管理

Administration Console を使用して恒久サブスク リプシ ョ ンをモニタおよび削除

するこ とができます。 詳細については、 『管理者ガイ ド』 の 「JMS の管理」 を参
照して ください。

メ ッセージ ヘッダ フ ィールドおよびメ ッ
セージ プロパティ  フ ィールドの設定と参照

WebLogic JMS には、 メ ッセージの識別および転送を定義できる一連の標準ヘッ

ダ フ ィールドが用意されています。 さ らに、 プロパティ  フ ィールドを使用する

と、 標準セッ ト を拡張した、 アプ リ ケーシ ョ ン固有のヘッダ フ ィールドを メ ッ

セージ内に含める こ とができます。 メ ッセージ  ヘッダ フ ィールドおよびメ ッ

セージ  プロパティ  フ ィールドを使用して、 通信しているプロセス間で情報をや

り取りできます。
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データを メ ッセージ本文ではな くプロパティ  フ ィールドに含める主要な理由は、

メ ッセージ セレク タを使用したメ ッセージのフ ィルタ処理をサポートするため

です。 メ ッセージ  セレ クタからは、 メ ッセージ本文のデータ  (XML メ ッセージ拡
張子を除く ) にはアクセスできません。 たとえば、 プロパティ  フ ィールドを使用

して、 ある メ ッセージに高い優先度を割り当てる と仮定します。 その場合、 この

プロパテ ィ  フ ィールドにアクセスし、 至急の優先度が指定された メ ッセージだ

けを選択する メ ッセージ セレク タを含むメ ッセージ コンシューマを作成できま
す。 セレ ク タの詳細については、 4-71 ページの 「メ ッセージのフ ィルタ処理」 を

参照して ください。 

メ ッセージ ヘッダ フ ィールドの設定

JMS メ ッセージには、 常にメ ッセージと共に送信されるヘッダ フ ィールドの標

準セッ トが含まれます。 これらはメ ッセージを受信する メ ッセージ  コンシュー
マで利用でき、 また、 一部のフ ィールドはメ ッセージを送信する メ ッセージ プ
ロデューサで設定できます。 メ ッセージを受信したら、 ヘッダ フ ィールドの値

は変更できます。

標準メ ッセージ  ヘッダ フ ィールドの詳細については、 2-17 ページの 「メ ッセー

ジ ヘッダ フ ィールド」 を参照して ください。

次の表に、 Message ク ラスの set メ ソ ッ ド と  get メ ソ ッ ドを、 サポート されてい

るデータ型ご とに示します。

注意 : set() メ ソ ッ ドを使用して設定されたヘッダ  フ ィールド値は、send() メ
ソ ッ ドによってオーバーライ ド される場合もあ り ます ( 次表参照 )。 

ヘッダ フ ィールド set メソッ ド get メソッ ド

JMSCorrelationID public void 
setJMSCorrelationID(
  String correlationID
) throws JMSException

public String 
getJMSCorrelationID(
) throws JMSException

public byte[] 
getJMSCorrelationIDAsBytes(
) throws JMSException
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JMSDestination1 public void setJMSDestination(
  Destination destination
) throws JMSException

public Destination 
getJMSDestination(
) throws JMSException

JMSDeliveryMode1 public void 
setJMSDeliveryMode(
  int deliveryMode
) throws JMSException

public int getJMSDeliveryMode(
) throws JMSException

JMSDeliveryTime1 public void 
setJMSDeliveryTime(
  long deliveryTime
) throws JMSException

public long 
getJMSDeliveryTime(
) throws JMSException

JMSDeliveryMode1 public void 
setJMSDeliveryMode(
  int deliveryMode
) throws JMSException

public int getJMSDeliveryMode(
) throws JMSException

JMSMessageID1 public void setJMSMessageID(
  String id
) throws JMSException

set メ ソ ッ ドだけでな く、
weblogic.jms.extensions.JMSHel

per ク ラスには、WebLogic JMS 6.0 以
前の JMSMessageID 形式を  WebLogic 
JMS 6.1 の形式に ( または WebLogic 
JMS 6.1 の形式をそれ以前の形式に ) 
変換する、 以下のメ ソ ッ ド も用意され

ている。
public void 
oldJMSMessageIDToNew(
  String id,
  long timeStamp
) throws JMSException

public void 
newJMSMessageIDToOld(
  String id,
  long timeStamp
) throws JMSException

public String getJMSMessageID(
) throws JMSException

ヘッダ フ ィールド set メソッ ド get メソッ ド
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WL_HOME\samples\server\src\examples\jms\sender ディ レ ク ト リ  (WL_HOME 
は WebLogic Platform のインス トール先の最上位ディ レ ク ト リ ) に収められてい
る  WebLogic Server 付属の examples.jms.sender.SenderServlet の例では、
送信する メ ッセージのヘッダ フ ィールドを設定する方法、 および送信後にメ ッ
セージのヘッダ フ ィールドを表示する方法を示します。

たとえば、 send() メ ソ ッ ドの後に置く、 次のコードは、 WebLogic JMS によっ
てメ ッセージに割り当てられたメ ッセージ  ID を表示します。

System.out.println("Sent message " +
msg.getJMSMessageID() + " to " +
msg.getJMSDestination());

JMSPriority1 public void setJMSPriority(
  int priority
) throws JMSException

public int getJMSPriority(
) throws JMSException

JMSRedelivered1 public void setJMSRedelivered(
  boolean redelivered
) throws JMSException

public boolean 
getJMSRedelivered(
) throws JMSException

JMSRedeliveryLimi

t1
public void 

setJMSRedeliveryLimit(
  int redelivered

) throws JMSException

public int 
getJMSRedeliveryLimit(
) throws JMSException

JMSReplyTo public void setJMSReplyTo(
  Destination replyTo
) throws JMSException

public Destination 
getJMSReplyTo(
) throws JMSException

JMSTimeStamp1 public void setJMSTimeStamp(
  long timestamp
) throws JMSException

public long getJMSTimeStamp(
) throws JMSException

JMSType public void setJMSType(
  String type
) throws JMSException

public String getJMSType(
) throws JMSException

1. send() メ ソ ッ ドが実行されている場合、対応する  set() メ ソ ッ ドは、 メ ッセージ ヘッダ フ ィールドに影
響を与えません。 ヘッダ  フ ィールド値が設定されている場合は、 send() メ ソ ッ ドの処理中に、 このヘッダ
フ ィールド値がオーバーライ ド されます。 

ヘッダ フ ィールド set メソッ ド get メソッ ド
WebLogic JMS プログラマーズ ガイ ド 4-65



4 WebLogic JMS アプリケーシ ョ ンの開発
メ ッセージ プロパティ  フ ィールドの設定

プロパティ  フ ィールドを設定するには、 適切な  set メ ソ ッ ドを呼び出して、 プロ
パティ名と値を指定します。 プロパティ  フ ィールドを参照するには、 適切な  get 
メ ソ ッ ドを呼び出して、 プロパテ ィ名を指定します。 

送信側アプリ ケーシ ョ ンはメ ッセージにプロパティ を設定でき、 受信側アプリ

ケーシ ョ ンはそのプロパティ を表示できます。 受信側アプリ ケーシ ョ ンがプロパ

ティ を変更するには、 まず次の clearProperties() メ ソ ッ ドを使用してプロパ
ティ を消去する必要があ り ます。

public void clearProperties(
) throws JMSException

このメ ソ ッ ドは、 メ ッセージ  ヘッダ フ ィールドおよびメ ッセージ本文は消去し
ません。

注意 : JMS 用に JMSX とい うプロパティ名のプレフ ィ ッ クスが予約されていま
す。 接続メ タデータには、 JMSX プロパティの リ ス トが含まれています。
getJMSXPropertyNames() メ ソ ッ ドを使用して、 列挙リ ス ト と して、 こ
の リ ス ト にアクセスできます。 詳細については、 4-48 ページの 「接続メ
タデータへのアクセス」 を参照して ください。 

プロバイダ固有のプロパティ用に JMS_ とい うプロパティ名のプレフ ィ ッ
クスが予約されています。 このプレフ ィ ッ ク スは標準の JMS メ ッセージ
ングでは使用できません。

プロパティ  フ ィールドは、 boolean、 byte、 double、 float、 int、 long、 short、
string の各データ型のいずれかに設定できます。次の表に、Message ク ラスの set 
メ ソ ッ ド と  get メ ソ ッ ドを、 サポート されているデータ型ごとに示します。

表 4-4  メ ッセージ プロパティのデータ型ごとの set メソッ ドおよび get メソッ ド

データ型 set メソッ ド get メソッ ド

boolean public void setBooleanProperty(
  String name,
  boolean value

) throws JMSException

public boolean
getBooleanProperty(

  String name
) throws JMSException
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上記の表で説明した  set メ ソ ッ ドおよび get メ ソ ッ ド以外にも、
setObjectProperty() メ ソ ッ ドおよび getObjectProperty() メ ソ ッ ドを使用
して、 プロパティのデータ型の具体的なプ リ ミ テ ィブ値を使用できます。 具体的

な値が使用されている場合、 プロパティのデータ型はコンパイル時ではな く、 実

行時に決定されます。 有効なオブジェ ク ト のデータ型は、 boolean、 byte、
double、 float、 int、 long、 short、 および string です。

byte public void setByteProperty(
  String name,
  byte value

) throws JMSException

public byte getByteProperty(
  String name

) throws JMSException

double public void setDoubleProperty(
  String name,
  double value

) throws JMSException

public double getDoubleProperty(
  String name

) throws JMSException

float public void setFloatProperty(
  String name,
  float value

) throws JMSException

public float getFloatProperty(
  String name

) throws JMSException

int public void setIntProperty(
  String name,
  int value

) throws JMSException

public int getIntProperty(
  String name

) throws JMSException

long public void setLongProperty(
  String name,

  long value) throws 
JMSException

public long getLongProperty(
  String name

) throws JMSException

short public void setShortProperty(
  String name,
  short value

) throws JMSException

public short getShortProperty(
  String name

) throws JMSException

String public void setStringProperty(
  String name,
  String value

) throws JMSException

public String getStringProperty(
  String name

) throws JMSException

表 4-4  メ ッセージ プロパティのデータ型ごとの set メソッ ドおよび get メソッ ド  (続き )

データ型 set メソッ ド get メソッ ド
WebLogic JMS プログラマーズ ガイ ド 4-67



4 WebLogic JMS アプリケーシ ョ ンの開発
次の Message メ ソ ッ ドを使用して、 すべてのプロパテ ィ  フ ィールド名にアクセ
スできます。

public Enumeration getPropertyNames(
) throws JMSException

このメ ソ ッ ドは、 すべてのプロパティ  フ ィールド名を列挙して返します。 その
後、 プロパティ  フ ィールドのデータ型に基づいて、 上記の表で説明されている
適切な get メ ソ ッ ドにプロパティ  フ ィールド名を渡すこ とで、 各プロパティ  
フ ィールドの値を取り出すこ とができます。

次の表は、 メ ッセージ  プロパティの変換表です。 この表から、 読み込み可能な
データ型を、 書き込まれたデータ型に基づいて識別できます。

次の Message メ ソ ッ ドを使用して、 プロパティの値が設定されているかど うか
をテス ト できます。

public boolean propertyExists(
  String name
) throws JMSException

表 4-5  メ ッセージ プロパティの変換表

書き込まれたプロ

パティのデータ型

読み込み可能なデータ型

boole
an

byte doub
le

float int long short Strin
g

boolean X X

byte X X X X X

double X X

float X X X

int X X X

long X X

Object X X X X X X X X

short X X X X

String X X X X X X X X
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プロパテ ィ名を指定する と、 メ ソ ッ ドはそのプロパティが存在するかど うかを示

すブール値を返します。

たとえば、 次のコードは、 2 種類の String プロパティ と  1 種類の int プロパテ ィ
を設定します。

msg.setStringProperty("User", user);
msg.setStringProperty("Category", category);
msg.setIntProperty("Rating", rating);

メ ッセージ プロパティ  フ ィールドの詳細については、 2-22 ページの 「メ ッセー
ジ プロパテ ィ  フ ィールド」、 または javax.jms.Message Javadoc を参照して く
ださい。

メ ッセージ ヘッダ フ ィールドおよびメ ッセージ プ
ロパティ  フ ィールドの参照

注意 : 参照できるのは、 キューのメ ッセージ  ヘッダ フ ィールドおよびメ ッセー
ジ プロパテ ィ  フ ィールドだけです。 ト ピッ クのメ ッセージ ヘッダ 
フ ィールドおよびメ ッセージ プロパテ ィ  フ ィールドは参照できません。

以下の QueueSession メ ソ ッ ドを使用して、 キューにある メ ッセージのヘッダ 
フ ィールドおよびプロパティ  フ ィールドを参照できます。

public QueueBrowser createBrowser(
  Queue queue
) throws JMSException

public QueueBrowser createBrowser(
  Queue queue,
  String messageSelector
) throws JMSException

参照するキューを指定する必要があ り ます。 また、 参照する メ ッセージをフ ィル

タ処理する メ ッセージ セレク タを指定するこ と もできます。 メ ッセージ セレク
タの詳細については、 4-71 ページの 「メ ッセージのフ ィルタ処理」 を参照して
ください。

キューを定義する と、 以下の QueueBrowser メ ソ ッ ドを使用して、 キュー ブラ
ウザに関連付けられたキュー名およびメ ッセージ  セレク タにアクセスできるよ
うにな り ます。
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public Queue getQueue(
) throws JMSException

public String getMessageSelector(
) throws JMSException

さ らに、 次の QueueBrowser メ ソ ッ ドを使用して、 メ ッセージを参照するための
列挙値にアクセスできます。

public Enumeration getEnumeration(
) throws JMSException

WL_HOME\samples\server\src\examples\jms\queue ディ レク ト リ  (WL_HOME 
は WebLogic Platform のインス トール先の最上位ディ レク ト リ ) にある  WebLogic 
Server 付属の examples.jms.queue.QueueBrowser の例では、 受信されたメ ッ
セージのヘッダ フ ィールドにアクセスする方法を示します。

たとえば、 次の QueueBrowser の例からの引用コードでは、 QueueBrowser オブ
ジェク ト を作成します。

qbrowser = qsession.createBrowser(queue);

次のコードは、 QueueBrowser の例で定義されている  displayQueue() メ ソ ッ ド
からの引用です。 この例では、 QueueBrowser オブジェ ク ト を使用して、 キュー
のメ ッセージをスキャンする場合に使用される列挙値を取得します。

   public void displayQueue(
) throws JMSException
  {
    Enumeration e = qbrowser.getEnumeration();
    Message m = null;

    if (! e.hasMoreElements()) {
      System.out.println("There are no messages on this queue.");
    } else {

      System.out.println("Queued JMS Messages: ");
      while (e.hasMoreElements()) {
        m = (Message) e.nextElement();
        System.out.println("Message ID " + m.getJMSMessageID() +
                          " delivered " + new Date(m.getJMSTimestamp())
                          " to " + m.getJMSDestination());
      }
    }

キュー ブラウザが使用されていない場合は、 キュー ブラウザを閉じて リ ソース
を解放する必要があ り ます。 詳細については、 4-36 ページの 「オブジェ ク ト  リ
ソースの解放」 を参照して ください。
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QueueBrowser ク ラスの詳細については、 javax.jms.QueueBrowser Javadoc を
参照して ください。

メ ッセージのフ ィルタ処理

多くの場合、 アプ リ ケーシ ョ ンでは、 配信されるすべてのメ ッセージが通知され

る必要はあ り ません。 メ ッセージ セレク タを使用する と、 不要な メ ッセージを
フ ィルタ処理できるので、 ネッ ト ワーク  ト ラフ ィ ッ クへの影響が最小限にな り、
パフォーマンスが向上します。

メ ッセージ セレク タは、 以下のよ うに動作します。

� 送信側アプリ ケーシ ョ ンでは、 標準化された方法でメ ッセージを説明した り

分類した りするためのメ ッセージ  ヘッダ フ ィールドおよびメ ッセージ プロ
パテ ィ  フ ィールドが設定される。

� 受信側アプリ ケーシ ョ ンでは、 単純なクエ リ文字列を指定するこ とで、 アプ

リ ケーシ ョ ンで受信する メ ッセージがフ ィルタ処理される。

メ ッセージ セレク タはメ ッセージの内容 (本文 ) を参照するこ とができないた
め、 情報の一部を メ ッセージ  プロパテ ィ  フ ィールドに複製する こ と もできます 
(XML メ ッセージの場合を除く )。 

キュー レシーバまたは ト ピッ ク  サブス ク ライバの作成時に、 それぞれ 
QueueSession.createReceiver() メ ソ ッ ドまたは 
TopicSession.createSubscriber() メ ソ ッ ドの引数と してセレ クタを指定し
ます。 キュー レシーバまたは ト ピッ ク  サブスク ライバの作成の詳細については、
4-12 ページの 「手順 5 : セッシ ョ ン と送り先を使用してメ ッセージ  プロデューサ
と メ ッセージ コンシューマを作成する」 を参照して ください。

以降の節では、 SQL 文と  XML セレク タ  メ ソ ッ ドを使用してメ ッセージ セレク
タを定義する方法、 およびメ ッセージ セレク タを更新する方法について説明し
ます。 ヘッダ フ ィールドおよびプロパティ  フ ィールドの設定の詳細については、
それぞれ 4-62 ページの 「メ ッセージ ヘッダ フ ィールドおよびメ ッセージ プロパ
ティ  フ ィールドの設定と参照」、 または 4-66 ページの 「メ ッセージ  プロパティ  
フ ィールドの設定」 を参照して ください。 
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SQL 文を使用したメ ッセージ セレクタの定義

メ ッセージ セレク タはブール式であ り、SQL の select 文の where 句と似た構文
を持つ文字列です。 

次の引用は、 セレク タ式の例を示します。

salary > 64000 and dept in ('eng','qa')

(product like 'WebLogic%' or product like '%T3')
and version > 3.0

hireyear between 1990 and 1992
or fireyear is not null

fireyear - hireyear > 4

次の例では、 キュー レシーバの作成時に、 優先度が 6 未満のメ ッセージをフ ィ
ルタで除外するセレ クタを設定する方法を示します。

String selector = "JMSPriority >= 6";
qsession.createReceiver(queue, selector);

次の例では、 ト ピ ッ ク  サブスク ラ イバの作成時に、 同様のセレク タを設定する
方法を示します。

String selector = "JMSPriority >= 6";
qsession.createSubscriber(topic, selector);

メ ッセージ セレク タの構文の詳細については、 javax.jms.Message Javadoc を
参照して ください。 

XML セレクタ  メソッ ドを使用した XML メ ッセー
ジ セレクタの定義

XML メ ッセージ タイプの場合、 メ ッセージ  セレ クタの定義には、 前節で説明し
た SQL セレク タ式だけでなく、 次のメ ソ ッ ドを使用する こ と もできます。

String JMS_BEA_SELECT(String type, String expression)
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JMS_BEA_SELECT は、 WebLogic JMS SQL 構文の組み込み関数です。 構文タイプ
と  XPath 式を指定します。 構文タイプは、 xpath (XML Path Language) に設定す
る必要があ り ます。 XML Path Language は、 XML Path Language (XPath) のド
キュ メ ン ト で定義されており、 XML Path Language の Web サイ ト  
http://www.w3.org/TR/xpath で入手できます。

注意 : XML メ ッセージの構文には十分に注意を払って ください。 不正な XML 
メ ッセージ (終了タグがないなど ) はどの XML セレク タ と も一致しませ
ん。

以下の環境では、 メ ソ ッ ドは null 値を返します。

� メ ッセージによって解析されない場合

� メ ッセージによって解析されるが、 要素がない場合 

� メ ッセージによって解析され、 要素も存在するが、 メ ッセージに値が含まれ

ていない場合 (例 : <order></order>)

たとえば、 次のよ う な  XML の引用があ り ます。

<order>
<item>

<id>007</id>
<name>Hand-held Power Drill</name>
<description>Compact, assorted colors.</description>
<price>$34.99</price>

</item>
<item>

<id>123</id>
<name>Mitre Saw</name>
<description>Three blades sizes.</description>
<price>$69.99</price>

</item>
<item>

<id>66</id>
<name>Socket Wrench Set</name>
<description>Set of 10.</description>
<price>$19.99</price>

</item>
</order>

次の例では、 上記の引用にある  2 番目の項目の名前を取り出す方法を示します。
メ ソ ッ ド呼び出しは、 Mitre Saw とい う文字列を返します。 

String sel = "JMS_BEA_SELECT('xpath', 
'/order/item[2]/name/text()') = 'Mitre Saw'";
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二重引用符と単一引用符、 およびスペースの使い方に注意して ください。
xpath、 XML タブ、 および文字列値が単一引用符で囲まれている こ とに注意し
て ください。

次の例では、 上記の引用にある  3 番目の項目の ID を取り出す方法を示します。
メ ソ ッ ド呼び出しは、 66 とい う文字列を返します。

String sel = "JMS_BEA_SELECT('xpath', 
'/order/item[3]/id/text()') = '66'";

メ ッセージ セレクタの表示

次の MessageConsumer メ ソ ッ ドを使用して、 メ ッセージ  セレク タを表示できま
す。

public String getMessageSelector(
) throws JMSException

このメ ソ ッ ドは、 現在定義されている メ ッセージ セレ ク タ、 またはメ ッセージ  
セレク タが定義されていない場合は null のいずれかを返します。 

トピック サブスクライバのメ ッセージ セレクタに
インデックスを付けることによるパフォーマンスの
最適化

アプリ ケーシ ョ ンの一部のク ラスでは、WebLogic JMS でト ピッ ク  サブスク ライ
バのメ ッセージ セレク タにインデッ クスを付けるこ とで最適化できます。 一般
的にこれらのアプ リ ケーシ ョ ンは、 各々がユニークな識別子 ( ユーザ名など ) を
付けられた多数のサブスク ライバを備えており、 単一のサブスク ライバ、 または

サブスク ラ イバの リ ス ト に対し、 迅速にメ ッセージを送信できる必要があ り ま

す。 一般的な例と しては、 各サブスク ライバが異なるユーザに対応し、 各メ ッ

セージに 1 つまたは複数の対象ユーザのリ ス ト が含まれるインスタン ト  メ ッ
セージング  アプリ ケーシ ョ ンがあ り ます。 

最適化されたサブスク ライバのメ ッセージ セレク タをアクテ ィブ化するには、
サブスク ラ イバはセレク タに対し次の構文を使用する必要があ り ます。
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"identifier IS NOT NULL"

こ こで、 identifier はあらかじめ定義された  JMS メ ッセージ プロパティでは
ない (例 : JMSCorrelationID でも  JMSType でもない ) 任意の文字列を表します。
複数のサブスク ライバで同一の識別子を共有できます。 

WebLogic JMS はこのメ ッセージ セレク タ構文を、 内部サブスク ラ イバ イン
デッ クスを構築する手掛かり と して使用します。この構文に従わないメ ッセージ 
セレク タ、 またはさ らに OR 句および AND 句を含むメ ッセージ セレク タにも対応
はしていますが、 これらは最適化にはつながり ません。 

サブスク ライバがこのメ ッセージ  セレク タ構文を使って登録を行った後は、 ト
ピ ッ クに公開されたメ ッセージが、 次の例のよ うにメ ッセージのユーザ プロパ
ティに 1 つまたは複数の識別子を含めるこ とによって、特定のサブスク ライバを
対象とできるよ うにな り ます。 

// 指定されたサブスクライバを設定する。ここでは "wilma" が
// サブスクライバ名、subscriberSession は JMS TopicSession。
// 使用されているセレクタ構文により、最適化が促進される。

TopicSubscriber topicSubscriber =
    subscriberSession.createSubscriber(
       (Topic)context.lookup("IMTopic"),
       "Wilma IS NOT NULL",
       /* noLocal= */ true);

// サブスクライバ "Fred" および "Wilma" へメッセージを送信する。
// ここでは publisherSession は JMS TopicSession。メッセージ
// セレクタ式が "Wilma IS NOT NULL" または "Fred IS NOT NULL" である
// サブスクライバが、このメッセージを受信する。

TopicPublisher topicPublisher = 
  publisherSession.createPublisher(
    (Topic)context.lookup("IMTopic");

TextMessage msg = 
  publisherSession.createTextMessage("Hi there!");
msg.setBooleanProperty("Fred", true);
msg.setBooleanProperty("Wilma", true);

topicPublisher.publish(msg);

注意 : 最適化されたメ ッセージ  セレク タおよびメ ッセージ構文は、 標準 JMS 
API に基づいています。 したがって、 この構文を使用するアプリ ケー
シ ョ ンは、 最適化されたメ ッセージ  セレ ク タのないバージ ョ ンの 
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WebLogic JMS および非 WebLogic JMS 製品でも機能します。 ただし、
これらのバージ ョ ンでは、 この機能強化が含まれているバージ ョ ンほど

のパフォーマンスは得られません。

メ ッセージ セレク タの最適化は、 MULTICAST_NO_ACKNOWLEDGE 確認応答
モードを使用するアプリ ケーシ ョ ンには効果があ り ません。 メ ッセージ
選択はサーバ サイ ドではな く ク ラ イアン ト  サイ ドで行われるため、 これ
らのアプリ ケーシ ョ ンはいずれにしても機能強化を必要と しません。

サーバ セッシ ョン プールの定義

注意 : セッシ ョ ン  プールは、 現在はあま り使用されません。 その理由と して
は、 J2EE 仕様で必要な く なったこ と、 JTA ユーザ ト ランザクシ ョ ンを
サポート していないこ と、 よ りシンプルで管理がしやすく機能性の高い
メ ッセージ駆動型 Bean (MDB) で代用されるよ うになったこ となどが挙
げられます。 MDB の設計の詳細については、 『WebLogic エンタープライ
ズ JavaBeans プログラマーズ ガイ ド』 の 「メ ッセージ駆動型 Bean の設
計」 を参照して ください。 

WebLogic JMS には、 サーバ セッシ ョ ンのサーバ管理プールを定義するためのオ
プシ ョ ンの JMS 機能が実装されています。 この機能を使用する と、 アプ リ ケー
シ ョ ンで複数のメ ッセージを並行して処理できます。

サーバ セッシ ョ ン プールの機能は次のとおりです。

� 送り先から メ ッセージを受信し、 そのメ ッセージを、 メ ッセージ処理用に用

意したサーバ側のメ ッセージ  リ スナに渡す。 メ ッセージ リ スナ ク ラスには、
メ ッセージを処理する  onMessage() メ ソ ッ ドがあ り ます。 

� JMS セッシ ョ ンのプールを管理するこ とで、 メ ッセージを並行して処理す
る。 各セッシ ョ ンでは、 シングル スレ ッ ドの onMessage() メ ソ ッ ドが実行
されます。 

次の図に、 サーバ セッシ ョ ン  プール機能、 およびアプリ ケーシ ョ ンとアプ リ
ケーシ ョ ン  サーバのコンポーネン トの関係を示します。 
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図 4-3   サーバ セッション プール機能

図に示されているよ うに、 アプ リ ケーシ ョ ンにはシングル スレ ッ ドのメ ッセー
ジ リ スナが用意されています。 JMS によって実装された、 アプ リ ケーシ ョ ン 
サーバ上の接続コンシューマによって、 以下のタスクが実行され、 1 つまたは複
数のメ ッセージが処理されます。

1. サーバ セッシ ョ ン プールからサーバ セッシ ョ ンを取得する。

2. サーバ セッシ ョ ンのセッシ ョ ンを取得する。

3. セッシ ョ ンに 1 つまたは複数のメ ッセージをロードする。

4. サーバ セッシ ョ ンを開始して、 メ ッセージを受信する。

5. メ ッセージの処理が終了したら、 サーバ セッシ ョ ンを解放してプールに戻
す。

次の図に、 メ ッセージの並行処理を行う ための準備に必要な手順を示します。
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図 4-4   メ ッセージの並行処理を行うための準備

この手順では、 アプ リ ケーシ ョ ンで、 他のアプリ ケーシ ョ ン サーバ プロ
バイダのセッシ ョ ン プール実装を使用できます。 サーバ セッシ ョ ン 
プールはメ ッセージ駆動型 Bean を使用して実装する こ と もできます。 
メ ッセージ駆動型 Bean によるサーバ セッシ ョ ン プールの実装について
は、 『WebLogic エンタープラ イズ JavaBeans プログラマーズ ガイ ド』 を
参照して ください。

コンフ ィグレーシ ョ ン時にセッシ ョ ン  プールと接続コンシューマが定義
された場合は、 この手順を省略する こ とができます。 サーバ セッシ ョ ン 
プールと接続コンシューマのコンフ ィ グレーシ ョ ンの詳細については、

『管理者ガイ ド』 の 「JMS の管理」 を参照して ください。

WebLogic JMS は現在、 オプシ ョ ンの 
TopicConnection.createDurableConnectionConsumer() 操作をサ
ポート していません。 この高機能 JMS の操作の詳細については、 Sun 
Microsystems の JMS 仕様を参照して ください。

手順 1 : JNDI でサーバ セッション プール ファク ト
リをルックアップする

サーバ セッシ ョ ン プール ファ ク ト リ を使用して、サーバ セッシ ョ ン  プールを作
成します。
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WebLogic JMS は、 デフォル ト では 
weblogic.jms.ServerSessionPoolFactory:<name> (<name> は、 セッシ ョ ン  
プールが作成される  JMS サーバ名 ) とい う  ServerSessionPoolFactory オブ
ジェ ク ト を  1 つ定義します。

コンフ ィグレーシ ョ ンが終了したら、 サーバ セッシ ョ ン プール フ ァ ク ト リ を
ルッ クアップするために、 まず NamingManager.InitialContext() メ ソ ッ ドを
使用して  JNDI コンテキス ト  (context) を定義します。 サーブレッ ト  アプリ ケー
シ ョ ン以外のアプリ ケーシ ョ ンの場合は、 初期コンテキス ト の作成に使用する環

境を渡す必要があ り ます。 詳細については、
NamingManager.InitialContext() Javadoc を参照して ください。

コンテキス トが定義されたら、 次のコードを使用して、 JNDI でサーバ セッシ ョ
ン プール ファ ク ト リ をルッ クアップします。

factory = (ServerSessionPoolFactory) context.lookup(<ssp_name>);

<ssp_name> には、 サーバ セッシ ョ ン プール ファ ク ト リの修飾名または非修飾
名を指定します。

サーバ セッシ ョ ン プール フ ァ ク ト リの詳細については、 2-24 ページの
「ServerSessionPoolFactory」、 または 
weblogic.jms.ServerSessionPoolFactory Javadoc を参照して ください。

手順 2 : サーバ セッション プール ファク ト リを使
用してサーバ セッシ ョン プールを作成する

以降の節で説明する  ServerSessionPoolFactory メ ソ ッ ドを使用して、 キュー 
(PTP) または ト ピッ ク  (Pub/Sub) の接続コンシューマで使用するサーバ セッシ ョ
ン プールを作成できます。

サーバ セッシ ョ ン プールの詳細については、 2-24 ページの
「ServerSessionPool」、 または javax.jms.ServerSessionPool Javadoc を参照し
て ください。
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キュー接続コンシューマで使用するサーバ セッション プール
を作成する

ServerSessionPoolFactory には、 キュー接続コンシューマ用のサーバ セッ
シ ョ ン プールを作成する、 次のメ ソ ッ ドが用意されています。

public ServerSessionPool getServerSessionPool(
  QueueConnection connection,
  int maxSessions,
  boolean transacted,
  int ackMode,
  String listenerClassName
) throws JMSException

サーバ セッシ ョ ン プールに関連付けられるキュー接続、 接続コンシューマ (手
順 3 で作成予定 ) で取得できる並行セッシ ョ ンの最大数、 セッシ ョ ンを ト ランザ
クシ ョ ン処理するかど うか、 確認応答モード  ( ト ランザクシ ョ ン処理されない
セッシ ョ ンの場合にのみ適用可能 )、 およびインスタンス化され、 メ ッセージの
受信および並行処理に使用される メ ッセージ  リ スナ ク ラスを指定する必要があ
り ます。 

ServerSessionPoolFactory ク ラス メ ソ ッ ドの詳細については、
weblogic.jms.ServerSessionPoolFactory Javadoc を参照して ください。 
ConnectionConsumer ク ラスの詳細については、
javax.jms.ConnectionConsumer Javadoc を参照して ください。

ト ピック接続コンシューマで使用するサーバ セッション プー
ルを作成する

ServerSessionPoolFactory には、 ト ピ ッ ク接続コンシューマ用のサーバ セッ
シ ョ ン プールを作成する、 次のメ ソ ッ ドが用意されています。

public ServerSessionPool getServerSessionPool(
  TopicConnection connection,
  int maxSessions,
  boolean transacted,
  int ackMode,
  String listenerClassName
) throws JMSException
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サーバ セッシ ョ ン プールに関連付けられる ト ピッ ク接続、 接続コンシューマ (
手順 3 で作成予定 ) で取得できる並行セッシ ョ ンの最大数、 セッシ ョ ンを ト ラン
ザクシ ョ ン処理するかど うか、 確認応答モード  ( ト ランザクシ ョ ン処理されない
セッシ ョ ンの場合にのみ適用可能 )、 およびインスタンス化され、 メ ッセージの
受信および並行処理に使用される メ ッセージ  リ スナ ク ラスを指定する必要があ
り ます。 

ServerSessionPoolFactory ク ラス  メ ソ ッ ドの詳細については、
weblogic.jms.ServerSessionPoolFactory Javadoc を参照して ください。
ConnectionConsumer ク ラスの詳細については、
javax.jms.ConnectionConsumer Javadoc を参照して ください。

手順 3 : 接続コンシューマを作成する

以下の方法のいずれかを使用して、 サーバ セッシ ョ ンを取得し、 メ ッセージを
並行処理するための接続コンシューマを作成できます。

� 『管理者ガイ ド』 の 「JMS の管理」 にある説明に従って、 コンフ ィグレー
シ ョ ン時にサーバ セッシ ョ ン プールと接続コンシューマをコンフ ィグレー
シ ョ ンします。

� 以降の節で説明されている  Connection メ ソ ッ ドをアプ リ ケーシ ョ ンに含めま
す。

ConnectionConsumer ク ラスの詳細については、 2-25 ページの
「ConnectionConsumer」、 または javax.jms.ConnectionConsumer Javadoc を参
照して ください。

キュー用の接続コンシューマを作成する

QueueConnection には、 キュー用の接続コンシューマを作成する、 次のメ ソ ッ
ドが用意されています。

public ConnectionConsumer createConnectionConsumer(
  Queue queue,
  String messageSelector,
  ServerSessionPool sessionPool,
  int maxMessages
) throws JMSException
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関連付けられるキューの名前、 メ ッセージをフ ィルタ処理するためのメ ッセージ  
セレク タ、 サーバ セッシ ョ ンにアクセスするためのサーバ セッシ ョ ン  プール、
およびサーバ セッシ ョ ンに同時に割 り当てるこ とができる メ ッセージの最大数
を指定する必要があ り ます。 メ ッセージ セレク タの詳細については、 4-71 ペー
ジの 「メ ッセージのフ ィルタ処理」 を参照して ください。

QueueConnection ク ラス  メ ソ ッ ドの詳細については、
javax.jms.QueueConnection Javadoc を参照して ください。 
ConnectionConsumer ク ラスの詳細については、
javax.jms.ConnectionConsumer Javadoc を参照して ください。

ト ピック用の接続コンシューマを作成する

TopicConnection には、 ト ピ ッ ク用の接続コンシューマを作成する、 以下の 2 
種類のメ ソ ッ ドが用意されています。

public ConnectionConsumer createConnectionConsumer(
  Topic topic,
  String messageSelector,
  ServerSessionPool sessionPool,
  int maxMessages
) throws JMSException

public ConnectionConsumer createDurableConnectionConsumer(
  Topic topic,
  String messageSelector,
  ServerSessionPool sessionPool,
  int maxMessages
) throws JMSException

各メ ソ ッ ドには、 関連付けられる ト ピッ クの名前、 メ ッセージをフ ィルタ処理す

るためのメ ッセージ セレク タ、 サーバ セッシ ョ ンにアクセスするためのサーバ 
セッシ ョ ン  プール、 およびサーバ セッシ ョ ンに同時に割 り当てるこ とができる
メ ッセージの最大数を指定する必要があ り ます。 メ ッセージ セレク タの詳細につ
いては、 4-71 ページの 「メ ッセージのフ ィルタ処理」 を参照して ください。

いずれのメ ソ ッ ド も接続コンシューマを作成しますが、 後者のメ ソ ッ ドは、 恒久

サブスク ラ イバで使用する恒久接続コンシューマも作成します。 恒久サブスク ラ
イバの詳細については、 4-57 ページの 「恒久サブスク リプシ ョ ンの設定」 を参
照して ください。 
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TopicConnection ク ラス メ ソ ッ ドの詳細については、
javax.jms.TopicConnection Javadoc を参照して ください。 
ConnectionConsumer ク ラスの詳細については、
javax.jms.ConnectionConsumer Javadoc を参照して ください。

例 : PTP クライアントのサーバ セッション プール
の設定

次の例では、 JMS ク ラ イアン ト用のサーバ セッシ ョ ン プールを設定する方法を
示します。 startup() メ ソ ッ ドは、 4-17 ページの 「例 :PTP アプリ ケーシ ョ ンの
設定」 で説明されている  examples.jms.queue.QueueSend の例の init() メ
ソ ッ ド とほぼ同じです。 このメ ソ ッ ドでもサーバ セッシ ョ ン プールを設定でき
ます。 

次の例に startup() メ ソ ッ ドを示し、 併せて各設定手順も述べます。

サーバ セッシ ョ ン プール アプリ ケーシ ョ ンを実装するには、 次のパッケージを
インポート  リ ス ト に追加します。

import weblogic.jms.ServerSessionPoolFactory

セッシ ョ ン プールの作成に必要なセッシ ョ ン  プール フ ァ ク ト リの静的変数を定
義します。

private final static String SESSION_POOL_FACTORY=
"weblogic.jms.ServerSessionPoolFactory:examplesJMSServer";

private QueueConnectionFactory qconFactory;
private QueueConnection qcon;
private QueueSession qsession;
private QueueSender qsender;
private Queue queue;
private ServerSessionPoolFactory sessionPoolFactory;
private ServerSessionPool sessionPool;
private ConnectionConsumer consumer;

必要な JMS オブジェ ク ト を作成します。 

public String startup(
  String name,
  Hashtable args
) throws Exception
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{
  String connectionFactory = (String)args.get("connectionFactory");
  String queueName = (String)args.get("queue");
  if (connectionFactory == null || queueName == null) {
 throw new   
IllegalArgumentException("connectionFactory="+connectionFactory+
                                         ", queueName="+queueName);
    }
  Context ctx = new InitialContext();
  qconFactory = (QueueConnectionFactory)

ctx.lookup(connectionFactory);
  qcon =qconFactory.createQueueConnection();
  qsession = qcon.createQueueSession(false,

Session.AUTO_ACKNOWLEDGE);
  queue = (Queue) ctx.lookup(queueName);
  qcon.start();

手順 1 JNDI でサーバ セッシ ョ ン  プール ファ ク ト リ をルッ クアップします。

  sessionPoolFactory = (ServerSessionPoolFactory)
    ctx.lookup(SESSION_POOL_FACTORY);

手順 2 次のよ うに、サーバ セッシ ョ ン プール フ ァ ク ト リ を使用してサーバ セッシ ョ ン 
プールを作成します。

  sessionPool = sessionPoolFactory.getServerSessionPool(qcon, 5,
   false, Session.AUTO_ACKNOWLEDGE,
   examples.jms.startup.MsgListener);

このコードでは、 以下のよ うに定義されています。

� qcon は、 サーバ セッシ ョ ン  プールに関連付けられるキュー接続を示しま
す。

� 5 は、接続コンシューマ (手順 3 で作成予定 ) で取得できる並行セッシ ョ ンの
最大数を示します。

� false は、 セッシ ョ ンを ト ランザクシ ョ ン処理しないこ と を示します。

� AUTO_ACKNOWLEDGE は、 確認応答モードを示します。

� examples.jms.startup.MsgListener は、 インスタンス化され、 メ ッセー
ジの受信および並行処理に使用される メ ッセージ リ スナを示します。

手順 3 次のよ うに、 接続コンシューマを作成します。

  consumer = qcon.createConnectionConsumer(queue, "TRUE",
sessionPool, 10);

このコードでは、 以下のよ うに定義されています。
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� queue は、 関連付けられるキューを示します。

� TRUE は、 メ ッセージをフ ィルタ処理するためのメ ッセージ セレク タを示し
ます。

� sessionPool は、 サーバ セッシ ョ ンにアクセスするためのサーバ セッシ ョ
ン プールを示します。

� 10 は、 サーバ セッシ ョ ンに同時に割 り当てる こ とができる メ ッセージの最
大数を示します。

この例で使用した JMS ク ラスの詳細については、 2-5 ページの 「WebLogic JMS 
のク ラス」、 または javax.jms Javadoc を参照して ください。

例 : Pub/Sub クライアントのサーバ セッション 
プールの設定

次の例では、 JMS ク ラ イアン ト用のサーバ セッシ ョ ン プールを設定する方法を
示します。 startup() メ ソ ッ ドは、 4-21 ページの 「例 :Pub/Sub アプリ ケーシ ョ
ンの設定」 で説明されている  examples.jms.topic.TopicSend の例の init() 
メ ソ ッ ド とほぼ同じです。 このメ ソ ッ ドでもサーバ セッシ ョ ン プールを設定で
きます。 

次の例に startup() メ ソ ッ ドを示し、 併せて各設定手順も述べます。

サーバ セッシ ョ ン プール アプリ ケーシ ョ ンを実装するには、 次のパッケージを
インポート  リ ス ト に追加します。

import weblogic.jms.ServerSessionPoolFactory

セッシ ョ ン プールの作成に必要なセッシ ョ ン  プール フ ァ ク ト リの静的変数を定
義します。

private final static String SESSION_POOL_FACTORY=
"weblogic.jms.ServerSessionPoolFactory:examplesJMSServer";

private TopicConnectionFactory tconFactory;
private TopicConnection tcon;
private TopicSession tsession;
private TopicSender tsender;
private Topic topic;
private ServerSessionPoolFactory sessionPoolFactory;
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private ServerSessionPool sessionPool;
private ConnectionConsumer consumer;

必要な JMS オブジェク ト を作成します。 

public String startup(
  String name,
  Hashtable args
) throws Exception

{
  String connectionFactory = (String)args.get("connectionFactory");
  String topicName = (String)args.get("topic");
  if (connectionFactory == null || topicName == null) {
 throw new   
IllegalArgumentException("connectionFactory="+connectionFactory+
                                         ", topicName="+topicName);
    }
  Context ctx = new InitialContext();
  tconFactory = (TopicConnectionFactory)

ctx.lookup(connectionFactory);
  tcon = tconFactory.createTopicConnection();
  tsession = tcon.createTopicSession(false, 

Session.AUTO_ACKNOWLEDGE);
  topic = (Topic) ctx.lookup(topicName);
  tcon.start();

手順 1 JNDI でサーバ セッシ ョ ン  プール ファ ク ト リ をルッ クアップします。

  sessionPoolFactory = (ServerSessionPoolFactory)
    ctx.lookup(SESSION_POOL_FACTORY);

手順 2 次のよ うに、サーバ セッシ ョ ン プール フ ァ ク ト リ を使用してサーバ セッシ ョ ン 
プールを作成します。

  sessionPool = sessionPoolFactory.getServerSessionPool(tcon, 5,
   false, Session.AUTO_ACKNOWLEDGE,
   examples.jms.startup.MsgListener);

このコードでは、 以下のよ うに定義されています。

� tcon は、 サーバ セッシ ョ ン  プールに関連付けられる ト ピッ ク接続を示しま
す。

� 5 は、接続コンシューマ (手順 3 で作成予定 ) で取得できる並行セッシ ョ ンの
最大数を示します。

� false は、 セッシ ョ ンを ト ランザクシ ョ ン処理しないこ と を示します。

� AUTO_ACKNOWLEDGE は、 確認応答モードを示します。
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� examples.jms.startup.MsgListener は、 インスタンス化され、 メ ッセー
ジの受信および並行処理に使用される メ ッセージ  リ スナを示します。

手順 3 次のよ うに、 接続コンシューマを作成します。

  consumer = tcon.createConnectionConsumer(topic, "TRUE",
sessionPool, 10);

このコードでは、 以下のよ うに定義されています。

� topic は、 関連付けられる ト ピッ クを示します。

� TRUE は、 メ ッセージをフ ィルタ処理するためのメ ッセージ セレク タを示し
ます。

� sessionPool は、 サーバ セッシ ョ ンにアクセスするためのサーバ セッシ ョ
ン プールを示します。

� 10 は、 サーバ セッシ ョ ンに同時に割 り当てる こ とができる メ ッセージの最
大数を示します。

この例で使用した JMS ク ラスの詳細については、 2-5 ページの 「WebLogic JMS 
のク ラス」、 または javax.jms Javadoc を参照して ください。 

マルチキャストの使い方

マルチキャス ト を使用する こ とによって、 後でメ ッセージをサブスク ライバに転

送する、 指定したホス トのグループにメ ッセージを配信できます。

マルチキャス ト には、 次のよ う な利点があ り ます。

� ホス ト  グループにメ ッセージをほとんど リ アルタイムに配信できる。

� メ ッセージをサブスク ラ イバに配信する場合に JMS サーバで必要になる リ
ソース量が削減されるので、 スケーラビ リ テ ィが向上する。

マルチキャス ト には、 次のよ う な制限があ り ます。

� マルチキャス ト では、 ホス ト  グループの全メ ンバーに対する メ ッセージの配
信は保証されない。 確実な配信と回復が必要なメ ッセージについては、 マル
チキャス ト を使用しないでください。 
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� 異なるバージ ョ ンの WebLogic Server との相互運用性のため、 ク ライアン ト
にはホス ト よ り もバージ ョ ンの古いリ リースの WebLogic Server はインス
トールできない。 少な く と も同じバージ ョ ンか、 それ以降のものにする必要

があ り ます。

マルチキャス ト を使用する と便利な例と しては、 株価表示があ り ます。 最新の株

価を入手する場合に重要になるのは、 信頼性よ り もタイム リーな配信です。 全部

または一部の内容が配信されな くても、 リ アルタイムの株価情報にアクセスする

と きに、 ク ライアン トは簡単に情報の再送信を要求できます。 ク ライアン トでは

情報の回復は必要と されません。 回復された情報が再配信される頃には、 その情

報は古 く て価値のないものになっています。 

次の図に、 マルチキャス トの設定に必要な手順を示します。

図 4-5   マルチキャストの設定

注意 : マルチキャス トは、 Pub/Sub メ ッセージング モデル、 および非恒久サブ
スク ライバのみでサポート されています。 

マルチキャス ト  セッシ ョ ンおよびマルチキャス ト  コンシューマに関する
モニタ統計は提供されません。

マルチキャス ト を設定する前に、 マルチキャス ト をサポートするよ う、 次のよ う

に接続フ ァ ク ト リおよび送り先をコンフ ィ グレーシ ョ ンする必要があ り ます。

� 各接続フ ァ ク ト リについては、 システム管理者が、 マルチキャス ト  セッシ ョ
ンに存在できる未処理のメ ッセージの最大数と、 最大数に達した場合に最新
のメ ッセージと最古のメ ッセージのどちらを破棄するかをコンフ ィグレー

シ ョ ンする。 メ ッセージが最大数に達する と、 DataOverrunException が送
出され、 メ ッセージは自動的に破棄されます。 これらの属性は、 動的にコン
フ ィ グレーシ ョ ンするこ と もできます (4-91 ページの 「マルチキャス ト のコ
ンフ ィグレーシ ョ ン属性の動的コンフ ィグレーシ ョ ン」 参照 )。
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� 各送り先については、 マルチキャス ト  アド レス  (IP)、 ポート 、 TTL (存続時
間 ) の各属性を指定する。 TTL 属性の設定の詳細については、 4-92 ページの
「例 : マルチキャス ト  TTL (存続時間 )」 を参照して ください。 

注意 : マルチキャス ト  IP アドレス、 ポー ト、 存続時間の各属性をコンフ ィ グ
レーシ ョ ンする場合は、 ネッ ト ワーク管理者に相談してから、 適切な値

を設定する こ と をお勧めします。

マルチキャス ト のコンフ ィグレーシ ョ ン属性の詳細については、 Administration 
Console オンライン ヘルプを参照して ください。 マルチキャス ト のコンフ ィグ
レーシ ョ ン属性は、 付録 A 「コンフ ィグレーシ ョ ン チェ ッ ク リ ス ト 」 でも簡単
に説明されています。

手順 1 : JMS アプリケーションを設定し、 マルチ
キャスト  セッシ ョンと トピック サブスクライバを
作成する

JMS アプリ ケーシ ョ ンの設定については、 4-4 ページの 「JMS アプリ ケーシ ョ ン
の設定」 で説明されています。 ただし、 セッシ ョ ンを作成する際は、 4-8 ページ
の 「手順 3 :接続を使用してセッシ ョ ンを作成する」 に説明されているよ うに、
acknowledgeMode の値を MULTICAST_NO_ACKNOWLEDGE に設定する こ とで、 セッ
シ ョ ンがマルチキャス ト  メ ッセージを受信するよ うに指定します。 

注意 : マルチキャス ト は、 Pub/Sub メ ッセージング  モデル、 および非恒久サブ
スク ライバのみでサポート されています。 マルチキャス ト  セッシ ョ ンで
恒久サブスク ライバを作成し よ う とする と、 JMSException が送出され
ます。

たとえば、次のメ ソ ッ ドは、 Pub/Sub メ ッセージング モデル用のマルチキャス ト  
セッシ ョ ンの作成方法を示します。 

tsession = tcon.createTopicSession(
     false,
  WLSession.MULTICAST_NO_ACKNOWLEDGE
);
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注意 : ク ラ イアン ト  サイ ドでは、 マルチキャス ト  セッシ ョ ンごとに、 ソケッ ト
から メ ッセージを取り出すための専用のスレッ ドが 1 つ必要になり ます。
そのため、 JMS ク ラ イアン トサイ ドのスレッ ド  プール サイズを増やして
調整する必要があ り ます。 スレッ ド  プール サイズの調整に関する詳細に
ついては、 「WebLogic JMS Performance Guide」 ホワイ ト  ペーパーの
「Tuning Thread Pools and EJB Pools」 の項を参照して ください。 JMS ク ラ
イアン ト サイ ドのスレッ ド  プールのチューニングについて書かれていま
す。

さ らに、 4-13 ページの 「TopicPublisher と  TopicSubscriber の作成」 にある説明
に従って、 ト ピ ッ ク  サブスク ライバを作成します。 

たとえば、 次のコードは、 ト ピ ッ ク  サブスク ライバの作成方法を示します。

tsubscriber = tsession.createSubscriber(myTopic);

注意 : 指定した送り先がマルチキャス ト をサポートするよ う コンフ ィグレー
シ ョ ンされていない場合、 createSubscriber() メ ソ ッ ドは失敗します。

手順 2 : メ ッセージ リスナを設定する

マルチキャス トの ト ピッ ク  サブスク ライバでは、 メ ッセージを非同期に受信す
る こ と しかできません。 マルチキャス ト  セッシ ョ ンで同期メ ッセージを受信し
よ う とする と、 JMSException が送出されます。

4-31 ページの 「メ ッセージの非同期受信」 にある説明に従って、 ト ピ ッ ク  サブ
スク ライバに対して メ ッセージ リ スナを設定します。 

たとえば、 次のコードは、 メ ッセージ リ スナの設定方法を示します。

tsubscriber.setMessageListener(this);

メ ッセージを受信する と、 WebLogic JMS では、 送り先から送信されたメ ッセー
ジのシーケンスが ト ラ ッキングされます。 マルチキャス ト  サブスク ライバの
メ ッセージ リ スナがシーケンスが異なる メ ッセージを受信する と、 その結果、 1 
つまたは複数のメ ッセージがスキップされ、 そのセッシ ョ ンの 
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ExceptionListener に SequenceGapException が送出されます。 スキップされ
たメ ッセージは、 その後配信されても破棄されます。 たとえば、 次の図では、 サ

ブスク ラ イバは 2 つの送り先から同時にメ ッセージを受信しています。

図 4-6   マルチキャストにおけるシーケンスのずれ

送り先 1 から メ ッセージ 「4」 を受信する と、 SequenceGapException が送出さ
れ、 シーケンスが異なる メ ッセージが受信されたこ とがアプリ ケーシ ョ ンに通知

されます。 その後、 メ ッセージ 「3」 が配信されても、 それは破棄されます。

注意 : やり取り される メ ッセージ数が多くなるほど、 SequenceGapException が
発生する危険性も大き くな り ます。

マルチキャストのコンフ ィグレーション属性の動的

コンフ ィグレーション

システム管理者は、 コンフ ィ グレーシ ョ ン時に、 マルチキャス ト をサポートする

よ う、 各接続フ ァ ク ト リに対して以下の情報をコンフ ィ グレーシ ョ ンします。

� マルチキャス ト  セッシ ョ ンに存在できる未処理のメ ッセージの最大数を指定
する最大メ ッセージ数

� メ ッセージが最大数に達した場合に、 最新のメ ッセージと最古のメ ッセージ

のどちらを破棄するかを指定する超過時のポ リ シー 

メ ッセージが最大数に達する と、 DataOverrunException が送出され、 メ ッ
セージは超過時のポ リ シーに基づいて自動的に破棄されます。 また、 Session ク
ラスの set メ ソ ッ ドを使用して、 最大メ ッセージ数と超過時のポ リ シーを設定す
る方法もあ り ます。 
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次の表に、 Session ク ラスの set メ ソ ッ ド と  get メ ソ ッ ドを、 動的コンフ ィグ
レーシ ョ ンが可能な属性ごとに示します。

注意 : set メ ソ ッ ドを使用して設定された値は、 コンフ ィグレーシ ョ ンされた値
よ り も優先されます。

Session ク ラス メ ソ ッ ドの詳細については、
weblogic.jms.extensions.WLSession Javadoc を参照して ください。 マルチ
キャス ト のコンフ ィグレーシ ョ ン属性の詳細については、Administration Console 
オンライン ヘルプの 「JMS の送り先」 を参照して ください。 

例 : マルチキャスト  TTL (存続時間 )

注意 : 次の図は、 マルチキャス ト  TTL (存続時間 ) 送り先コンフ ィ グレーシ ョ
ン属性が、 ルータを経由した メ ッセージの配信に影響する様子を説明す

るための単純な例です。 マルチキャス ト  TTL 属性をコンフ ィグレーシ ョ
ンする場合は、 ネッ ト ワーク管理者に相談してから、 適切な値を設定す

る こ と をお勧めします。 

マルチキャス ト  TTL は、 メ ッセージの存続時間に依存しません。

次の例では、 マルチキャス ト  TTL 送り先コンフ ィグレーシ ョ ン属性が、 ルータ
を経由した メ ッセージの配信に影響する様子を示します。 マルチキャス トのコン
フ ィ グレーシ ョ ン属性の詳細については、 Administration Console オンラ イン ヘ
ルプの 「JMS の送り先」 を参照して ください。 

次のよ う なネッ ト ワーク図があ り ます。

表 4-6  メ ッセージ プロデューサの set メソッ ドおよび get メソッ ド

属性 set メソッ ド get メソッ ド

最大メ ッセージ

数

public void setMessagesMaximum(
  int messagesMaximum
) throws JMSException

public int getMessagesMaximum(
) throws JMSException

超過時のポ リ

シー

public void setOverrunPolicy (
  int overrunPolicy
) throws JMSException

public int getOverrunPolicy(
) throws JMSException
4-92 WebLogic JMS プログラマーズ ガイ ド

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/javadocs/weblogic/jms/extensions/WLSession.html
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/ConsoleHelp/domain_jmsdestinationtable.html
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/ConsoleHelp/domain_jmsdestinationtable.html


マルチキャス トの使い方
図 4-7   マルチキャスト  TTL の例

この図では、ネッ ト ワークは 3 つのサブネッ ト で構成されています。サブネッ ト  
A にはマルチキャス ト  パブ リ ッシャがあ り、 サブネッ ト  B および C にはそれぞ
れ 1 台ずつマルチキャス ト  サブスク ライバがあ り ます。

マルチキャス ト  TTL 属性が 0 に設定されている  ( メ ッセージはルータを経由で
きず、現在のサブネッ トにしか配信されないこ と を示す ) 場合は、 サブネッ ト  A 
にあるマルチキャス ト  パブリ ッシャでメ ッセージがパブ リ ッシュされても、
メ ッセージはどのマルチキャス ト  サブスク ライバにも配信されません。

マルチキャス ト  TTL 属性が 1 に設定されている  ( メ ッセージは 1 台のルータを経
由できるこ とを示す ) 場合、 サブネッ ト  A にあるマルチキャス ト  パブ リ ッシャ
でメ ッセージがパブリ ッシュされる と、 サブネッ ト  B にあるマルチキャス ト  サ
ブスク ラ イバでメ ッセージが受信されます。 

同様に、 マルチキャス ト  TTL 属性が 2 に設定されている  ( メ ッセージは 2 台の
ルータを経由できるこ とを示す ) 場合、 サブネッ ト  A にあるマルチキャス ト  パ
ブリ ッシャでメ ッセージがパブ リ ッシュされる と、 サブネッ ト  B および C にあ
るマルチキャス ト  サブスク ライバでメ ッセージが受信されます。
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分散送り先の使用

複数の物理的送り先 ( キューと ト ピッ ク ) を単一の分散送り先セッ トのメ ンバー
と してコンフ ィ グレーシ ョ ンできるよ うにするこ とで、 WebLogic JMS は、 ク ラ
スタ内の 1 台のサーバに障害が発生した場合でもサービスを継続します。 適切に
構成する と、 プロデューサと コンシューマがその分散送り先に対して メ ッセージ

を送受信できるよ うにな り ます。 WebLogic JMS は、 分散送り先内で利用可能な
全送り先メ ンバーにメ ッセージの負荷を分散します。 サーバの障害で送り先メン

バーがアクセスできな く なった場合、 ト ラフ ィ ッ クはセッ ト内の他のアクセス可
能な送り先メ ンバーにリダイレ ク ト されます。

Administration Console を使用して分散送り先をコンフ ィ グレーシ ョ ンする手順
については、 『管理者ガイ ド』 の 「分散送り先のコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照

して ください。

以下の節では、 JMS アプリ ケーシ ョ ンで分散送り先を使用する方法について説
明します。

� 分散送り先へのアクセス

� 分散送り先メ ンバーへのアクセス

� 分散送り先における メ ッセージのロード  バランシング

� 分散送り先の移行

分散送り先へのアクセス

分散送り先は、 実際には一連の物理的な JMS 送り先メ ンバー ( キューまたは ト
ピッ ク ) となっており、 これには単一の JNDI 名を使用してアクセスします。 こ
のため、 分散送り先は JNDI を使用してルッ クアップできます。 実装されるイン
タフェースは javax.jms.Destination で、 これはプロデューサ、 コンシュー
マ、 およびブラウザの作成に使用できます。

宛先はク ラスタ内の複数の WebLogic Server からサービスを受けるこ とができる
ため、 createQueue() メ ソ ッ ドまたは createTopic() メ ソ ッ ドのどちらかを
使って送り先の参照を作成する と きに提供される名前は、 単純に 
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JMSDistributedQueueMBean または JMSDistributedTopicMBean コンフ ィ グ
レーシ ョ ン MBean 名とな り ます。 JMS サーバ名や区切り用のフォワード  スラ ッ
シュ  (/) は必要あ り ません。 

たとえば、 次のコードは、 分散送り先 ト ピッ ク  メ ンバーのルッ クアップ方法を
示します。

topic = myTopicSession.createTopic("myDistributedTopic");

注意 : createQueue() メ ソ ッ ド または createTopic() メ ソ ッ ドを呼び出す際、
フォワード  スラ ッシュ  (/) を含む文字列は、 送り先ではなく、 分散送り
先メ ンバーの名前である と見なされます。 このよ う な分散送り先メ ン

バーが存在しない場合、 呼び出しは InvalidDestinationException で
失敗します。

分散キューのルックアップ

分散キューは、 一連の物理的な  JMS キューのメ ンバーです。 したがって、 分散
キューは QueueSender、 QueueReceiver、 および QueueBrowser を作成するた
めに使用できます。 分散キューが複数の物理的キューを表すとい う事実は、 アプ

リ ケーシ ョ ンには全 く意識されません。

キューのメンバーはどこにでも配置できますが、 単一のサーバ ク ラスタ内にあ
る  JMS サーバからサービスを受ける必要があ り ます。 分散キューに送信される
メ ッセージは、 分散キューの一連のメ ンバー内にある物理的キューの 1 つだけに
送られます。 キューのメ ンバーに届いたメ ッセージは、 そのキューのメ ンバーの

コンシューマのみが受信できるよ うにな り ます。 

注意 : キューのメンバーがメ ッセージをキューの他のメ ンバーに転送できるよ
うにするには、 Administration Console の [転送の遅延 ] 属性をコンフ ィ
グレーシ ョ ンします。 この属性はデフォル トでは無効になっています。

この属性は、 コンシューマではな く、 メ ッセージだけを持つ分散キュー

のメ ンバーが、 コンシューマを持つキューの他のメ ンバーにメ ッセージ

を転送する と きに待機する時間を秒単位で定義します。
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QueueSender

キュー センダを作成した後、 作成時に提供したキューが分散キューであった場
合は、 センダを使用してメ ッセージが作成されるたびに、 どのキューのメ ンバー

がそのメ ッセージを受信するかの判断が下されます。 各メ ッセージは単一の物理

的キューのメ ンバーに送信されます。 

メ ッセージが複製される こ とは一切あ り ません。 このため、 メ ッセージは送信元

のキューのメ ンバーのみから受信できます。 メ ッセージの受信前にその物理的

キューが使用できな くなった場合は、 そのキューのメ ンバーがオンラ インに復帰

するまでこのメ ッセージを受信できなく な り ます。

メ ッセージを分散キューに送信して、 その分散キューのキュー レシーバがメ ッ
セージを受信する こ と を期待するだけでは十分とは言えません。 メ ッセージは 1 
つの物理的キューのメ ンバーだけに送信されるため、 そのキューのメ ンバーで受

信またはリ スンするキュー レシーバが存在する必要があ り ます。

注意 : コンシューマを持たない分散キューに対するロード  バランシングの
ヒ ュー リ ステ ィ ッ クについては、 4-104 ページの 「ロード  バランシング
の ヒ ューリ ステ ィ ッ ク」 を参照して ください。

QueueReceiver

キュー レシーバを作成する際は、 提供したキューが分散キューの場合、 単一の
物理的キューのメ ンバーが作成時にレシーバと して選ばれます。 作成された  
QueueReceiver は、 キュー レシーバがキュー メ ンバーのアクセスを失 う までそ
のキュー メ ンバーに固定されます。 この時点で、 コンシューマは次のよ うに 
JMSException を受信します。 

� キュー レシーバが同期レシーバである場合は、 例外がユーザに直接返され
る。 

� キュー レシーバが非同期レシーバである場合は、 例外が 
ConsumerClosedException の内部に配信され、 それがコンシューマ セッ
シ ョ ンに定義されている  ExceptionListener (存在する場合 ) に配信され
る。
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このよ う な例外を受信した場合、 アプ リ ケーシ ョ ンは自分のキュー レシーバを
終了し、 再作成できます。 分散キュー内で他のキュー メンバーを使用できる場
合は、 新しいキューレシーバが作成され、 これらのキュー メ ンバーのいずれか
に固定されます。 他のキュー メ ンバーを使用できない場合、 キュー レシーバの
再作成はできないため、 後で作成を試みる必要があ り ます。

注意 : コンシューマを持たない分散キューに対するロード  バランシングの
ヒ ューリ ステ ィ ッ クについては、 4-104 ページの 「ロード  バランシング
の ヒ ューリ ステ ィ ッ ク」 を参照して ください。

QueueBrowser

キュー ブラウザを作成する際は、 提供されているキューが分散キューの場合、
単一の物理的キューのメ ンバーが作成時にブラウザと して選ばれます。 作成され

たキュー ブラウザは、 レシーバがキュー メ ンバーのアクセスを失 う までその
キューメ ンバーに固定されます。 その時点でキュー ブラウザを呼び出した場合
は、 JMSException が発行されます。 列挙を呼び出した場合は、
NoSuchElementException が返されます。

注意 : キュー ブラウザは固定されているキュー メ ンバーのみを閲覧できます。
分散キューが作成時に指定されている場合でも、キュー ブラウザが分散
送り先内の他のキュー メンバーのメッセージを表示または閲覧すること
はできません。これは、サーバ アフィニティが分散送り先で有効にされ
ている場合でも同じです。

分散トピックのルックアップ

分散 ト ピッ クは、 一連の物理的な JMS ト ピ ッ クのメ ンバーです。 このため、 分
散 ト ピ ッ クは TopicPublisher と  TopicSubscriber を使用して作成できます。
分散 ト ピッ クが複数の物理的ト ピッ クを表すとい う事実は、 アプ リ ケーシ ョ ンに

は全 く意識されません。

注意 : 恒久サブスク ライバ (DurableTopicSubscriber) は、 分散 ト ピッ クに対
しては作成できません。 ただし、 分散 ト ピ ッ クのメ ンバーに対して恒久

サブスク リプシ ョ ンを作成する こ とはできます。 こ うする と、 他のト

ピッ ク  メ ンバーは、 恒久サブスク リプシ ョ ンを持つト ピッ ク  メ ンバーに
メ ッセージを転送します。
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ト ピ ッ ク  メ ンバーはどこにでも配置できますが、 単一の WebLogic Server、 また
はク ラスタ内の任意の数のサーバによってサービスを受ける必要があ り ます。 分

散 ト ピッ クに送信されたメ ッセージは、 分散 ト ピッ ク  セッ ト内の ト ピッ ク  メ ン
バーすべてに送信されます。 このため、 分散 ト ピッ クのすべてのサブスク ラ イバ

は、 分散 ト ピ ッ ク用にパブリ ッシュ されたメ ッセージを受信できます。 

送り先の ト ピッ ク  メ ンバーに直接パブリ ッシュ されたメ ッセージ  (つま りパブ
リ ッシャが送り先を指定しなかったメ ッセージ ) も、 その分散 ト ピ ッ クのメン
バーすべてに転送されます。 これには、 最初に分散 ト ピ ッ クにサブスク ライブし

たサブスク ライバと、 その特定の ト ピッ ク  メ ンバーにたまたま割 り当てられて
いるサブスク ラ イバが含まれます。 つま り、 特定の分散 ト ピッ クのメ ンバーに

メ ッセージをパブ リ ッシュする と、 それが分散 ト ピ ッ クの他のメ ンバーすべてに

自動的に転送されます。 これは、 分散 ト ピ ッ クにメ ッセージをパブ リ ッシュする

と、 その分散 ト ピ ッ クのメ ンバーすべてにメ ッセージが自動的に転送されるこ と

と同じです。 特定の分散送り先のメ ンバーのルッ クアップの詳細については、
4-101 ページの 「分散送り先メ ンバーへのアクセス」 を参照して ください。

分散トピックへのメッセージ駆動型 Bean のデプロイ

MDB を分散 ト ピッ クにデプロイ し、 JMS サーバ上の分散 ト ピッ クの 2 つのメ ン
バーをホス ト しているク ラスタ内の WebLogic Server インスタンスを対象と した
場合、 MDB は分散 ト ピ ッ クのいずれのメ ンバーにもデプロイ されます。 これ
は、 MDB が分散 ト ピ ッ クのメンバーの送り先名に固定されているからです。 

したがって、 WebLogic Server インスタンスにデプロイ されている分散 ト ピ ッ ク
のメ ンバー数に応じて、 MDB ごとに [送信メ ッセージ数 ] * [分散 ト ピ ッ クのメ
ンバー数 ] のメ ッセージを受信するこ とにな り ます。 たとえば、 JMS サーバに 2 
つの分散 ト ピ ッ クのメ ンバーが含まれている場合、各メンバーに 1 つ、合わせて  
2 つの MDB がデプロイ されるので、 2 倍の数のメ ッセージを受信する こ とにな
り ます。

TopicPublisher

ト ピ ッ ク  パブリ ッシャを作成する際、 提供されている送り先が分散送り先であ
る場合、 その送り先に送信される メ ッセージはすべて次のよ うに、 分散 ト ピッ ク

のアクセス可能な ト ピッ ク  メ ンバーすべてに送信されます。 
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� 1 つまたは複数の分散 ト ピ ッ ク  メ ンバーにアクセスできず、 送信する メ ッ
セージが非永続的である場合、 メ ッセージはアクセス可能な ト ピッ ク  メ ン
バーのみに送信される。 

� 1 つまたは複数の分散 ト ピ ッ ク  メ ンバーにアクセスできず、 送信する メ ッ
セージが永続的である場合、 メ ッセージは格納され、 アクセスできなかった

メ ンバーにアクセスできるよ うになったと きに転送される。 ただし、 ト ピッ

ク  メ ンバーに JMS ス ト アがコンフ ィ グレーシ ョ ンされている場合は、 メ ッ
セージの永続的な保管のみが行われます。 

注意 : 永続ス ト レージを利用している分散メンバーに対しては、 最初にメ ッ
セージを転送するためにあらゆる努力がなされます。 ただし、 分散メ
ンバーがいずれもス ト レージを利用していない場合でも、 メ ッセージ

は 4-101 ページの 「分散送り先における メ ッセージのロード  バラン
シング」 で説明されるよ うに、 選択されているロード  バランシング  
アルゴ リズムに従って、 メ ンバーのいずれかに送信されます。

� 分散 ト ピッ ク  メ ンバーすべてにアクセスできない場合 ( メ ッセージが永続的
であるか非永続的であるかにかかわらず ) は、 パブリ ッシャがメ ッセージを
送信し よ う と したと きに JMSException が発行される。

TopicSubscriber

ト ピ ッ ク  サブスク ラ イバの作成時に、 提供されている ト ピッ クが分散 ト ピ ッ ク
の場合、 ト ピ ッ ク  サブスク ライバはその分散 ト ピッ クにパブ リ ッシュされた
メ ッセージを受信します。 ト ピ ッ ク  サブスク ライバが分散 ト ピッ クの ト ピッ ク  
メ ンバーの 1 つまたは複数にアクセスできない場合は、 メ ッセージが永続的であ
るか非永続的であるかに応じて次の事態が発生します。

� アクセスできない 1 つまたは複数の分散 ト ピ ッ ク  メ ンバーにパブリ ッシュさ
れた永続メ ッセージは、 これらのメ ンバーがアクセス可能になったと きに、

これらのメンバーの ト ピッ ク  サブスク ライバによって受信される。 ただし、
ト ピ ッ ク  メ ンバーに JMS ス ト アがコンフ ィグレーシ ョ ンされている場合は、
メ ッセージの永続的な保管のみが行われます。

� アクセスできない分散 ト ピ ッ ク  メ ンバーにパブリ ッシュ された非永続メ ッ
セージは、 その ト ピッ ク  サブスク ライバには送信されない。

注意 : 分散 ト ピッ ク  メ ンバーをホス ト している  JMS サーバで JMS ス ト アが
コンフ ィグレーシ ョ ンされている場合は、 そのメ ンバー送り先と関連

付けられているすべての分散 ト ピ ッ ク  システム サブスク ライバが恒
久サブスク リプシ ョ ン と して扱われます ( ト ピ ッ ク  メンバーで JMS 
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ス ト アが明示的にコンフ ィ グレーシ ョ ンされていない場合も同様 )。 
そのよ う な状況で、 それらの分散 ト ピ ッ ク  サブスク ライバに送信さ
れたすべてのメ ッセージを記憶する と、 予期せずにメモ リ とディ ス ク

が消費される こ とにな り ます。 したがって、 分散送り先をデプロイす
る と きに推奨される設計上のベス ト  プラ クテ ィ スは、 すべてのメ ン
バー送り先で、 恒久メ ッセージで JMS ス ト アあ り、 または非恒久
メ ッセージで JMS ス ト アなし、 とい う一貫性のあるコンフ ィグレー
シ ョ ンをする こ とです。 たとえば、 すべての分散 ト ピ ッ ク  サブスク ラ
イバを非恒久にしたいが、 関連付けられている  JMS サーバで JMS ス
ト アが使用されるために一部のメ ンバー送り先で JMS ス ト アが暗黙
的にコンフ ィグレーシ ョ ンされている場合は、 各メンバー送り先で明

示的に StoreEnabled 属性を  False に設定して JMS サーバの設定をオー
バーライ ドする必要があ り ます。

最終的に、 ト ピ ッ ク  サブスク ライバは物理的な ト ピッ ク  メ ンバーに固定されま
す。 その ト ピッ ク  メ ンバーにアクセスできな く なった場合は、 次のよ うに ト
ピ ッ ク  サブスク ラ イバに JMSException が発行されます。

� ト ピ ッ ク  サブスク ライバが同期サブスク ライバである場合は、 例外がユーザ
に直接返される。  

� ト ピ ッ ク  サブスク ライバが非同期サブスク ラ イバである場合は、 例外が 
ConsumerClosedException の内部に配信され、 それがコンシューマ セッ
シ ョ ンに定義されている  ExceptionListener (存在する場合 ) に配信され
る。

このよ う な例外を受信した場合、 アプ リ ケーシ ョ ンは ト ピッ ク  サブスク ライバ
を終了して再作成できます。 分散 ト ピッ ク内のその他の ト ピッ ク  メ ンバーにア
クセス可能な場合は、 新しい ト ピッ ク  サブスク ライバが作成され、 これらの ト
ピッ ク  メ ンバーのいずれかに固定されます。 他の ト ピッ ク  メ ンバーにアクセス
できない場合、 ト ピ ッ ク  サブスク ライバの再作成はできないため、 後で作成を
再試行する必要があ り ます。
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分散送り先メンバーへのアクセス

分散送り先内の分散メ ンバーにアクセスするには、コンフ ィ グレーシ ョ ンされた  
JNDI 名を使用して分散メ ンバーをルッ クアップするか、 JMS サーバ名と  
JMSQueueMBean または JMSTopicMBean コンフ ィ グレーシ ョ ン  MBean 名をフォ
ワード  スラ ッシュ  (/) で区切って、 createQueue() メ ソ ッ ドまたは 
createTopic() メ ソ ッ ドのどちらかに提供する必要があ り ます。 

たとえば、 次のコードは、 JMS サーバ (myServer) 上の分散キュー (myQueue) の
特定のメ ンバーをルッ クアップする方法を示します。

queue = myQueueSession.createQueue("myServer/myQueue");

注意 : createQueue() メ ソ ッ ド または createTopic() メ ソ ッ ドを呼び出す際、
フォワード  スラ ッシュ  (/) を含む文字列は、 送り先ではなく、 分散送り
先メ ンバーの名前である と見なされます。 このよ う な分散送り先メ ン

バーが存在しない場合、 呼び出しは InvalidDestinationException で
失敗します。

分散送り先におけるメ ッセージのロード  バランシ
ング

WebLogic JMS は分散送り先を使用して、 複数の物理的送り先にメ ッセージの負
荷を分散し、 バランスを取るこ とができます。 これによって、 リ ソースがさ らに

効率的に利用され、 応答時間が改善されます。 WebLogic JMS のロード  バランシ
ング アルゴ リズムでは、 メ ッセージの送信先となる物理的送り先に加えて、 コ
ンシューマの割 り当て先の物理的送り先も決定されます。

分散送り先のロード  バランシングのコンフ ィグレーシ ョ ンの詳細については、
『管理者ガイ ド』 の 「メ ッセージのロード  バランシングのコンフ ィグレーシ ョ
ン」 を参照して ください。
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ロード  バランシング オプション

WebLogic JMS は、 任意の送り先セッ ト に含まれている複数の物理的送り先間で
メ ッセージのロード  バランシングを行う ための 2 種類のアルゴ リズムをサポー
ト しています。 これらのロード  バランシング オプシ ョ ンのどちらかを選択する
には、 Adminstration Console で分散 ト ピ ッ クまたは分散キューをコンフ ィグレー
シ ョ ンします。

� ラウンド ロビン分散

� ランダム分散

ラウンドロビン分散

ラウンド ロビン アルゴ リズムでは、 WebLogic JMS は送り先内の物理的送り先の
序列を管理します。 メ ッセージの負荷は、 WebLogic Server コンフ ィグレーシ ョ
ン (config.xml) フ ァ イルに定義されている順番で、 一度に 1 つずつ物理的送り
先に分散されます。 各 WebLogic Server は、 同一の序列を維持しますが、 その序
列内の位置は異な り ます。 特定の分散送り先を使用して単一のサーバ内で複数の

スレ ッ ドを実行する と、 スレッ ドから メ ッセージが生成されるたびに、 メ ンバー

が割 り当てられている物理的送り先に関連して、 これらのスレ ッ ドが互いに影響

し合う こ とにな り ます。 ラウンド ロビンはデフォル トのアルゴ リズムで、 コン

フ ィ グレーシ ョ ンの必要はあ り ません。

特定の分散送り先に対し、 セッ ト内の物理的送り先のいずれかに重みが割 り当て

られている場合、 それらの物理的送り先は序列内に複数回発生します。 たとえ

ば、 送り先 A、 B、 および C の重みがそれぞれ 2、 5、 および 3 である場合、序列
は A、 B、 C、 A、 B、 C、 B、 C、 B、 B とな り ます。 つま り、 い くつものパスが
基本的な序列 (A、 B、 C) 内に組み込まれます。 パスの数は、 セッ ト内の送り先
の最大の重みと等し くな り ます。 それぞれのパスでは、 パスの序数値以上の重み

を持つ送り先のみが序列に含められます。 このロジッ クに従 う と、 こ こに挙げた
例では次の結果が生じます。

� A は 2 回のパスの後に序列から除外される。 

� C は 3 回のパスの後に除外される。 

� B だけは 4 回目と  5 回目のパスにも残る。
4-102 WebLogic JMS プログラマーズ ガイ ド



分散送り先の使用
ランダム分散

ランダム分散アルゴ リズムでは、 物理的送り先に割り当てられている重みを使用

して、 一連の物理的送り先の重み付き送り先を計算します。 メ ッセージの負荷

は、 疑似ランダム的に送り先にアクセスするこ とで、 物理的送り先に分散されま

す。 短期的には、 負荷は重みには直接比例しません。 長期的には、 極限に近い分

散が行われます。 純粋なランダム分散は、 重みすべてに同じ値を設定するこ とで

達成できます。 この値は通常 1 です。

メ ンバーが追加または除去された (管理者が行うか、 WebLogic Server がシャッ
ト ダウンまたは再起動した結果発生したもの ) 場合は、 分散を再計算する必要が
あ り ます。 ただし、 このよ う なイベン トは頻繁に発生せず、 計算は通常単純で、

O(n) 時間で実行されます。

コンシューマのロード  バランシング

アプ リ ケーシ ョ ンがコンシューマを作成する と きは、 送り先を提供する必要があ

り ます。 その送り先が分散送り先を表す場合、 WebLogic JMS ではコンシューマ
のメ ッセージ受信元となる物理的送り先を見つける必要があ り ます。 どの送り先
メ ンバーを使用するかは、 4-102 ページの 「ロード  バランシング  オプシ ョ ン」
に説明されているロード  バランシング アルゴ リズムのいずれかを用いて選択し
ます。 選択は一度だけ、 つま り コンシューマが作成されたと きに行います。 その
後、 コンシューマはそのメ ンバーのみから メ ッセージを受信するよ うにな り ま

す。 

プロデューサのロード  バランシング

プロデューサがメ ッセージを送信する と き、 WebLogic JMS はメ ッセージが送信
される送り先を確認します。 送り先が分散送り先である場合は、 メ ッセージの送

信先が WebLogic JMS によって決定されます。 つま り、 プロデューサは 4-102 
ページの 「ロード  バランシング オプシ ョ ン」 で説明されているロード  バランシ
ング アルゴ リズムのいずれかに従って、 送り先のメ ンバーのいずれかに送信し
ます。 

プロデューサはメ ッセージを送信するたびにこのよ う な決定を行います。 ただ

し、 コンシューマとプロデューサ間の序列の保証が脅かされるこ とはあ り ませ

ん。 コンシューマのロード  バランシングがいったん行われる と、 コンシューマ
は単一の送り先メ ンバーに固定されるためです。
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注意 : プロデューサが永続メ ッセージを分散送り先に送信し よ う と した場合、
永続ス ト レージを利用している分散メ ンバーにまずメ ッセージが転送さ

れるよ う、 あらゆる努力をします。 ただし、 分散メンバーがいずれも永

続ス ト レージを利用していない場合でも、 メ ッセージは選択されている

ロードバランシング  アルゴ リズムに従って、 メ ンバーのいずれかに送信
されます。

ロード  バランシングのヒューリスティ ック

4-102 ページの 「ロード  バランシング オプシ ョ ン」 に説明されているアルゴ リ
ズムに加えて、 WebLogic JMS では送り先のインスタンスを選択する と きに次の
ヒ ュー リ ステ ィ ッ クが使用されます。

� ト ランザクシ ョ ン アフ ィニティ

� サーバ アフ ィニティ

� コンシューマのないキュー

ト ランザクシ ョ ン アフ ィニテ ィ

ト ランザクシ ョ ン セッシ ョ ン内で複数のメ ッセージを作成する と きは、 作成さ
れたメ ッセージすべてを同じ  WebLogic Server に送信し よ う と します。 つま り、
セッシ ョ ンが単一の分散送り先に複数のメ ッセージを送信した場合は、 すべての

メ ッセージが同じ物理的送り先に転送されます。 セッシ ョ ンによって複数のメ ッ

セージが複数の異なる分散送り先に送信された場合は、 同じ  WebLogic Server が
サービスを提供する一連の物理的送り先が選択されるよ う にな り ます。

サーバ アフ ィニテ ィ

分散送り先でサーバ アフィニティ オプションが有効になっている場合、ドメイ
ン内の分散送り先のすべてのメンバーでコンシューマまたはプロデューサのロー

ド バランシングを試行する前に、WebLogic Server インスタンスはまず同じ 
WebLogic Server インスタンスで動作しているローカル メンバーの間でロード バ
ランシングを試行します。

JMS 接続ファクトリの [サーバ アフィニティを有効化 ] オプションを使用した分
散送り先のサーバ アフィニティのコンフィグレーションに関する詳細について
は、『管理者ガイド』の「分散送り先のサーバ アフィニティのコンフィグレー
ション」を参照してください。
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注意 : [Server Affinity Enabled サーバ アフ ィニティ を有効化 ] 属性は、 キュー 
ブラウザに影響を与えません。 したがって、 分散キューで作成された
キュー ブラウザは、 サーバ アフ ィニティが有効な場合でも リモートの分
散キュー メ ンバーに固定できます。 

コンシューマのないキュー

複数のリモートの物理的キュー間でコンシューマのロード  バランシングを行う
場合、 1 つまたは複数のキューにコンシューマがないと き、 それらのキューだけ
がロード  バランシングの対象とな り ます。 セッ ト内の物理的キューすべてに少
なく と も  1 つのコンシューマが含まれるよ うになる と、 標準のアルゴ リズムが適
用されます。

また、 プロデューサがメ ッセージを送信する と き、 コンシューマのないキューは

メ ッセージ作成の対象にはなり ません。 ただし、 任意のキューのインスタンスの

いずれにもコンシューマが含まれていない場合を除きます。

ロード  バランシングの回避

アプ リ ケーシ ョ ンは、 個別の物理的送り先に直接アクセスするこ とで、 ロード  
バランシングを回避できます。 つま り、 物理的送り先に JNDI 名がない場合で
も、 createQueue() メ ソ ッ ドまたは createTopic() メ ソ ッ ドを使用して参照す
るこ とができます。

� JNDI ルッ クアップ

� CreateQueue() and CreateTopic()

� 接続ファ ク ト リ

JNDI ルックアップ

物理的送り先に JNDI 名がある場合は、 JNDI を使用してルッ クアップできます。
それによって返された送り先を使用する と、 コンシューマまたはレシーバを作成

できます。 
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CreateQueue() and CreateTopic()

アプリ ケーシ ョ ンでは、 createQueue() メ ソ ッ ドや createTopic() メ ソ ッ ドを
使用して ト ピッ クまたはキューの参照を取得するこ と もできます。 これらのメ

ソ ッ ドを使用する と きは、 参照先の送り先を識別するベンダ固有の文字列を提供

する必要があ り ます。 WebLogic JMS 用のベンダ固有の文字列は、
server/destination の形式になっています。 こ こで、 「server」 は JMS サーバ名で、
「destination」 はその JMS サーバ上のキューまたは ト ピッ クの名前を表します。

接続ファク ト リ

アプリ ケーシ ョ ンにおいて、 分散送り先を使用して、 複数の物理的送り先間でプ

ロデューサやコンシューマを分散、 つま りバランスさせるこ とは行っても、 メ ッ

セージが作成されるたびにロード  バランシングの決定を行いた く ない場合は、 [
ロード  バランスを有効化 ] 属性を無効 (False に設定 ) にした状態で、接続ファ ク
ト リ を使用します。

分散送り先のロード  バランシングのコンフ ィ グレーシ ョ ンの詳細については、
『管理者ガイ ド』 の 「メ ッセージのロード  バランシングのコンフ ィ グレーシ ョ
ン」 を参照して ください。

[サーバ アフ ィニティを有効化 ] 属性を使用した場合の分散送
り先のロード  バランシングへの影響

次の表では、JMS 接続ファクトリの [サーバ アフィニティを有効化 ] 属性の設定
が、分散送り先メンバーのロード バランシングの優先順位にどのように影響す
るかを説明します。ロード  バランシングの優先順位は、 操作のタイプや、 恒久
サブスク リプシ ョ ンまたは永続メ ッセージが関係するかど うかによって異なり ま

す。 

分散送り先の [ サーバ アフ ィニテ ィを有効化 ] 属性は、 ClusterMBean の [デ
フォル トのロード  バランス アルゴ リズム ] 属性によって提供されるサーバ ア
フ ィニティ とは異な り ます。 後者は、 JMS 接続ファ ク ト リによって、 ク ライア
ン ト接続の初期コンテキス ト  アフ ィニティの作成に使用されます。 詳細について
は、 『WebLogic Server ク ラスタ  ユーザーズ ガイ ド』 の 「EJB と  RMI オブジェ ク
ト のロード  バランシング」 を参照して ください。
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表 4-7  サーバ アフ ィニティのロード  バランシングの優先順位

実行する操作 [サーバ アフ ィ
ニティ を有効化

] 属性

ロード  バランシングの優先順位

� キューの createReceiver() 

� ト ピ ッ クの 
createDurableSubscriber
()

True 1. コンシューマを持たないローカル メ ン
バー

2. ローカル メ ンバー

3. コンシューマを持たない リモート  メ ン
バー

4. リモー ト  メ ンバー

キューの createReceiver() False 1. コンシューマを持たないメンバー

2. メ ンバー

ト ピッ クの 
createSubscriber()

(注意 : 非恒久サブスク ラ イバ )

True または False 1. コンシューマを持たないローカル メ ン
バー

2. ローカル メ ンバー

3. ローカル プロキシ ト ピ ッ ク  ( 『管理者
ガイ ド』 の 「分散送り先のシステム  サ
ブスク リプシ ョ ン とプロキシ  ト ピ ッ ク  
メ ンバーのモニタ」 を参照 )

� キューの createSender()

� ト ピ ッ クの 
createPublisher()

True または False JMS プロデューサの作成におけるロード  バ
ランシングは、 別のマシンで行われるわけ

ではない。 JMS プロデューサは、 JMS 接続
のロード  バランシングを行うサーバまたは 
JMS 接続の固定先となるサーバで作成され
る。 .

接続ファ ク ト リ を使用して作成した JMS 接
続のロード  バランシングについては、
『WebLogic Server ク ラ スタ  ユーザーズ  ガ
イ ド』 の 「EJB と  RMI オブジェク トのロー
ド  バランシング」 を参照。
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永続メ ッセージの

� QueueSender.send() 

True 1. コンシューマと ス ト アを持つローカル 
メ ンバー

2. コンシューマと ス ト アを持つリモー ト  
メ ンバー

3. ス ト アを持つローカル メ ンバー

4. ス ト アを持つリモート  メ ンバー

5. コンシューマを持つローカル メ ンバー

6. コンシューマを持つリモー ト  メ ンバー

7. ローカル メ ンバー

8. リモート  メ ンバー

永続メ ッセージの

� QueueSender.send() 

False 1. コンシューマと ス ト アを持つメンバー

2. ス ト アを持つメンバー

3. コンシューマを持つメンバー

4. メ ンバー

非永続メ ッセージの

� QueueSender.send() 

True 1. コンシューマを持つローカル メ ンバー

2. コンシューマを持つリモー ト  メ ンバー

3. ローカル メ ンバー

4. リモート  メ ンバー

表 4-7  サーバ アフ ィニティのロード  バランシングの優先順位

実行する操作 [サーバ アフ ィ
ニティを有効化

] 属性

ロード  バランシングの優先順位
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分散送り先の移行

WebLogic Server 7.0 サービス移行機能を利用する  JMS の実装では、 JMS サーバ
に障害が発生した場合、 ク ラスタ内の別の  WebLogic Server に、 分散送り先のメ

ンバーと と もにサーバを移行できます。 ただし、 移行先の WebLogic Server は物
理的送り先すべてを持つ JMS サーバを既にホス ト している可能性があ り ます。
このよ う な場合は、 同じ  WebLogic Server が単一の送り先に対して  2 つの物理的
送り先をホス トするよ う な状況が生じます。 WebLogic Server はその送り先に対

して複数の物理的送り先をホス ト できるため、 これは短期的には許容できます

が、 このよ う な状況でのロード  バランシングは効果が半減します。

このよ う な状況では、移行先の WebLogic Server 上の JMS サーバは独立して動作
します。 これは、 2 つの送り先インスタンスの結合や、 1 つのインスタンスの無
効化を避けるためです。 このよ うなこ とが発生する と、 メ ッセージが長時間使用

できな くなる場合があ り ます。 ただし、 長期的な目的は、 移行された  JMS サー
バをク ラスタ内のさ らに別の WebLogic Server に最終的に再移行するこ とにあ り
ます。 

JMS 移行可能先のコンフ ィグレーシ ョ ンの詳細については、 3-7 ページの 「JMS 
移行可能対象のコンフ ィ グレーシ ョ ン」 を参照して ください。

非永続メ ッセージの

� QueueSender.send()

False 1. コンシューマを持つメンバー

2. メ ンバー

セッシ ョ ン  プール キューおよび
ト ピッ クの 
createConnectionConsumer(
)

True または False 1. ローカル メ ンバーのみ

注意 : セッシ ョ ン プールは、 現在はあま り
使用されない。 その理由と しては、 J2EE 
仕様で必要な くなったこ と、 JTA ユーザ ト
ランザクシ ョ ンをサポー ト していないこ

と、 よ りシンプルで管理がしやすく機能性

の高いメ ッセージ駆動型 Bean (MDB) で代
用されるよ うになったこ となどが挙げられ

る。

表 4-7  サーバ アフ ィニティのロード  バランシングの優先順位

実行する操作 [サーバ アフ ィ
ニティ を有効化

] 属性

ロード  バランシングの優先順位
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分散送り先のフェイルオーバ

JMS プロデューサと JMS コンシューマの JMS 接続をホストしているサーバ イン
スタンスで障害が発生した場合、その接続を使用するすべてのプロデューサとコ

ンシューマが閉じられ、それらがクラスタ内の別のサーバ インスタンスで再作
成されることはありません。 JMS 送り先をホストしているサーバ インスタンス
で障害が発生した場合にも、その送り先の JMS コンシューマがすべて閉じられ、
それらがクラスタ内の別のサーバ インスタンスで再作成されることはありませ
ん。

キュー プロデューサが作成された分散キュー メ ンバーに障害が発生したにもか
かわらず、プロデューサの JMS 接続が存在する  WebLogic Server インスタンスが
引き続き稼動している場合、 プロデューサはそのまま稼動し、 [ ロード  バランス
] オプシ ョ ンが有効になっているかど う かに関係なく、 WebLogic JMS によって
別の分散キュー メ ンバーにフェイルオーバされます。

WebLogic Server の障害の回復手順の詳細については、 『管理者ガイ ド』 の 「JMS 
の管理」 を参照して ください。
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5 WebLogic JMS によるト ランザク
シ ョンの使い方

以下の節では、 WebLogic JMS でト ランザクシ ョ ンを使用する方法について説明
します。

� ト ランザクシ ョ ンの概要

� JMS ト ランザクシ ョ ン セッシ ョ ンの使い方

� JTA ユーザ ト ランザクシ ョ ンの使い方

� メ ッセージ駆動型 Bean を使用した JTA ユーザ ト ランザクシ ョ ン内の非同期
メ ッセージング

� 例 : JTA ユーザ ト ランザクシ ョ ンにおける  JMS と  EJB

注意 : この節で説明する  JMS ク ラスの詳細については、 Sun Microsystems の 
Java Web サイ ト にある以下の最新の JMS 仕様と  Javadoc を参照して くだ
さい。 （http://java.sun.com/products/jms/docs.html）

ト ランザクシ ョンの概要

ト ランザクシ ョ ンを使用する と、 アプ リ ケーシ ョ ンでは生成および消費される

メ ッセージのグループを調整し、 送受信する複数のメ ッセージを基本単位と して

処理できます。

アプ リ ケーシ ョ ンが ト ランザクシ ョ ンをコ ミ ッ トする と、 ト ランザクシ ョ ン内で

受信した全メ ッセージはメ ッセージング  システムから削除され、 ト ランザク
シ ョ ン内で送信したメ ッセージが実際に配信されます。 アプ リ ケーシ ョ ンによっ

て ト ランザクシ ョ ンがロールバッ ク された場合、 ト ランザクシ ョ ン内で受信した

メ ッセージはメ ッセージング  システムに戻され、 送信したメ ッセージは破棄さ
れます。 
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5 WebLogic JMS による ト ランザクシ ョ ンの使い方
ト ピ ッ ク  サブスク ライバによってロールバッ ク された受信メ ッセージはサブス
ク ライバに再配信されます。 キュー レシーバによってロールバッ ク された受信
メ ッセージは、 コンシューマではな くキューに再配信されます。 それによって、

キュー内の他のコンシューマがメ ッセージを受信できるよ うにします。 

たとえばオンラ イン シ ョ ッピングでは、 品物を選択し、 それをオンライン  
シ ョ ッピング カートに入れます。 注文した品物はト ランザクシ ョ ンの一部と し
て格納されますが、 チェ ッ クアウ ト して注文を確定するまでユーザの支払い義務

は発生しません。 ユーザはいつでも注文をキャンセルし、 カー ト を空にするこ と

ができます。 キャンセルによって、 現在の ト ランザクシ ョ ン内で注文がロール

バッ ク されます。

JMS で ト ランザクシ ョ ンを使用する方法には以下の 3 種類があ り ます。

� ト ランザクシ ョ ンで JMS のみを使用する場合は、 JMS ト ランザクシ ョ ン  
セッシ ョ ンを作成できます。

� EJB などの他の処理と  JMS を混在させる場合は、 JMS 非ト ランザクシ ョ ン 
セッシ ョ ンで Java Transaction API （JTA） ユーザ ト ランザクシ ョ ンを使用し
ます。 

� メ ッセージ駆動型 Bean を使用します。

1 つの JTA ユーザ ト ランザクシ ョ ンで複数の JMS サーバを有効にする場合、 ま
たは JMS の処理と  非 JMS の処理 （EJB など） を組み合わせる場合は、 2 フェー
ズ コ ミ ッ ト  ライセンスが必要です。詳細については、 5-5 ページの 「JTA ユーザ 
ト ランザクシ ョ ンの使い方」 を参照して ください。

以降の節では、 JMS ト ランザクシ ョ ン セッシ ョ ン と  JTA ユーザ ト ランザクシ ョ
ンの使い方について説明します。

注意 : ト ランザクシ ョ ンを使用する場合、 ト ランザクシ ョ ンがコ ミ ッ ト または

ロールバッ ク される前に発生する問題に対処するために、 4-50 ページの
「セッシ ョ ン例外リ スナの定義」 で説明しているよ うにセッシ ョ ン例外リ

スナを定義しておく こ と をお勧めします。

acknowledge() メ ソ ッ ドは、 ト ランザクシ ョ ン内で呼び出されても無視
されます。 recover() メ ソ ッ ドが ト ランザクシ ョ ン内で呼び出される と、
JMSException が送出されます。
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JMS ト ランザクシ ョン セッシ ョンの使い方

JMS ト ランザクシ ョ ン セッシ ョ ンは、 セッシ ョ ン内にある ト ランザクシ ョ ンを
サポート します。 JMS ト ランザクシ ョ ン セッシ ョ ンの ト ランザクシ ョ ンはセッ
シ ョ ン外には影響を及ぼしません。 たとえば、 セッシ ョ ンをロールバッ クして

も、 そのセッシ ョ ンの送受信がロールバッ ク されるだけで、 データベース更新は

ロールバッ ク されません。 JTA ユーザ ト ランザクシ ョ ンは JMS ト ランザクシ ョ
ン セッシ ョ ンでは無視されます。

JMS ト ランザクシ ョ ン セッシ ョ ンの ト ランザクシ ョ ンは、 最初の送受信処理が
発生した後で暗黙的に開始され、 互いに結び付けられます。 ト ランザクシ ョ ンを

コ ミ ッ ト またはロールバッ クする と、 他の ト ランザクシ ョ ンが自動的に始ま り ま

す。

『管理者ガイ ド』 の 「JMS の管理」 の説明に従って、 システム管理者は、 JMS ト
ランザクシ ョ ン セッシ ョ ンを使用する前に、 アプ リ ケーシ ョ ン開発環境の必要
性に応じて、 接続ファ ク ト リの属性 （ ト ランザクシ ョ ン  タイムアウ ト ） とセッ
シ ョ ン プールの属性 （ ト ランザクシ ョ ン） を調整する必要があ り ます。

JMS ト ランザクシ ョ ン セッシ ョ ンの設定および使用に必要な手順を次の図に示
します。

図 5-1   JMS ト ランザクション セッションの設定と使用
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5 WebLogic JMS による ト ランザクシ ョ ンの使い方
手順 1 : JMS アプリケーショ ンを設定し、 ト ランザ
クション セッションを作成する

4-4 ページの 「JMS アプリ ケーシ ョ ンの設定」 の説明に従って JMS アプリ ケー
シ ョ ンを設定しますが、 4-8 ページの 「手順 3 :接続を使用してセッシ ョ ンを作
成する」 でセッシ ョ ンを作成する際に、 ブール値 transacted を  true に設定し
てセッシ ョ ンを ト ランザクシ ョ ン処理されるよ うに指定します。 

たとえば、 PTP および Pub/sub メ ッセージング モデルの ト ランザクシ ョ ン  セッ
シ ョ ンを作成する方法を次の各メ ソ ッ ドで示します。

   qsession = qcon.createQueueSession(
     true, 
     Session.AUTO_ACKNOWLEDGE
   );

   tsession = tcon.createTopicSession(
     true,
     Session.AUTO_ACKNOWLEDGE
   );

定義したら、 次のセッシ ョ ン  メ ソ ッ ドでセッシ ョ ンを ト ランザクシ ョ ン処理す
るかど うかを決定できます。

   public boolean getTransacted(
   ) throws JMSException

注意 : acknowledge 値はト ランザクシ ョ ン  セッシ ョ ンでは無視されます。

手順 2 : 必要な処理を実行する

現在の ト ランザクシ ョ ンで必要な処理を実行します。
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手順 3 : JMS ト ランザクション セッションをコ ミ ッ
トまたはロールバックする

必要な処理を実行したら、 以下のメ ソ ッ ドのいずれかを実行して ト ランザクシ ョ

ンをコ ミ ッ ト またはロールバッ ク します。

ト ランザクシ ョ ンをコ ミ ッ トするには、 次のメ ソ ッ ドを実行します。

   public void commit(
   ) throws JMSException

commit() メ ソ ッ ドでは、 現在の ト ランザクシ ョ ンの送受信メ ッセージがすべて
コ ミ ッ ト されます。 受信メ ッセージはメ ッセージング  システムから削除されま
すが、 送信メ ッセージは表示されるよ うにな り ます。

ト ランザクシ ョ ンをロールバッ クするには、 次のメ ソ ッ ドを実行します。

   public void rollback(
   ) throws JMSException

rollback() メ ソ ッ ドでは、 現在の ト ランザクシ ョ ンの送信メ ッセージがキャン
セルされ、 受信メ ッセージがメ ッセージング  システムに戻されます。

commit() メ ソ ッ ド または rollback() メ ソ ッ ドが JMS ト ランザクシ ョ ン  セッ
シ ョ ン以外で発行された場合、 IllegalStateException が送出されます。

JTA ユーザ ト ランザクシ ョ ンの使い方

Java Transaction API （JTA） は、 複数のデータ  リ ソースにわたる ト ランザクシ ョ
ンをサポート します。 JTA は WebLogic Server の一部と して実装され、 ト ランザ
クシ ョ ン管理を実装するための標準 Java インタフェースを提供します。 

ト ランザクシ ョ ンを開始、 コ ミ ッ ト 、 ロールバッ クするための 
javax.transaction.UserTransaction オブジェ ク ト を使用して  JTA ユーザ ト
ランザクシ ョ ン アプリ ケーシ ョ ンをプログラ ミ ングします。 JTA ユーザ ト ラン
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5 WebLogic JMS による ト ランザクシ ョ ンの使い方
ザクシ ョ ン内に JMS と  EJB を混在させる場合、 『WebLogic JTA プログラマーズ 
ガイ ド』 の 「EJB アプリ ケーシ ョ ンの ト ランザクシ ョ ン」 で説明している とおり
に EJB から ト ランザクシ ョ ンを開始するこ と もできます。

ト ランザクシ ョ ン セッシ ョ ンの開始後に JTA ユーザ ト ランザクシ ョ ンを開始で
きます。 ただし、 JTA ユーザ ト ランザクシ ョ ンは ト ランザクシ ョ ン  セッシ ョ ン
に無視され、 ト ランザクシ ョ ン セッシ ョ ンは JTA ユーザ ト ランザクシ ョ ンに無
視されます。

WebLogic Server は 2 フェーズ コ ミ ッ ト （2PC） プロ ト コルをサポート していま
す。 2PC では、 複数の リ ソース  マネージャ間で 1 つの JTA ト ランザクシ ョ ンを
効率的に調整できるよ うにな り ます。 これによ り、 ト ランザクシ ョ ンによる更新
を関連する リ ソース マネージャのすべてでコ ミ ッ トするか、 またはすべてのリ
ソース  マネージャから完全にロール バッ ク し、 ト ランザクシ ョ ン開始前の状態
に戻すこ とで、 データの完全性が保証されます。 

注意 : このプロ ト コルをサポートするには、 独自の 2PC ト ランザクシ ョ ン ライ
センスが必要です。 2PC が関連する ト ランザクシ ョ ンの移行の詳細につ
いては、 6-1 ページの 「WebLogic JMS アプリ ケーシ ョ ンの移植」 を参照
して ください。

『Administration Console オンラ イン  ヘルプ』 の 「JMS 接続ファ ク ト リ 」 の説明
に従って、 システム管理者は、 JTA ト ランザクシ ョ ン セッシ ョ ンを使用する前
に、 [ ユーザ ト ランザクシ ョ ンを有効化 ] チェ ッ ク  ボッ クスをオンにして、 JTA 
ユーザ ト ランザクシ ョ ンをサポートするよ うに接続ファ ク ト リ をコンフ ィグ
レーシ ョ ンする必要があ り ます。

JTA ユーザ ト ランザクシ ョ ンの設定および使用に必要な手順を次の図に示しま
す。
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図 5-2   JTA ユーザ ト ランザクションの設定と使用

手順 1 : JMS アプリケーションを設定し、非ト ラン
ザクション セッシ ョンを作成する

4-4 ページの 「JMS アプリ ケーシ ョ ンの設定」 の説明に従って JMS アプリ ケー
シ ョ ンを設定しますが、 4-8 ページの 「手順 3 :接続を使用してセッシ ョ ンを作
成する」 でセッシ ョ ンを作成する際に、ブール値 transacted を false に設定し
てセッシ ョ ンを ト ランザクシ ョ ン処理されないよ うに指定します。 

たとえば、 PTP および Pub/sub メ ッセージング モデルの非ト ランザクシ ョ ン 
セッシ ョ ンを作成する方法を次の各メ ソ ッ ドで示します。 

   qsession = qcon.createQueueSession(
     false,
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     Session.AUTO_ACKNOWLEDGE
   );

   tsession = tcon.createTopicSession(
     false, 
     Session.AUTO_ACKNOWLEDGE
   );

注意 : ユーザ ト ランザクシ ョ ンがアクテ ィブな場合、 確認応答モードは無視さ
れます。 

手順 2 : JNDI でユーザ ト ランザクションをルック
アップする

アプリ ケーシ ョ ンは、 JNDI を使用して、 WebLogic Server ド メ インの 
UserTransaction オブジェ ク トに対するオブジェ ク ト参照を返します。 

JNDI コンテキス ト （context） を確立して次のよ う なコードを実行する と、
UserTransaction オブジェ ク ト をルッ クアップできます。

UserTransaction xact = 
ctx.lookup("javax.transaction.UserTransaction");

手順 3 : JTA ユーザ ト ランザクションを開始する

UserTransaction.begin() メ ソ ッ ドを使用して JTA ユーザ ト ランザクシ ョ ン
を開始します。 次に例を示します。

xact.begin();

手順 4 : 必要な処理を実行する

現在の ト ランザクシ ョ ンで必要な処理を実行します。
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手順 5 : JTA ユーザ ト ランザクションをコ ミ ッ トま
たはロールバックする

必要な処理を実行したら、 UserTransaction オブジェ ク ト の commit() メ ソ ッ

ドまたは rollback() メ ソ ッ ドを実行して、 JTA ユーザ ト ランザクシ ョ ンをコ

ミ ッ ト またはロールバッ ク します。

ト ランザクシ ョ ンをコ ミ ッ トするには、 次のメ ソ ッ ドを実行します。

   xact.commit();

commit() メ ソ ッ ドを実行する と、 WebLogic Server はト ランザクシ ョ ン マネー
ジャを呼び出して ト ランザクシ ョ ンを完了し、 現在の ト ランザクシ ョ ンで実行さ
れている全処理をコ ミ ッ ト します。 ト ランザクシ ョ ン  マネージャの役割は、 リ
ソース  マネージャ と協力してデータベースを更新するこ とです。 

ト ランザクシ ョ ンをロールバッ クするには、 次のメ ソ ッ ドを実行します。

   xact.rollback();

rollback() メ ソ ッ ドを実行する と、 WebLogic Server はト ランザクシ ョ ン マ
ネージャを呼び出して ト ランザクシ ョ ンをキャンセルし、 現在の ト ランザクシ ョ
ンで実行されている全処理をロールバッ ク します。

commit() または rollback() メ ソ ッ ドを呼び出したら、 xact.begin() を呼び
出して別の ト ランザクシ ョ ンを開始するこ と もできます。 

メ ッセージ駆動型 Bean を使用した JTA 
ユーザ ト ランザクシ ョン内の非同期メ ッ
セージング

JMS では非同期的に配信される メ ッセージでどの ト ランザクシ ョ ンを使用する
かを決定できないため、 JMS 非同期メ ッセージ配信は JTA ユーザ ト ランザク
シ ョ ンではサポート されません。 
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ただし、 メ ッセージ駆動型 Bean による代わりの方法が提供されます。 メ ッセー
ジ駆動型 Bean では、 メ ッセージ配信の直前にユーザ ト ランザクシ ョ ンを自動的
に開始できます。

メ ッセージ駆動型 Bean による非同期メ ッセージ配信については、 『WebLogic エ
ンタープラ イズ JavaBeans プログラマーズ ガイ ド』 の 「メ ッセージ駆動型 Bean 
の設計」 を参照して ください。

例 : JTA ユーザ ト ランザクシ ョンにおける 
JMS と  EJB

以下の例では、 JNDI を使用して javax.transaction.UserTransaction をルッ
クアップする こ とによ り、 JTA ユーザ ト ランザクシ ョ ン内に EJB と  JMS の処理
が混在するよ うにアプ リ ケーシ ョ ンを設定し、 JTA ユーザ ト ランザクシ ョ ンを
開始してからコ ミ ッ トする方法を示します。 この例を実行するには、 システム管

理者が接続ファ ク ト リ をコンフ ィグレーシ ョ ンする と きに、 [ ユーザ ト ランザク
シ ョ ンを有効化 ] チェ ッ ク  ボッ ク スをオンにする必要があ り ます。

注意 : この単純な JTA ユーザ ト ランザクシ ョ ンの例に加えて、
WL_HOME\samples\server\src\examples\jta\jmsjdcb デ ィ レク ト リ
にある  WebLogic JTA 付属の例も参照して ください。 WL_HOME は、
WebLogic Platform のインス トール先の最上位ディ レク ト リです。

javax.transaction.UserTransaction パッケージを含む適切なパッケージを
インポート します。

import java.io.*;
import java.util.*;
import javax.transaction.UserTransaction;
import javax.naming.*;
import javax.jms.*;

JTA ユーザ ト ランザクシ ョ ン変数などの必要な変数を定義します。

public final static String JTA_USER_XACT=
"javax.transaction.UserTransaction";
.
.
.
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例 : JTA ユーザ ト ランザクシ ョ ンにおける  JMS と  EJB
手順 1 JMS アプリ ケーシ ョ ンを設定し、 非 ト ランザクシ ョ ン  セッシ ョ ンを作成します。
JMS アプリ ケーシ ョ ンの設定については、 4-4 ページの 「JMS アプリ ケーシ ョ ン
の設定」 を参照して ください。

// JMS アプリケーションの設定手順の例は次のとおり

  qsession = qcon.createQueueSession(false, 
    Session.CLIENT_ACKNOWLEDGE);

手順 2 JNDI で UserTransaction をルッ クアップします。

UserTransaction xact = (UserTransaction) 
               ctx.lookup(JTA_USER_XACT);

手順 3 JTA ユーザ ト ランザクシ ョ ンを開始します。

xact.begin();

手順 4 必要な処理を実行します。

// JMS および EJB 処理をここで実行

手順 5 JTA ユーザ ト ランザクシ ョ ンをコ ミ ッ ト します。

xact.commit()
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5 WebLogic JMS による ト ランザクシ ョ ンの使い方
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6 WebLogic JMS アプリケーショ ン
の移植

以下の節では、 新しいバージ ョ ンの WebLogic Server に WebLogic JMS アプリ
ケーシ ョ ンを移植する方法について説明します。

� 既存の機能の変更点

� 既存のアプリ ケーシ ョ ンの移植

� JDBC データベース  ス ト アの削除

既存の機能の変更点

Sun Microsystem の JMS 仕様に従って既存の機能が変更されました。移植手順を
開始する前に、 次の表で変更点を確認して ください。

� 5.1 と  6.0 の既存の機能の変更点

� 6.0 と  6.1 の既存の機能の変更点
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6 WebLogic JMS アプリケーシ ョ ンの移植
5.1 と  6.0 の既存の機能の変更点

次の表に、 WebLogic Server バージ ョ ン  5.1 の既存の機能の変更点を示します。
また、 その結果と してコードを変更する必要がある場合は、 そのコード も併せて
示します。 JMS 仕様のバージ ョ ン変更履歴については、 仕様の第 11 章 「Change 
History」 を参照して ください。 

カテゴリ 説明 コードの変更点

接続ファ ク

ト リ

2 つのデフォル ト接続ファ ク ト リ が非推奨に
なっている。 該当するファ ク ト リ の JNDI 名
は次のとおり。
� javax.jms.QueueConnectionFactory
� javax.jms.TopicConnectionFactory

下位互換性を維持するため、 これら  2 つの接
続ファ ク ト リの JNDI 名は現在でも定義およ
びサポート されている。

WebLogic JMS 6.x 以降では、
weblogic.jms.ConnectionFactory とい
う接続ファ ク ト リがデフォル トで定義され
ている。

Administration Console を使用して、 ユーザ
定義の接続ファ ク ト リ を指定するこ と もで
きる。

注意 : デフォル トの接続ファ ク ト リ を使用
する場合は、 接続ファ ク ト リ がデプ
ロイ される可能性のある  WebLogic 
Server を限定できない。 特定の 
WebLogic Server を対象にする場合
は、 新しい接続ファ ク ト リ を作成
し、 適切な WebLogic Server の対象
を指定する。

新しいデフォル ト またはユーザ定義の
接続ファ ク ト リ  ク ラスを使用するため
に、 非推奨のク ラ スを使用している既
存のコードを変更するこ とが望ましい。 

例と して、 デフォル トのキュー接続
ファ ク ト リ を使用して次の定数を指定
した場合を示す。
public final static String 
JMS_FACTORY="javax.jms.QueueCon
nectionFactory"

この場合、 新しいユーザ定義の接続
ファ ク ト リ を使用するためには定数を
次のよ うに変更する。
public final static String 
JMS_FACTORY="weblogic.jms.Queue
ConnectionFactory"

旧バージ ョ ンとの下位互換性を保つた
めには、 接続ファ ク ト リのコンフ ィグ
レーシ ョ ン時に [ メ ッセージの短縮を許
可 ] チェッ ク  ボッ クスおよび [ ユーザ 
ト ランザクシ ョ ンを有効化 ] チェ ッ ク  
ボッ クスをオンにする必要がある。 

接続ファ ク ト リの定義の詳細について

は、 Administration Console オンラ イン  
ヘルプの 「JMS 接続ファ ク ト リ 」 を参

照。

特定の WebLogic Server でデフォル ト接続
ファ ク ト リ をインス タンス化するには、
WebLogic Server のコンフ ィグレーシ ョ ン時
に [ デフォル ト  JMS 接続ファ ク ト リ を有効
化 ] チェ ッ クボッ クスをオンにする。

変更不要。 コンフ ィグレーシ ョ ンで必

要と される。 詳細については、

Administration Console オンラ イン  ヘル

プの 「JMS サーバ」 を参照。
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既存の機能の変更点
接続 接続を閉じる と、 未処理の同期呼び出し と

非同期リ スナの処理が完了するまで呼び出

しがブロ ッ ク される。

変更不要。

セッシ ョ ン セッシ ョ ンを閉じる と、 未処理の同期呼び

出しおよび非同期リ スナの処理が完了する

まで、 呼び出しがブロ ッ ク される。

変更不要。

メ ッセージ 
コンシュー

マ

1 つのセッシ ョ ンで 1 つの ト ピッ クに対して

複数の ト ピ ッ ク  サブスク ラ イバが定義され

ている場合、 各コンシューマはメ ッセージ

のコピーを受信する。

変更不要。

メ ッセージ  コンシューマをク ローズする と、

メ ソ ッ ド呼び出しが完了し、 未処理の同期

アプ リケーシ ョ ンがすべてキャンセルされ

るまで、 呼び出しはブロ ッ ク される。

変更不要。

JMS 仕様に準拠するために、 接続ファ ク ト

リのコンフ ィグレーシ ョ ン時に [ メ ッセージ

の短縮を許可 ] チェ ッ ク  ボッ ク スをオンに

しない限り、 アプ リケーシ ョ ンは、

onMessage() メ ソ ッ ド内で close() メ ソ ッ

ドが呼び出されても応答しない。 確認応答

モードが AUTO_ACKNOWLEDGE の場合、 現在

のメ ッセージはまだ自動的に確認応答され

る。

変更不要。 コンフ ィグレーシ ョ ンで必

要と される。 詳細については、

Administration Console オンラ イン ヘル

プの 「JMS 接続ファ ク ト リ 」 を参照。

カテゴリ 説明 コードの変更点
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6 WebLogic JMS アプリケーシ ョ ンの移植
メ ッセージ 
ヘッダ  
フ ィールド

JMSMessageID ヘッダ フ ィールドの形式は

変更されている。

JMSMessageID で既存のメ ッセージに

アクセスする場合は、 以下の 
weblogic.jms.extensions.JMSHelp

er メ ソ ッ ドのいずれかを実行して、

JMSMessageID の形式を WebLogic JMS 
5.1 以前から  JMS 6.x に変換しなければ

ならない場合がある。

5.1 以前の JMSMessageID の形式を  6.x 
に変換する場合には、 以下を実行する。

public void 
oldJMSMessageIDToNew(
   String id, 
   long timeStamp
) throws JMSException

6.1 の JMSMessageID の形式を  6.1 以前

に変換する場合には、 以下を実行する。

public void 
newJMSMessageIDToOld(
  String id, 
  long timeStamp
) throws JMSException

カテゴリ 説明 コードの変更点
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既存の機能の変更点
送り先 createQueue() メ ソ ッ ド と  
createTopic() メ ソ ッ ドでは、 送り先が動

的には作成されず、 ベンダ固有の送り先名

で既に存在する送り先への参照が作成され

るのみ。 

createQueue() または 
createTopic() を使用しているコード

の一部を変更し、

createPermanentQueueAsync() およ

び createPermanentTopicAsync() と
い う  JMSHelper ク ラス  メ ソ ッ ド をそれ

ぞれ使用して動的に送り先を作成する。

例と して、 動的にキューを作成するた

めに次のメ ソ ッ ド を使用する場合を示

す。

queue=qsession.createQueue(queu
eName);

キューを動的に作成するには、 4-53 
ページの 「JMSHelper ク ラス  メ ソ ッ
ドの使い方」 のサンプル findQueue() メ
ソ ッ ドで説明されているよ うにコード

を変更する。

JMSHelper ク ラ スの詳細については、

4-53 ページの 「送り先の動的作成」

を参照。

一時的な送り先を作成する場合は、 一時的

なテンプレート を指定する必要がある。

変更不要。 コンフ ィグレーシ ョ ンで必

要と される。 詳細については、

Administration Console オンラ イン ヘル

プの 「JMS テンプレー ト 」 を参照。

その一時的な送り先のメ ッセージ  コン

シューマを作成するには、 接続のオーナで

ある こ とが必要。

一時的な送り先にメ ッセージ コン

シューマを作成する場合は、 自分が接

続のオーナである こ と を確認する。

カテゴリ 説明 コードの変更点
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6 WebLogic JMS アプリケーシ ョ ンの移植
恒久サブス

ク ラ イバ

恒久サブスク ラ イバ用に JDBC テーブルを

手動で作成する必要はない。 自動的に作成

される。

変更不要。

恒久サブスク ラ イバは必要な数だけ作成可

能。

変更不要。

ク ラ イアン ト  ID をプログラムで定義する場

合は、 接続を作成した直後に定義する必要

がある。 それ以外の場合、 例外が送出され、

その接続では他の JMS 呼び出しができな く

なる。

setClientID() メ ソ ッ ドが、 接続作成

の直後に発行されるよ うにする。 詳細

については、 4-58 ページの 「ク ラ イア
ン ト  ID の定義」 を参照。

セッシ ョ ン  
プール

セッシ ョ ン プール ファ ク ト リ、 セッシ ョ ン  
プール、 参照される接続ファ ク ト リ、 参照

される送り先、 関連する接続コンシューマ

は、 すべて同じ  JMS サーバを対象にする必

要がある。

全オブジェ ク トが同じ  JMS サーバを対

象と している こ とを確認する こ と。

WebLogic JMS バージ ョ ン 5.1 の Javadoc の
一部と して提供されていた 
SessionPoolManager インタフェース と  
ConnectionConsumerManager インタ

フェースはシステム インタフェースであ り、

ク ラ イアン ト  アプ リ ケーシ ョ ンでは使用し

ないため、 バージ ョ ン  6.x 以降の Javadoc で
は削除されている。

使用している場合は、 これらのオブ

ジェク トへの参照をク ラ イアン ト  アプ

リケーシ ョ ンから削除するこ と。

カテゴリ 説明 コードの変更点
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既存の機能の変更点
6.0 と  6.1 の既存の機能の変更点

次の表に、 WebLogic Server 6.0 の既存の機能の変更点を示します。 また、 その結
果と してコードを変更する必要がある場合は、 そのコード も併せて示します。
JMS 仕様の変更履歴については、 Sun Microsystem の JMS 仕様の第 11 章
「Change History」 を参照して ください。

ト ランザク

シ ョ ン

JMS と  EJB のデータベース呼び出しを同じ

ト ランザクシ ョ ン内で組み合わせて使用す

るには、 2 フェーズ  コ ミ ッ ト （2PC） が必要

である。 WebLogic Server の以前のリ リース

では、 同じデータベース接続プールを使用

すれば、 この  2 つを組み合わせて使用するこ

とができた。

変更不要。

受信キュー メ ッセージを回復またはロール

バッ クする と、 キューにある全コンシュー

マに対してそのメ ッセージが使用可能にな

る。 WebLogic Server の以前のリ リースで

は、 ロールバッ ク されたメ ッセージは、 そ

のメ ッセージをロールバッ ク したセッシ ョ

ンでのみ （そのセッシ ョ ンが終了するまで）

使用可能だった。

変更不要。

カテゴリ 説明 コードの変更点
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6 WebLogic JMS アプリケーシ ョ ンの移植
カテゴリ 説明 コードの変更点

接続ファ ク

ト リ

Administration Console の [ 確認応答ポ リシー ] 属
性の新しいデフォル ト値 [All] は、 JMS 仕様の変

更に従った回避策。 この新しいデフォル ト設定

は、 JMS の旧バージ ョ ンからの変更を表す。 旧

バージ ョ ンでは、 内部で [Previous] がデフォルト

となっており、 Administration Console のオプシ ョ

ンと しては表示されていなかった。 

接続ファ ク ト リ のメ ッセージの確認応答ポ リシー

と しては、 非ト ランザクシ ョ ン  セッシ ョ ンに 
CLIENT_ACKNOWLEDGE モードを使用する実装に

のみ、 [ 確認応答ポ リシー ] 属性が適用される。 

� [All] - どのメ ッセージが確認応答メ ソ ッ ド を

呼び出すかにかかわらず、 指定したセッシ ョ

ンで受信したすべてのメ ッセージを確認応答

する。

� [Previous] - 指定したセッシ ョ ンで受信したす

べてのメ ッセージを確認応答する。 ただし、

確認応答メ ソ ッ ド を呼び出したメ ッセージを

最後に、 確認応答を中止する。

メ ッセージの確認応答モードの詳細については、

2-11 ページの 「非 ト ランザクシ ョ ン セッシ ョ
ン」 を参照。

注意 : メ ッセージ駆動型 Bean （MDB） で使用さ

れる接続ファ ク ト リ では、 [ 確認応答ポ リ

シー ] フ ィールドを常に [Previous] に設定

する。 デフォル ト  MDB 接続ファ ク ト リ で

は既に設定されているが、 外部の接続

ファ ク ト リ では設定されていない可能性

がある。

確認応答メ ソ ッ ド を呼び出すメ ッ

セージ以前の受信メ ッセージを確

認応答する場合は、

Administration Console の [JMS 接
続ファ ク ト リ ] タブで、 デフォ

ル トの  [ 確認応答ポ リシー ] 設定

を  [All] から  [Previous] に変更す

る。
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既存のアプリケーシ ョ ンの移植
既存のアプリケーショ ンの移植

WebLogic Server のこの リ リースでは、 Sun Microsystem の JMS 仕様をサポート
しています。 既存の JMS アプリ ケーシ ョ ンを使用するには、 WebLogic Server の
バージ ョ ンを確認してから、 この節で説明されている適切な移植手順を実行する
必要があ り ます。

� 4.5 および 5.1 アプリ ケーシ ョ ンのバージ ョ ン  6.x への移植手順

� 6.0 アプリ ケーシ ョ ンの 6.1 への移植手順

� 6.x アプリ ケーシ ョ ンの 7.0 への移植手順

始める前に

移植手順を開始する前に、以下のリ ス ト をチェ ッ ク して、現在の WebServer JMS 
のバージ ョ ンで移植がサポート されているかど うか、 およびそのバージ ョ ンに特
殊な移植ルールが適用されているかど うかを確認する必要があ り ます。

� Weblogic Server 4.5.1 - 移植は、 SP15 に対してのみサポート されています。
すべてのサービス  パッ クを実行している場合は、 BEA カスタマ サポート ま
でお問い合わせください。 

� Weblogic Server 5.1 - SP07 または SP08 の場合、 既存の JDBC ス ト アをバー
ジ ョ ン 7.0 に移植する前に BEA カスタマ サポートに連絡する必要があ り ま
す。 

送り先 WLS 6.0 では、 JMS マニュアルは 
JMSDestinationMBean の StoreEnabled 属性の 
default、 true、 および false の値を正し く指

定しているが、 ソフ ト ウェアは大文字と小文字を

区別しなかった。 しかし、 バージ ョ ン  6.1 以降で

は、 StoreEnabled 設定をすべて小文字にする必

要がある。

変更不要。 コンフ ィグレーシ ョ ン

で必要と される。 詳細について

は、 Administration Console オン

ラ イン  ヘルプの 「JMS テンプ
レー ト 」 を参照。

カテゴリ 説明 コードの変更点
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6 WebLogic JMS アプリケーシ ョ ンの移植
� オブジェ ク ト  メ ッセージを移植するには、 オブジェ ク ト  ク ラスが、
Weblogic Server 7.0 のサーバ CLASSPATH 内になければな り ません。 

� Weblogic Server 7.0 でコンフ ィグレーシ ョ ンされていない送り先では、
移植された メ ッセージは失敗し、 イベン トがログに記録されます。 

� WebLogic Server 6.x - すべてのアプリ ケーシ ョ ンがバージ ョ ン  7.0 でサポー
ト されています。 ただし、 可用性の高い新しい JMS 機能をアプ リ ケーシ ョ
ンで利用したい場合は、 既存の物理的な送り先 （キューおよび ト ピッ ク） を

単一の分散送り先の一部と して構成する必要があ り ます。 詳細については、
『WebLogic JMS プログラマーズ ガイ ド』 の 「分散送り先の使用」 を参照し
て ください。

4.5 および 5.1 アプリケーションのバージョン 6.x 
への移植手順

WebLogic JMS 6.x アプリ ケーシ ョ ンを使用するには、その前に WebLogic Server 
バージ ョ ン  4.5 および 5.1 のコンフ ィグレーシ ョ ン データ と メ ッセージ  データを
次の手順で移植する必要があ り ます。

1. 移植手順を開始する前に、 WebLogic Server の旧バージ ョ ンを正し くシャ ッ
ト ダウンします。

警告 : メ ッセージの処理中に WebLogic Server の旧バージ ョ ンを突然停止す
る と、 移植の際に問題が発生するこ とがあ り ます。 旧バージ ョ ンの
サーバをシャ ッ トダウンして WebLogic Server バージ ョ ン  6.x に移植
する前に、 処理が非アクテ ィブになっている必要があ り ます。

2. 『インス トール ガイ ド』 で説明されている とおりに、 WebLogic Server 環境を
アップグレード します。

3. コンフ ィグレーシ ョ ン変換機能を使用してコンフ ィグレーシ ョ ン情報を移植
します。

コンフ ィグレーシ ョ ンの移植時に、 以下のデフォルト  キュー接続ファ ク ト リ
およびデフォルト  ト ピ ッ ク接続ファ ク ト リが有効にな り ます。

� javax.jms.QueueConnectionFactory

� javax.jms.TopicConnectionFactory

� weblogic.jms.ConnectionFactory
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既存のアプリケーシ ョ ンの移植
最初の 2 つの接続ファ ク ト リは非推奨になっていますが、 下位互換性のため
にこの リ リースでも定義されており、 使用できます。 新しいデフォルト接続
ファ ク ト リの詳細については、 6-2 ページの 「5.1 と  6.0 の既存の機能の変更
点」 の表を参照して ください。

JMS の管理者は、 コンフ ィグレーシ ョ ンの変換結果を見直して、 アプ リ ケー
シ ョ ンのニーズが満たされているかど うかを確認する必要があ り ます。 この
場合、 バージ ョ ン 5.1 と同様に、 JMS 属性はすべて単一のノードにマップさ
れます。

注意 : バージ ョ ン 6.0 以降では、 JMS キューはコンフ ィグレーシ ョ ン時に定
義され、 データベース  テーブル内には保存されません。 メ ッセージ 
データ と恒久サブスク リプシ ョ ンは、 2 つの JDBC テーブルまたは
ファ イル システムのデ ィ レク ト リに格納されます。

4. 既存の JDBC データベース  ス ト アの自動移植作業を準備します。 

a. 既存の JDBC データベースのバッ クアップを作成します。 

b. 移植されたコンフ ィグレーシ ョ ン情報 （手順 2 を参照） に、 既存の JDBC 
データベース  ス ト アと全く同じ属性を持つ JDBC データベース  ス ト アが
ある こ と、 また、 そのス ト アを使用する新しい JMS サーバで、 既存の 
JMS サーバと同じ送り先とその送り先の属性が定義されているこ と を確
認します。

c. 新しい JDBC データベース  ス ト アが既にある場合、 中身が空であるこ と
を確認します。 

新しい JDBC データベース  ス ト アが必要に応じて自動移植中に作成され
ます。 

d. JDBC データベース  ス ト アで必要な量の 2 倍のディ スク  スペースがシス
テムにある こ と を確認します。 

移植中には、 既存のデータベース情報と新しいデータベース情報がディ
スク上に併存するため、 2 倍のディ スク  スペースが必要にな り ます。 移
植が完了したら、 6-13 ページの 「JDBC データベース  ス ト アの削除」 の
説明に従って古い JDBC データベース  ス ト アを削除できます。

5. 必要に応じて既存のコードを更新し、 6-2 ページの 「5.1 と  6.0 の既存の機能
の変更点」 で説明されている機能の変更点を反映させます。

6. WebLogic Server を起動する と、 既存の JDBC データベース ス ト アが自動的
に移植されます。 
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6 WebLogic JMS アプリケーシ ョ ンの移植
注意 : 何らかの理由で自動移植が失敗した場合、 自動移植は次に WebLogic 
Server が起動したと きに再試行されます。

6.0 アプリケーションの 6.1 への移植手順

WebLogic JMS 6.x アプリ ケーシ ョ ンを使用するには、その前に WebLogic Server 
6.0 のコンフ ィグレーシ ョ ン データ と メ ッセージ  データを次の手順で移植する必
要があ り ます。

1. バージ ョ ン  6.0 での接続ファ ク ト リのコンフ ィグレーシ ョ ンを確認します。
バージ ョ ン  6.1 のデフォルト接続ファ ク ト リ を呼び出すプログラムを修正し
て、 以下の接続ファ ク ト リのいずれかがロード されるよ う にする必要がある

場合があ り ます。

� バージ ョ ン  6.0 のデフォルト接続ファ ク ト リのいずれか

� カスタム接続ファ ク ト リ

2. 移植手順を開始する前に、 バージ ョ ン  6.0 の WebLogic Server を正し く
シャ ッ トダウンします。

警告 : メ ッセージの処理中に WebLogic Server の旧バージ ョ ンを突然停止す
る と、 移植の際に問題が発生するこ とがあ り ます。 旧バージ ョ ンの
サーバをシャ ッ トダウンして WebLogic Server バージ ョ ン  6.x に移植
する前に、 処理が非アクテ ィブになっている必要があ り ます。

3. 『インス トール ガイ ド』 で説明されている とおりに、 WebLogic Server 環境を
アップグレード します。

4. 必要に応じて既存のコードを更新し、 6-2 ページの 「5.1 と  6.0 の既存の機能
の変更点」 で説明されている機能の変更点を反映させます。

警告 : バージ ョ ン 6.1 の WebLogic Server を起動する前に、バージ ョ ン  6.0 の
ス ト アをバッ クアップします。 これは、 バージ ョ ン  6.0 のサーバでは 
6.1 のス ト アを使用できないためです。 使用する と、 データが破損す
るおそれがあ り ます。

5. バージ ョ ン  6.1 の WebLogic Server を起動します。 このサーバでは、 6.0 以前
のス ト アがそのまま使用されます。
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JDBC データベース ス ト アの削除
6.x アプリケーションの 7.0 への移植手順

すべての WebLogic JMS 6.x アプリ ケーシ ョ ンがバージ ョ ン 7.0 でサポート され
ています。 ただし、 可用性の高い新しい JMS 機能をアプ リ ケーシ ョ ンで利用し
たい場合は、 既存の物理的な送り先 （キューおよびト ピッ ク） を単一の分散送り

先の一部と して構成する必要があ り ます。 

JMS 分散送り先の使用方法の詳細については、 『WebLogic JMS プログラマーズ 
ガイ ド』 の 「分散送り先の使用」 を参照して ください。

JDBC データベース ストアの削除

移植が完了したら、 付録 B 「JDBC データベース  ユーテ ィ リ テ ィ 」 の説明に従っ
て、 utils.Schema ユーテ ィ リ テ ィで古い JDBC データベース テーブルを削除す
る必要があ り ます。

移植中に、 ローカル作業ディ レク ト リで DDL ファ イルが生成および保存されま
す。 DDL ファ イルには、 drop_<jmsServerName>_oldtables.ddl とい う名前
が付けられます。 <jmsServerName> は JMS サーバ名を示します。 JDBC データ
ベース  ス ト アを削除するには、 utils.Schema ユーテ ィ リ テ ィでこの DDL ファ
イルを引数と して指定します。 

たとえば、 MyJMSServer とい う  JMS サーバから古い JDBC データベース ス ト ア
を削除するには、 次のコマンドを実行します。

java utils.Schema jdbc:weblogic:oracle weblogic.jdbc.oci.Driver -s 
server -u user1 -p foobar -verbose drop_MyJMSServer_oldtables.ddl

utils.Schema ユーテ ィ リ テ ィの詳細については、 付録 B 「JDBC データベース  
ユーテ ィ リ テ ィ 」 を参照して ください。
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A コンフ ィグレーション チェ ックリ

スト

以下の節では、 さまざまな WebLogic JMS の機能に関するモニタ用チェ ッ ク リ ス
ト を示します。

� サーバ ク ラスタ

� JTA ユーザ ト ランザクシ ョ ン

� JMS ト ランザクシ ョ ン

� メ ッセージの配信

� 非同期メ ッセージの配信

� 永続的メ ッセージ

� メ ッセージの並行処理

� マルチキャス ト

� 恒久サブスク リプシ ョ ン

� 送り先のソート順

� 一時的な送り先

� しきい値と割り当て

コンフ ィグレーシ ョ ン属性の設定については、 『管理者ガイ ド』 を参照して くだ
さい。 各コンフ ィグレーシ ョ ン属性の詳細については、 『Administration Console 
オンライン ヘルプ』 を参照して ください。
WebLogic JMS プログラマーズ ガイ ド A-1

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/adminguide/index.html
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/ConsoleHelp/index.html
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サーバ クラスタ

サーバ ク ラスタをサポートするには、 以下のコンフ ィグレーシ ョ ンを行います。

� [接続ファ ク ト リ ] ノードの [対象 ] タブで、対象となる  WebLogic Server を指
定します。

� [ サーバ ] ノードの [対象 ] タブで、 対象となる  WebLogic Server を指定しま
す。

JTA ユーザ ト ランザクシ ョン

JTA ユーザ ト ランザクシ ョ ンをサポートするには、 以下のコンフ ィグレーシ ョ
ンを行います。

� [接続ファ ク ト リ ] ノードの [コンフ ィグレーシ ョ ン｜ ト ランザクシ ョ ン ] タブ
にある  [ ユーザ ト ランザクシ ョ ンを有効化 ] チェ ッ ク  ボッ クスをオンにし
て、 接続ファ ク ト リの JTA ユーザ ト ランザクシ ョ ン  モードを設定します。

JMS ト ランザクシ ョン

JMS ト ランザクシ ョ ン セッシ ョ ンをサポートするには、 以下のコンフ ィグレー
シ ョ ンを行います。

� [接続ファ ク ト リ ] ノードの [コンフ ィグレーシ ョ ン｜ ト ランザクシ ョ ン ] タブ
にある  [ ト ランザクシ ョ ン タイムアウ ト ] 属性で、 接続ファ ク ト リの ト ラン
ザクシ ョ ン タイムアウ ト値を設定します。

� [セッシ ョ ン プール ] ノードの [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブにある  [処理済 ] 
チェ ッ クボッ クスをオンにして、 セッシ ョ ン  プールの ト ランザクシ ョ ン 
モードを設定します。
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メ ッセージの配信
メ ッセージの配信

メ ッセージ配信の属性を定義するには、 以下のコンフ ィグレーシ ョ ンを行いま
す。

� [接続ファ ク ト リ ] ノードの [ コンフ ィグレーシ ョ ン｜一般 ] タブで、接続ファ
ク ト リの優先順位、 存続時間、 配信時間、 配信モードの属性を設定します。

� [送り先 ] ノードの [ コンフ ィグレーシ ョ ン｜オーバライ ド ] タブで、送り先の
優先度、 存続時間、 配信時間、 配信モードのオーバーラ イ ドの属性を設定し
ます。

� [送り先 ] ノードの [ コンフ ィグレーシ ョ ン｜再配信 ] タブで、送り先の再配信
遅延、 再配信の制限、 エラー送り先の属性を設定します。

注意 : 以上の設定は、 4-23 ページの 「メ ッセージの送信」 で説明されているよ

うに、 メ ッセージの送信時または set メ ソ ッ ドの使用時にメ ッセージ プ
ロデューサで動的に設定するこ と もできます。 

送り先のコンフ ィグレーシ ョ ン属性は他のすべての設定に優先します。 

非同期メ ッセージの配信

非同期セッシ ョ ンの間に存在し、 メ ッセージ  リ スナにまだ渡されていないメ ッ
セージの最大数を定義するには、 以下のコンフ ィグレーシ ョ ンを行います。

� [接続ファ ク ト リ ] ノードの [ コンフ ィグレーシ ョ ン｜一般 ] タブで、 [最大
メ ッセージ数 ] 属性を設定します。

永続的メ ッセージ

注意 : 恒久サブスク リプシ ョ ンがある ト ピッ クでのみ、 送り先は永続的にな り
ます。 恒久サブスク リプシ ョ ンの詳細については、 4-57 ページの 「恒久
サブスク リプシ ョ ンの設定」 を参照して ください。
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永続メ ッセージングをサポートするには、 以下のコンフ ィグレーシ ョ ンを行いま
す。

� [ ス ト ア ] ノードでファ イルまたは JDBC ス ト アを作成します。

� [サーバ ] ノードの [ コンフ ィグレーシ ョ ン｜一般 ] タブにある  [ ス ト ア ] を設
定して、 JMS サーバのバッキング  ス ト アを指定します。

注意 : 2 つの JMS サーバで同じバッキング  ス ト アを使用するこ とはできま
せん。

� 以下の属性のいずれかを  [永続 ] または [非永続 ] に設定してデフォルト  メ ッ
セージ配信モードを指定します。

� [接続ファ ク ト リ ] ノードの [コンフ ィグレーシ ョ ン｜一般] タブにある  [デ
フォルト配信モード ] 属性

� [送り先] ノードの [コンフ ィグレーシ ョ ン｜オーバライ ド ] タブにある  [配
信モードのオーバライ ド ] 属性

注意 : 4-23 ページの 「メ ッセージの送信」 の説明に従って、 メ ッセージ送
信の配信モードを永続的に指定できます。

メ ッセージの並行処理

メ ッセージの並行処理をサポートするには、 以下のコンフ ィグレーシ ョ ンを行い
ます。

� [ セッシ ョ ン プール ] ノードの [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブで、サーバ セッ
シ ョ ン プールの属性を指定します。

� [ コンシューマ ] ノードの [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブで、接続コンシューマ
の属性を指定します。

注意 : メ ッセージの並行処理に使用するサーバ セッシ ョ ン  プール ファ ク ト リ
はコンフ ィグレーシ ョ ンできません。 WebLogic JMS は、デフォルトでは 
weblogic.jms.ServerSessionPoolFactory:<name>(<name> は、 セッ
シ ョ ン プールが作成される  JMS サーバ名 ) とい う  
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マルチキャス ト
ServerSessionPoolFactory オブジェ ク ト を  1 つ定義します。 サーバ セッ
シ ョ ン プール ファ ク ト リの使い方については、 4-76 ページの 「サーバ 
セッシ ョ ン プールの定義」 を参照して ください。

マルチキャスト

注意 : マルチキャス ト は ト ピ ッ クでのみ有効です。

ト ピ ッ クのマルチキャス ト に対しては、 以下のコンフ ィグレーシ ョ ンを行いま
す。

� [送り先 ] ノードの [ コンフ ィグレーシ ョ ン｜マルチキャス ト ] タブで、アド レ
ス、 ポート 、 存続時間 (TTL) を設定します。

� [接続ファ ク ト リ ] ノードの [ コンフ ィグレーシ ョ ン｜一般 ] タブにある  [最大
メ ッセージ数 ] 属性で、 未処理メ ッセージの最大数を設定します。

� [接続ファ ク ト リ ] ノードの [ コンフ ィグレーシ ョ ン｜一般 ] タブにある  [超過
時のポリ シー ] 属性で、 未処理メ ッセージが [最大メ ッセージ数 ] の値に達
した と きに使用するポ リ シーを指定します。

恒久サブスクリプシ ョ ン

恒久 ト ピッ ク  サブスク リプシ ョ ンをサポートするには、 以下に従ってコンフ ィ

グレーシ ョ ンして ください。

� [ ス ト ア ] ノードを使用して、 JMS ファ イル ス ト アまたは JMS JDBC 永続ス
ト アを作成します。

� [JMS サーバ |コンフ ィグレーシ ョ ン |一般] タブの [ス ト ア ] 属性のド ロップダ
ウン  リ ス トで、 コンフ ィグレーシ ョ ンしたス ト アを選択して  JMS サーバに
割り当てます。

注意 : 2 つの JMS サーバで同じ永続ス ト アを使用するこ とはできません。
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� 以下に従って、 JMS 接続ファ ク ト リ または ト ピッ ク接続のいずれかでク ライ
アン ト  ID を設定します。

– 1 つは、 接続ファ ク ト リ を ク ラ イアン ト  ID でコンフ ィグレーシ ョ ンする
方法です。 WebLogic JMS では、 ク ライアン ト  ID ご とに別々の接続ファ
ク ト リ  インスタンスを作成する こ とにな り ます。 作成した個々の接続
ファ ク ト リには、 [接続ファ ク ト リ | コンフ ィグレーシ ョ ン |一般 ] タブの 
[ ク ラ イアン ト  ID] 属性を使用して、 恒久サブス ク リプシ ョ ンを持つク ラ
イアン ト のユニークなク ラ イアン ト  ID を指定します。 アプリ ケーシ ョ ン
では、 JNDI 内でク ライアン トの ト ピ ッ ク接続ファ ク ト リ をルッ クアップ
し、 これらを使用してク ラ イアン ト  ID を含んだ接続を作成します。 

– も う  1 つの 「よ り望ましい」 方法は、 接続メ ソ ッ ドを呼び出して接続が
作成された後に、 アプ リ ケーシ ョ ンによって ト ピッ ク接続にク ラ イアン

ト  ID を設定する方法です。 詳細については、 4-57 ページの 「恒久サブス

ク リプシ ョ ンの設定」 を参照して ください。 この方法を使用する と、 デ
フォルトの接続ファ ク ト リ を使用でき  ( アプリ ケーシ ョ ンに適合している
場合 )、 コンフ ィグレーシ ョ ン情報を変更する必要があ り ません。

送り先のソート順

送り先のソー ト順をサポートするには、 以下のコンフ ィグレーシ ョ ンを行いま
す。

� [送り先キー ] ノードの [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブで、 キーの属性を設定
します。

� [送り先 ] ノードの [ コンフ ィグレーシ ョ ン｜一般 ] タブで [送り先キー] を設
定します。

一時的な送り先

一時的な送り先 ( キューまたは ト ピッ ク ) をサポートするには、 以下をコンフ ィ
グレーシ ョ ンします。
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しきい値と割り当て
� 同じ ド メ インにある  JMS サーバ用の JMS テンプレー ト。 [ テンプレー ト ] 
ノードの [ コンフ ィグレーシ ョ ン｜一般 ] タブを使用します。

� JMS サーバが一時的な送り先と して使用する  JMS テンプレー ト。 [サーバ ] 
ノードの [ コンフ ィグレーシ ョ ン｜一般 ] タブにある  JMS サーバの [一時的
なテンプレート ] 属性を使用します。

しきい値と割り当て

しきい値と割り当てに対しては、 以下のコンフ ィグレーシ ョ ンを行います。

� [ サーバ ] ノードの [ コンフ ィグレーシ ョ ン｜しきい値と割当 ] タブで、 メ ッ
セージおよびバイ トのしきい値と割り当て (最大数、 最大しきい値、 最小し
きい値 ) を設定します。

� [送り先 ] ノードの [ コンフ ィグレーシ ョ ン｜しきい値と割当 ] タブで、 メ ッ
セージおよびバイ トのしきい値と割り当て (最大数、 最大しきい値、 最小し
きい値 ) を設定します。

� [セッシ ョ ン プール] ノードの [コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブにある  [最大セッ
シ ョ ン ] 属性で、 セッシ ョ ン  プールから取得可能なセッシ ョ ンの最大数を設
定します。

� [ コンシューマ ] ノードの [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブにある  [最大メ ッセー
ジ数 ] 属性で、 接続コンシューマで蓄積可能なメ ッセージの最大数を設定し
ます。
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A コンフ ィグレーシ ョ ン  チェ ック リス ト
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B JDBC データベース ユーティ リ

ティ

以下の節では、WebLogic JMS の JDBC データベース  ス ト ア、および JDBC デー
タベース  ユーテ ィ リ テ ィを使用して既存の JDBC データベース  ス ト アを再生成
する方法について説明します。

� 概要

� JMS テーブルについて

� JDBC データベース  ス ト アの再生成

概要

JDBC utils.Schema ユーテ ィ リ テ ィ を使用する と、 既存のバージ ョ ンを削除す
るこ とで新しい JDBC データベース ス ト アを再生成できます。 JMS はこれらの
ス ト アを自動的に作成するので、 このユーテ ィ リ テ ィ を実行する必要は通常あ り
ません。 しかし、 既存の JDBC データベース  ス ト アに障害が発生した場合は、
utils.Schema ユーテ ィ リ テ ィ を使用して再生成できます。

警告 : utils.Schema コマンドは、 既存のデータベース テーブルをすべて削除
して、 新しいものを再作成するので、 実行する際には注意して ください。 

JMS テーブルについて

JMS データベースには、 自動的に生成され、 JMS 内部で使用されるシステム 
テーブルが 2 つあ り ます。
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� <prefix>JMSStore

� <prefix>JMSState

プレフ ィ ッ クス名は、 このバッキング ス ト ア内の JMS テーブルを識別します。
ユニークなプレフ ィ ッ クスを指定する と、 同一データベース内に複数のス ト アが
存在できます。 プレフ ィ ッ クスは、 JDBC ス ト アをコンフ ィグレーシ ョ ンする際
に Administration Console でコンフ ィグレーシ ョ ンされます。 プレフ ィ ッ クスは、
以下の場合にテーブルに付加されます。 

� DBMS で完全修飾名が必要な場合 

� 複数のテーブルを  1 つの DBMS に格納できるよ うにして、 2 つの WebLogic 
Server の JMS テーブルを区別する必要がある場合

プレフ ィ ッ クスは、 JMS テーブル名に付加されたと きに有効なテーブル名にな
るよ うに、 次の形式で指定する必要があ り ます。 

[[catalog.]schema.]prefix

注意 : データに障害が発生するので、 2 つの JMS ス ト アを同じデータベース  
テーブルで使用するこ とはできません。

WebLogic JMS の JDBC データベース  ス ト アのコンフ ィグレーシ ョ ンの詳細は、
『管理者ガイ ド』 の 「JMS の管理」 を参照して ください。

JDBC データベース ストアの再生成

utils.Schema ユーテ ィ リ テ ィは Java プログラムで、以下の項目を指定するコマ
ンド ライン引数を と り ます。

� JDBC ド ラ イバ

� データベース接続情報

� データベース テーブルを作成する  SQL データ定義言語 （DDL） コマンド
（セ ミ コロンで終わる） を含むファ イルの名前
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http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/adminguide/jms.html#configure_jms_stores


JDBC データベース ス ト アの再生成
通常、 DDL ファ イルには .ddl 拡張子が付いています。 DDL ファ イルは、
Pointbase、 Cloudscape、 Informix、 Sybase、 Oracle、 MS SQL Server、 IBM DB2 
および Times Ten データベース用に提供されています。

utils.Schema を実行するには、 CLASSPATH に weblogic.jar ファ イルを指定す
る必要があ り ます。

utils.Schema コマンドを次のよ うに入力します。 

java utils.Schema url JDBC_driver [options] DDL_file

次の表に、 utils.Schema コマンド ラ イン引数を示します。

引数 説明

url データベース接続 URL。 この値は、 JDBC 仕様の定義に
従ってコロン区切りの URL にする。 

JDBC_driver JDBC ド ラ イバ ク ラ スの完全パッケージ名。 

options 省略可能なコマン ド  オプシ ョ ン。 

データベースの必要に応じて、 以下のものを指定する。

� ユーザ名とパスワード。 次のよ うに指定する。
-u <username> -p <password>

� JDBC データベース  サーバのド メ イン  ネーム サーバ
（DNS） 名。 次のよ うに指定する。
 -s <dbserver>

-verbose オプシ ョ ンも指定可能。 このオプシ ョ ンを指
定する と、 utils.Schema は実行時に SQL コマンドを
エコーする。 
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たとえば、 次のコマンドでは、 ユーザ名 user1、 パスワード  foobar で、 DEMO と
い う  Oracle サーバに JMS テーブルを再作成します。 

java utils.Schema jdbc:weblogic:oracle:DEMO \
  weblogic.jdbc.oci.Driver -u user1 -p foobar -verbose \
  weblogic/jms/ddl/jms_oracle.ddl

WebLogic Server に付属する  Pointbase デモ データベースでは、 ユーザ名とパス
ワードは必要ではあ り ません。 しかし、 次の手順に従って Pointbase サーバで 
JMS テーブルを作成する必要があ り ます。

1. WLS サンプル環境を設定します。

%SAMPLES_HOME%\server\config\examples\setExamplesEnv.cmd

2. %WL_HOME%\server\lib\ ディ レク ト リに移動し、 jms_pointbase.ddl ファ
イルを  weblogic.jar ファ イルからカレン ト  ディ レク ト リに抽出します。

3. 次のコマンドを実行して、 JMS テーブルを作成します。

java utils.Schema jdbc:pointbase:server://localhost/demo
  com.pointbase.jdbc.jdbcUniversalDriver
  -u examples -p examples -verbose jms_pointbase.ddl

DDL_file 実行する  SQL コマン ドが記されたテキス ト  ファ イルの
絶対パス名。 SQL コマン ドは複数行にわたって指定でき
る。 末尾にセ ミ コ ロン （;） を付ける。 ポン ド  記号 （#）
で始まる行はコ メン ト 。 

weblogic.jar ファ イル内の weblogic/jms/ddl ディ

レク ト リには、 Pointbase、 Cloudscape、 Informix、
Sybase、 Oracle、 MS SQL Server、 IBM DB2、 および 
Times Ten データベース用の JMS DLL ファ イルがある。
別のデータベースを使用するには、 このファ イルのいず

れかをコピーおよび編集する。

JDK で用意されている  jar ユーテ ィ リ テ ィ を使用する と、
次のコマン ドで DDL ファ イルを  weblogic/jms/ddl 
ディ レク ト リに抽出できる。

jar xf weblogic.jar weblogic/jms/ddl 

注意 : weblogic/jms/ddl パラ メータを省略する と、
jar ファ イル全体が抽出される。

引数 説明
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JDBC データベース ス ト アの再生成
Pointbase JDBC URL では、 WebLogic JMS サンプルにあるデモ データベー
スを指定します。 このデータベースではサンプルと して JMS テーブルが既
に作成されています。

4. Pointbase サーバを起動して Pointbase Console を開きます。

JMS テーブルのモニタおよび操作のために Pointbase Server console を使用す
る詳細については、 WL_HOME\samples\server\src\examples ディ レク ト リ
の Pointbase.html ファ イルを参照して ください。 こ こで WL_HOME は、
WebLogic Platform のインス トール先の最上位ディ レク ト リ を意味します。
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